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プロローグ　王様が待っているらしい







　人ひと族ぞくからは南の大陸とだけ呼ばれている、現在蓮れん弥や達たちがいる場所は主に獣じゆう人じん族ぞくが治めている地域である。

　ところが、この大陸が獣人族の大陸という呼び名で呼ばれないのには理由があった。

「なんだか……統一性の無い所だねぇ」

　呆あきれ半分感心半分といった感じのエミルの感想の通り。

　南の大陸は混合部族の大陸と呼ばれており、その人口の半分程ほどは獣人が占しめてはいるのだが、残りの半分はそれこそ多種多様な種族が存在しておりこの大陸には人族やらエルフ族やら、ドワーフ族に小人族に鬼おに族ぞくと、それにほんのわずかにだが力の弱い魔ま族ぞくまで住んでいるというのだから驚おどろかされる。

　そのためなのか、街並みも森の木々を基本的に生かした形で作られているエルフのものや、石材や木材できっちりと建てられている人族のものとは違ちがい、材質からデザインから規模に至るまでまちまちであり、とても雑然とした印象を見る者に与あたえる代しろ物ものになっていた。

　人族の街で見られるような建物もあれば、エルフが住んでいるのであろうと思われる建物もあり、その隣となりには一体何が住んでいるのか分からない土ど饅まん頭じゆうに穴の開いたなんとも形容しがたいものがある。

　同様に歩いている住民も統一感が全く無い。

　獣人族という一ひと括くくりですら、その耳と尻尾しつぽのせいで一つの種族に見えないというのに、その間に人やらエルフやら、身みの丈たけが人の腰こしくらいまでしかない者達やら、逆に見上げるような背丈で額に角が生えている者まで歩いている様子は、なんとなく蓮弥にはこれこそが正しくファンタジーな世界の光景といえるのではないのだろうかと思わせた。

　こういった光景の中であれば蓮弥達のような、人がいてエルフがいて妖よう精せいがいるような一団も、ごく普ふ通つうに周囲に溶とけ込めてしまう。

「初めてこちらに来られた人族大陸出身の方は、皆みな様さまそのようなお顔をされますね」

　驚きが顔に出ていたのか、それを見取ったカエデが忍しのび笑わらいを漏もらしつつ蓮弥に声をかけた。

　おのぼりさんの感じでも出ていたのだろうかとむっとする蓮弥だったがこちらへどうぞと言うカエデの導きで、一行はその街の中を歩き始める。

「私ども獣人族は、他種族に対してあまり排はい斥せきを行ったりすることがありません。すすんで呼ぶこともしませんが、来る者は拒こばまない性しよう分ぶんと言いましょうか。良く言えば懐ふところが広い、悪く言うと大おお雑ざつ把ぱで無む頓とん着ちやくな種族なのですよ」

「話には聞いていたが……実際目にしても信じられない光景だな」

　きょろきょろと、こちらは隠かくそうともせずに都会に出てきた田舎者よろしく辺りを見回していたシオンが、半分呆れたような口調で言う。

　人族の大陸からほとんど出ることのないシオンのような人族は、他種族といっても目にするのはせいぜいエルフくらいしかいないらしく、鬼やら小人やらは下手をすると物語の中でしか耳にしたことのない存在として受け止められてしまうらしい。

　人型の種族というのであれば、ゴブリンやらオーク、オーガなんかもいるじゃないかと蓮弥は思うのだが、人族からするとあれは魔ま物ものであり、種族として認にん識しきされる範はん疇ちゆうに入らないらしかった。

「王様は獣人族なのでしょうが……その周囲もこのような複数の種族で構成されているのですか？」

　メイリアの問いかけに、カエデは頷うなずく。

「獣人族の国、ではありますので、王本人は獣人族の者が代々引ひき継ついでおりますが、貴族や騎き士し、文官達は獣人族とは限らないですね」

「複数の種族で政治を行うなんて……非効率すぎます」

　メイリアらしい感想も、カエデにはなんの感かん銘めいも与えなかったようで、彼かの女じよはひょいと肩かたをすくめるに留とどまった。

「私どもは、政治に効率を求めておりませんので。……もっともほとんどの事案は王の一声で決まるので、それほど決定までに時間がかかることもないのですが」

　要は、来るならば拒まないのだが、嫌いやなら出て行けというスタンスであるらしい。

「獣人族の国は、エルフのように大陸全土を支配する統一国家なのか？」

「まさか、そんなことをしているのは世界広しといえどもエルフだけですよ」

　カエデの言葉に、ちょっとだけ威い張ばるようにクロワールが胸を張る。

　張った所で無いものは無いのだが、と思ってしまった蓮弥の感想はその場に居合わせた者のほぼ共通した感想だったらしく、何な故ぜだか視線がクロワールの胸の辺りに集中し、それを感じ取ったクロワールは顔を赤らめて両りよう腕うでを胸の前で交差させて慌あわてて身を縮めた。

　睨にらみ付つけるようなクロワールの視線を、口くちの端はに浮うかべた微び笑しようで受け流して蓮弥はカエデに尋たずねる。

「つまり、こっちも人族の大陸と同じようにいくつかの国家に分かれているというわけだな」

「いくつか、ではないですね。四つの国家に分かれています」

　獣人族には四人の王がおり、それぞれが「牙きば王おう」「覇は王おう」「拳けん王おう」「黒こく王おう」の称しよう号ごうを名乗っているのだとカエデは言う。

　蓮弥達を今回招待することになったのは、勇者を輩はい出しゆつした部族の王である「牙王」であるらしい。

「一応、混合部族の大陸の半分を占める勢力の王様、と思って頂けると間ま違ちがいがないです」

「残り半分を他の三人が支配しているのか？」

「いえ、拳王は王と名乗っておられますが、国と呼べるほどの規模の支配地は持っておりません。大陸の一部に志を同じくする者達と小さな集落を幾いくつか形成しているくらいです」

　普通それくらいの規模の集団であれば、いくらその集団の長おさが王を名乗ろうとも失しつ笑しようで迎むかえられ無視されるのが落ちなのだが、拳王とその仲間達に関しては異常なまでの戦せん闘とう能力を誇ほこっており、そのせいで王を名乗ってもどこからも異論が出ない。

　レパードのような手てつ甲こうやブーツによる肉体の補強すら認めない肉体至上主義の集団という異様さから、どこの国も手を出だしたがらないという背景もあった。

　つまり、そういう志を同じくする集団なのだ。

　それでいて、大陸有数の戦闘能力を誇るというのだからそれはそれで大したものではないかと蓮弥は思う。

　ただ、仲良くすることはできそうになかったが。

　いい加減、獣人族は可愛かわいらしい獣耳の下にそれにそぐわない肉体が晒さらされている光景がいかに人族の精神を侵しん食しよくし、その耐たい久きゆう力りよくを削けずるのかという事実を学ぶべきだと蓮弥は思う。

　拳王とは逆に黒王はそこそこの広さの地域を支配してはいるが、こちらは獣人族には珍めずらしく魔ま術じゆつに傾けい倒とうした国家を形成しており、黒王の呼こ称しようはそこから来ているのだとカエデが蓮弥に説明する。

　種族特性なのか、獣人族は魔術との相あい性しようがあまり良くない。

　そのせいで、黒王の勢力は大成することはなかったのだが、それなりにそこそこのレベルで魔術を修めている者が結構な数揃そろっている。

「まぁこの二つは良く言えば我わが道みちを行く。悪く言うと我が道しか行かない人達ですので、世の中の事にはほとんど興味を示さないので無害なんですけれども……」

　尻尾を左右に振ふりながら、説明を続けるカエデの向こうでクルツが通りで商売をしている露ろ店てんの一つにかじりつきになっていた。

　どうやら焼いた肉を小麦粉を練って焼いた生き地じに挟はさんで食べさせる店だったようだが、その肉にからめるタレの焼ける匂においに惹ひかれたらしい。

　放っておくと、そのまま迷子になりかねない勢いでかじりついていたので、一つ溜ため息いきをつきながら蓮弥はクルツの背後に近寄ると、左手で襟えり首くびを掴つかんで露店から引き剥はがし、右手で露店のカウンターへ銀貨をじゃらりと並べて買えるだけ売ってくれと頼たのむ。

　人族の大陸と獣人族の大陸とでは流通している通貨が違っていたのだが、事前に蓮弥はインベントリの中にレパード達がクリンゲで使用している獣人族の通貨を結構な金額分入れてきており、それをインベントリから取り出して見せたのだ。

　慌てて商品を包つつみだす店主の手から一つ自分用に確保して、残りは欲ほしい人と分けるようにクルツに言い聞かせてからクルツを解放し、確保した一つにかぶりつきながらカエデの所へと戻もどる。

　食べてみて蓮弥が抱いだいた感想は、とにかく固い。

　厚手の小麦粉の生地は全く膨ふくらませた形けい跡せきが無く、焼きたてですでにがっちがちであり、それに切込みを入れて挟み込まれている肉も冷めてしまったらおそらく歯が立たなくなるだろうと思われるくらいの固さを主張している。

　それでも、それにたっぷりと染しみ込まされているタレはかなり美う味まいと蓮弥は思った。

　相当しっかりと染み込ませた上にさらに何度も繰くり返かえして漬つけ焼きされているのか、いつまでたってもそのあまじょっぱい味は消えることが無く、さらに鼻にすっと抜ぬける香こう辛しん料りよう系けいの刺し激げきが面おも白しろい。

　問題があるとすれば、それだけしっかりと染み込まされたタレが焼けることによって肉の固さに拍はく車しやをかけていることだろうと蓮弥は分ぶん析せきする。

「オオイワトカゲの焼肉ですね。値段も手て頃ごろで人気の食べ物です」

　トカゲと聞いてなのか、クルツが抱かかえている大量のブツに手を伸のばしかけていたローナとメイリアが慌てて手を引っ込める。

　エミルとエルフ勢は最初から手を伸ばそうともしていなかったが、シオンは臆おくせずに手を伸ばし一つ取り上げて口に運ぶが、その固さに目を白黒させていた。

　対照的に獣人族勢は、基本的に噛かみ千切る力が人族とは違うのか、レパードは数口で飲み込んでしまうし、カエデは上品に見えるように食べつつも、その固さに困ったような表情は見せずにさくさく噛み千切ってしまっている。

　例外がクルツであり、こちらは一体どういう構造になっているのか全く分からないが、非常にうれしそうな表情を見せながら次々にその固い焼肉を口の中に放ほうり込んで口を大きく膨らませており、その頬ほおはぱんぱんになっているというのに一向に詰つまる気配が無い。

　噛まずに飲み込んでいるのではあるまいな、と心配になる蓮弥である。

「クルツ、食事はきちんと噛んでよく味わってだな……」

「ごひほうはまへふ、はくひゃくはま」

　注意しかけた蓮弥の目の前で、クルツが最後の一個を口の中へと放り込んでしまった。

　速度的に蓮弥はようやく一個を食べ終えたばかりで、シオン等は一個目の半分くらいをまだ必死に噛み千切っている真っ最中である。

　それだけの時間で、クルツが胃に納めた数は二十個くらいだ。

　一応むぐむぐと噛んでいるので、完全に飲み込んでいるわけではないようではあったが、その速度からしてあまり消化に良い食べ方とは言えない。

　元が元だけに、消化不良で寝ね込むこともないだろうと蓮弥は思い直し、満足げなクルツの頭をぽんぽんと叩たたく。

「美味かったか？」

「はい、伯はく爵しやくさま」

　にっこり笑ってクルツが答えれば、何故だか蓮弥達の周囲から黄色い悲鳴が幾つか上がった。

　見れば道行く住民達やら露店の売り子達やらの間で、クルツの顔に視線が釘くぎ付づけにされたまま、茫ぼう然ぜん自じ失しつっぽい感じになっている者がちらほら見受けられる。

「流石さすがはクルツ様、私どもの街の住民の一部とはいえ、その心を鷲わしづかみですね」

　慄おののくように言うカエデ。

　そう言っている本人も、こちらに来る前にはクルツにべっとりだった巫み女こ達たちのうちの一人であった。

「気持ちが痛い程理解できるので、思う存分堪たん能のうさせて差し上げたいのはやまやまなのですが……下手をすると騒さわぎになりかねません、少し急ぎましょうか」

　あの子可愛い、から、私にも触さわらせて状態に移行すれば暴動に発展しかねませんと言うカエデ。

「獣人族の戦闘能力は、ノリと勢いに比例すると言われております。この場合、クルツ様可愛いで盛り上がった住民の戦せん闘とう力りよくは軽く兵士達のそれを凌りよう駕がしかねません」

　兵士と名の付く存在がそんなことでいいんだろうかと他国のことながら蓮弥は心配してしまう。

　ノリと勢いだけで住民に負けるような兵士では、とてもではないが国の防衛等任せておけない気がするのだが、人族と違って獣人族は兵士だろうが一いつ般ぱん人じんだろうが、こと戦闘という一点においては能力が秀ひいでているのでそんなことが起こっても不思議ではないのかもしれない。

「急ぐのはいいんだが、どこへ向かっているんだ？」

　早足で動き始めたカエデの後ろを、仲間達について行くように合図してから小走りに駆かけ出した蓮弥。

　周囲の騒ぎは、クルツの容姿に加えて勇者であるレパードの姿に気がついた者も出始めたらしく、ざわめきの大きさが一段と大きくなってきている。

「とりあえずは王城へ。そこで牙王陛下がお待ちです」

　王城と聞いて蓮弥の足が止まりかけるが、すぐに背後からのざわめきに押おされるようにして再度走り出す。

　背後を振り返って状じよう況きようを確かく認にんする勇気は蓮弥には無かったが、聞こえてくる声の大きさからしてそろそろ一いつ触しよく即そく発はつ状態に移行してもおかしくない状況になりつつあるらしかった。

　足を止めたら飛とび掛かかられるかもしれない。

　そんな想おもいが蓮弥の歩を進めさせたのである。

　別段、自分が飛び掛かられるわけでもなかったのだが、頑がん丈じようなレパードはいいとしてもクルツに関しては飛び掛かられた途と端たんにそれらを戦せん闘とう行こう為いと誤解して、鎧よろい装着から黒い霧きり発生の殲せん滅めつモードを起動させかねない。

　その場合、この街の一角が住民もろとも完全に消しよう滅めつする可能性が十分すぎるほどある。

　そうならない為ためにもと、蓮弥は背中にフラウを張り付かせ、左手でまだ状況が飲み込めていないような表情のクルツを引き連れつつ、少しばかり歩の進む速度を速めるのであった。







第一章　地下都市らしい







　人ひと族ぞくの国の王城といえば、なんとなくでも外観の予想がつく。

　大体ファンタジーな設定においては洋風のいかにもお城といった感じの代物のはずだった。

　蓮れん弥や自身が住んでいる城に関しては、ややそのイメージからはかけ離はなれた代物であったのだが、こちらはどちらかといえば砦とりでの性能を強く持たせたせいであり、常識はずれというよりは実用性重視のデザインであるといって欲しいと蓮弥は考えている。

　エルフの城ならばやはり想像がつく。

　おそらくは曲線等を多用した優美な造りな代物のはずで、緑系統の色を基本としたものではないかという予想が容易にできる。

　実物を見たことの無い蓮弥であるが、クロワールに聞いてみたところでは蓮弥の想像で大はずれはしていないそうであった。

　しかし、これが獣じゆう人じん族ぞくの王城となると蓮弥の想像力では見当がつかない。

　なんとなくどこかの岩山一つをくりぬいて、城として使っているような気がしないでもないし、人族と同じようなものを使っているような気もする。

　何かの間違いですさまじく優美な代物を使っている可能性も捨てきれないし、実は城とは呼べないような建物を城ですと主張している可能性とてあった。

　それだけに、カエデの後ろをついてしばらく走りぬけ、やがて案内された一いつ軒けんの小屋に到とう着ちやくした時には、蓮弥にしては珍しく、間の抜けたぽかんとした表情を見せてしまう。

「はい皆様、こちらですよ」

　一応周囲を壁かべに囲まれ、それとなく手入れのされた庭園の中央にあるそれは、申し訳程度になのか数名の獣人族の兵士が守りに就いており、彼かれらはカエデの姿を認めると一礼して小屋の扉とびらを開ける。

「おい、カエデ？」

「なんでしょう？」

　呼び止めた蓮弥に、不思議そうな顔をして振り返るカエデ。

　きっと背後に居るレパード以外の面々は自分と同じような表情を浮かべているのだろうなと思いつつ、蓮弥はそれらの疑問を代表するかのようにカエデに尋ねた。

「王城に案内すると言ったよな？」

「はい、その通りでございます」

　満面の笑えみを浮かべて答えるカエデの背後では、ぴょこぴょこと狐きつねの尻尾がどこか機き嫌げんよさげに揺ゆれている。

　これはほぼ完かん璧ぺきに遊ばれているのだろうなと思いつつ、蓮弥が背後を振り返ればレパードがそっと自分から目をそらすのが見えた。

　どうやらこの手のやりとりは、初めてというわけではないらしい。

　狐はそもそもいたずら好きな存在として文章やら絵画に描かれることが多いものであるし、クリンゲに居た時には他国ということもあって猫ねこを被かぶっていた部分もあるのだろう、と蓮弥は好意的に解かい釈しやくすることにする。

　特段急いでいるわけでもない現状、他た愛あいも無いいたずらに付き合わされても腹は立たない。

「俺おれの目には小屋しか見えないんだが……獣人族じゃその小屋を王城と言うのか？」

「そんなわけありません。小屋は小屋です」

「……王城に案内されてるんだよな？」

「そうです。王城に御ご案あん内ないしてます」

　この手のやりとりは、今の蓮弥からすれば大して気になるほどのことでもない。

　エルフ勢からしてみると、寿じゆ命みように比例した気の長さが表面化するのか蓮弥とカエデのやりとりをぼんやりと見守っている。

　エミルは、見た目は人族だが中身はアレであり、こちらも気を悪くした様子は無くやはり蓮弥を見守っていた。

　問題は人族の方であった。

　ローナはカエデと比べると、立場としては下に位置するせいなのかじっと堪こらえている。

　シオンは何が起こっているのか分かっていないようで蓮弥の挙動を見ているが、カエデに直接文句を言っても立場上問題のないメイリアがこのカエデの態度に噛み付いた。

「招待しておいて悪ふざけですか……趣しゆ味みが悪いですよ」

「いえいえ、至って真ま面じ目めにお話をしておりまして。悪ふざけなどとんでもない」

「こっち見てしゃべりなさい」

　メイリアの低く抑おさえた声にも、どこにもこたえた様子がないカエデ。

　微び妙みように視線をメイリアから逸そらしつつ、それでも平然と受け答えをしている。

「あ、いえ。何か色々とお気を悪くされているようですので、直視するのはどうなのかなーと思いまして」

「会話をする時は相手の目を見なさいと教わりませんでしたか？」

「幼い頃ころから巫み女ことしての教育をされてきましたもので。会話をするときは僅わずかに目を外して相手を見るように、とは教わりましたが」

　どちらも間違ったことを言っているわけではない。

　ただ、自分が教わっていない方の知識を知らないだけなのだろうなと蓮弥は思う。

「メイリア、落ち着け。次期大公がそんな沸ふつ点てんの低いことでどうする」

「ですがレンヤさん……」

「落ち着け、と言った。あまり褒ほめられた話じゃないが、カエデはこちらですとは言ったが、これが王城だとは言ってない」

「う……？」

　自分以外の誰だれかが気を悪くして感情を高ぶらせ始めると、その他の人間は釣つられてヒートアップするか逆に冷静に物を考えられるようになる。

　蓮弥もカエデの態度にほんの少しだけ気を悪くしかけたが、それよりも先にメイリアがカエデに噛み付いたおかげで一歩引いた状態で物を見ることができ、それによってカエデの言葉を吟ぎん味みすることができていた。

「ここが王城だとは一言も言っていないのだから、多分ここは王城じゃないんだろう」

　確認するように蓮弥がカエデを見つめつつ言えば、カエデは笑みでそれに答えた。

「その通りです。正確にはまだ王城への途と中ちゆうでして、こちらがその入り口となっております」

　どうぞとカエデに勧すすめられて蓮弥達は小屋の中へと入る。

　背後でぶつぶつとメイリアが文句を呟つぶやいているのが聞こえたが、何故かそれにレパードが謝罪の言葉を口にしているのが蓮弥には不思議だった。

　このやりとりが初めてではなさそうなのと同じく、レパードが気を悪くした訪問者に謝あやまるという図式もまたいつものことであるようだ。

　蓮弥達が入ったその小屋には窓が無く、室内は真っ暗であった。

　魔術の灯あかりを灯ともそうとした蓮弥をカエデが身み振ぶりで制してから小屋の扉を閉める。

　完全に真っ暗になってしまった室内で、少し不安に駆られたのかシオンが蓮弥の右みぎ肩かたに擦すり寄よってきた。

「はい皆様。ちょっと揺れますのでお気をつけください」

　暗くら闇やみに響ひびくカエデの声。

　それが聞こえた途端に足元の床ゆかがぼんやりと淡あわく弱い白光を放つ。

「え？」

「うわ!?」

　さらにわずかにだが床全体が振しん動どうを始める。

　驚く人族、エルフ族とは別に蓮弥の背中に張り付いていたフラウが蓮弥の耳元で冷静に囁ささやいた。

「マスター、天てん井じようが遠くなってゆくの」

　言われて蓮弥が頭上を見上げれば、床から放たれていたぼんやりとした光に照らされていた天井が、その光の届く範はん囲いから外れていっているのかだんだんと見えなくなっていくのが分かった。

　他の仲間達は光って揺れる床にばかり注意を取られて、いまだ天井には気がついていない。

　少しずつ遠くなっていく天井を見つつ、蓮弥は元の世界のどこかのお化け屋や敷しきにこんな入り方をするような物があったような気がするな、と思っている。

「レンヤレンヤ！　床が光って揺れてる！」

「そうだな」

「なんでそんなに落ち着いてるんだ!?」

　事情の分からない人族、エルフ族勢はやや取り乱し気味だったのだが、なんとなく何が起こっているのかわかる蓮弥にとっては騒ぐ程のことでもない。
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　単に床の真下に縦穴があり、床がその縦穴を通ってエレベーターよろしく下降を始めただけだと分かるからだ。

　だがそれを説明するのも面めん倒どうであったので、自分の右肩にすがり付いて騒いでいるシオンに天井を指差して見せた。

　蓮弥の指の先を追って、天井へ視線を向けたシオンが今度は天井がもう見えなくなっていることに騒ぎ出す。

　これだけ驚かせれば、さぞやカエデは満足だろうと蓮弥がカエデを見ると、蓮弥の予想を裏うら切ぎってカエデは不満げに蓮弥を見ていた。

「あれ？」

「なんでレンヤさんは驚かれないのですか……初見の方ならば、ほぼ例外なく取り乱してくださいますのに」

　そんなこと期待するなよと突っ込みたい気持ちを抑えて、蓮弥はさも大したことが無いように答えてやる。

「床ごと下層に降りてるだけだろ？　別に珍しくも無い」

「え!?　これ下がってるのか？」

　蓮弥の答えを耳にしてシオンが足元を凝ぎよう視しする。

「くっ……もっと驚いて下さると思ってましたのに……その通りです。現在私達はあの小屋から真下に掘ほられた縦穴の中を降下中です」

「お前本当に意地が悪いな……問題はどこに向かって落ちているのかってことなんだが？」

「それは無論、王城がある場所へ、ですよ」

　カエデの答えを契けい機きにしたかのように、床の光源のみで照らされていた空間が一いつ瞬しゆんで明るくなった。

　明るさの差に目がついていかずに、思わず目を細めた蓮弥は、その細めた目の先にあるものを見て今度は少々驚きの表情を見せる。

　その反応にちょっとだけカエデが気を良くしたように言った。

「いかがですかレンヤさん。ここが私どもの王である牙きば王おう陛下がおられる王城のある場所です」

　それは天井から地上へと延びる一本の透とう明めいな筒つつであった。

　その中を一枚の板がゆっくりと降下していく。

　その板の上に立っている蓮弥が、透明な壁かべ越ごしに目にしたものは、広範囲にわたる無数の灯り。

　そしてそのさらに向こう側に、高々とそびえる石造りの建物。

　日の光の差し込まない場所にあって、それをものともせずに明々と照らし出されているそれは、単語としては蓮弥の頭の中にもある存在ではあったが、まさかこの世界において、しかも獣人族の国においてお目にかかることになるとは毛の先さき程ほども思っていなかった代物である。

「まさか……これは地下都市なのか？」

　天井部分から、自分達が今通っているのと同じ筒が何本か下がっているのを見ながら、蓮弥がその単語を口にすると、やはりカエデがぎゅっと拳を握にぎりどこか悔くやしそうな表情で蓮弥を睨みつける。

　それには構わずシオンが蓮弥を見た。

「地下……都市？」

「人力か、或あるいは自然に出来た地下の空くう洞どうに作られた都市のことだ。太陽の光は差し込まないから照明関係が大量に必要になる上に、なんらかの方法で空気を汚よごれないようにするか、地上の空気と換かん気きするような設備を作ったりしなきゃならない、バカげたコストのかかる都市だ」

「むぅ……詳くわしいですね、レンヤさん」

　口を尖とがらせてカエデが言うが、彼女が思っているほど蓮弥は平静を保てているわけではない。

　むしろ驚きすぎて開いた口がふさがらない状態から一周回って平静っぽい状態になっているだけであった。

「地上にいくつかある出入り口から、この〈飛行〉の魔術を応用したと言われている昇しよう降こう機きを利用してしか来ることができない、私ども獣人族の国の心臓部にあたるのがこの都市なのですよ」

「ち……地下に都市を作るとか、非常識すぎます」

　維い持じ費ひだけでどれだけかかるのですかと、理解を超こえている光景を目にして虚うつろにメイリアが呟くが、カエデは顎あごに指を当てて考え込む振りをしつつ応じた。

「そうでしょうか？　私としてはわざわざ地上に華か美びな建物を建てて、ここに来たら重要人物がいますよと吹ふい聴ちようしている人族の都市の方が理解できませんが」

「あれは象しよう徴ちよう的てきな意味合いもあるから、あれでいいんだよ。それより王城というのはあれか？」

　王や貴族の住む建物が、わざわざ見つかりやすいくらいに豪ごう華かだったり華美だったりするのは、国民や領民に対してお前達の上にいる者はこんな立派なところに住んでいる凄すごい人なのだぞということを示す意味合いもある、と聞いたことのある蓮弥だ。

　それが理由の全すべてではないのだろうが所いわ謂ゆる見み栄えというやつである。

　蓮弥としては理解できなくもない理由ではあったのだが、獣人族であるカエデには全く理解のできない事こと柄がらであるらしい。

　種族的な差異なのかもしれないな、とその件については後々考えることにして、蓮弥は都市の居住区や商業区なのであろう明かりの集中した部分の向こう側に、一ひと際きわ高くそびえている石造りの建物を指差す。

　蓮弥が指差している方向を一いち度ど確かく認にんしてから、カエデはこっくりと頷いて見せた。

「はい、あちらが私どもの王である牙王陛下がお住まいになっている王城です」

　言われて蓮弥は再度その巨きよ大だいな建造物に目をやる。

　それはなんと言うか。

「地下に広大な土地があるからって、あんな巨大な城、建てる必要あったのか？」

　蓮弥達が降下を続けているこの地下空間は、蓮弥の目測で天井から地面まで数百ｍはあった。

　そして、蓮弥がいま視線を向けているその王城だという建物は円えん錐すい形けいをしており、その天井にまで届かんとするほどの高さを誇り、その裾すそはそれ相応の広さでもって地下の空間の一部を占めていた。

「ちょっとした山だぞ、あれは」

「……代々、獣人族の王という方々は……どうにも大きなもの派手なものが特にお好きなようでして……」

　無む駄だが多すぎるだろうと言外に匂わす蓮弥に、自分もそう思うのか言葉を濁にごしつつ答えるカエデであった。







　下降する床が地下の空間の地面につくと、透明な筒に開いている出口から蓮弥達一行は筒の外へと誘ゆう導どうされる。

　入いれ替かわりに荷物を携たずさえた獣人や、武装した様々な種族の兵士が床に乗り、何事か床に対して呟くとまた床が今度は青い燐りん光こうを放って筒の中を上じよう昇しようし、やがて天井に開いた穴へと吸い込まれて見えなくなった。

　降りる時に比べて、昇のぼる時は結構な速度なのだな、とそれを見送りながら思う蓮弥。

　下降するときに自由落下並みの速度で落とせば中に居る者達に命の危険が発生するが、上昇するときは多少無む茶ちやな加速をしても大だい丈じよう夫ぶだろうという設計であるらしい。

　獣人族の国にある設備らしい、と妙みような納なつ得とくを覚えてしまう。

「魔術設備ですか。獣人族の国にそぐわないような高度なものですね。人族の大陸でさえこれだけの設備はまず無いと思いますが……」

　驚おどろきから立ち直れないのか、まだどこか虚ろな気配を残したままのメイリアが呟く。

　元の世界でエレベーターというものを知っている蓮弥からしてみると、ただ単に板を上下させる設備がたとえ魔術によって制せい御ぎよされているのだとしてもそんなに驚くほどすごいものなのだろうかと疑問に思うのだが、そんな蓮弥の表情から察したのか、ローナがこっそりと囁く。

「これの規模の数十分の一程度の設備ならば、聖せい王おう国こくの王城とかにも確かあったはずなのですが、これほどの規模のものとなるとおそらくは皆かい無むです」

「トライデン公国には？」

「私の知る限りでしたら一つもありません。導入は可能でしょうが、大公陛下はこんなもの使うなら自分の足で歩いて～と言う御お方かたですし」

　貴重な物なんだなと思うのと同時に、それを壊こわしてしまったかもしれないと思う蓮弥。

　まさか賠ばい償しようを求められることは無いとは思っているが、それでもやはり貴重なものを壊してしまったかもしれないという罪悪感は発生する。

　この場合、金額云うん々ぬんやそれが破は壊かいされたことにより王城が不便になるということよりもその貴重な品物を作った職人に対しての罪悪感であるところが蓮弥らしいといえばらしい思考だった。

「エルフの国にも、それなりの大きさの似たような設備がありますが……かなり熟練の魔術工芸品を作る職人の手によるものです。獣人族はそちらへの造ぞう詣けいが深いのでしょうか？」

「それはですね……」

「いや、あれらは全部元々あったもんだって聞いてる」

　胸を張って何か言いかけたカエデを遮さえぎって、レパードがクロワールの質問に答えた。

　口をぱくぱくとさせてレパードを睨みつけたカエデを見ないように努めながらレパードは説明を続ける。

「何代前の牙王か知らねぇが、若い頃に修しゆ行ぎようの途中で偶ぐう然ぜん遺い跡せきを見つけてよ。入ってみたらあの透明な筒からここに落ちてきたらしい」

「……落ちてきた？」

　言われた蓮弥は改めて見上げる。

　地上でならば空が見える所であるが、ここでは地上からの光に照らされて浮かび上あがる岩いわ肌はだが遠く高い所に見えるだけだ。

　頭上のかなりの高さにあるその天井までの距きよ離りは、どう見てもそこから落ちてきて助かるような高さではない。

「あぁもちろん。あそこからそのまますとんと落ちてきたわけじゃないと思うぜ。俺もちょっとあの高さからだと無傷ってわけにはいかねぇだろうしな」

「いや、死ぬだろ？」

　冷静に突っ込んだ蓮弥であるが、レパードはそんな蓮弥を何言ってるんだという顔で見る。

「死なないだろ？　筒の壁使えばいくらか勢いは殺せるしよ？」

「あぁ……そう」

　蓮弥はきっと生き物としての性能が根底から違ちがうんだろうと勝手な納得の仕方をする。

　そんな蓮弥の背後では、他のメンバーが一様にきっと蓮弥なら無傷で降りてくるんだろうな、という感想で一いつ致ちしていたのだが。

「で、ここを見つけたらしいんだが、見つけた時からここはある程度都市として使える状態だったらしくてよ。こりゃ儲もうけもんだ使っちまえってその上に作ったのが今の地上の都市なんだってよ」

「と、いうことは？」

「この地下都市の大半が出来合い。今乗ってきた昇降機は遺い跡せきの付属品。壊れたら壊れたまんま、今の俺らじゃ修理できねぇってさ」

　そのうち、全部壊れたら縄なわ梯ばし子ごで昇り降りするようになるのかねぇと大笑いしたレパードの後頭部を無言でカエデがどついた。

　どつかれた後頭部が立てた音からして相当な勢いで攻こう撃げきしたらしく、大笑いしていたレパードが涙なみだ目めになり後頭部を両手で押さえて蹲つくばってしまう。

「レパード……何をぺらぺらと暴ばく露ろしてくれてるんですか!?」

「いやだって、カエデほっとくと全部獣人族の英知の結けつ晶しようだって嘘うそつくじゃねぇか。そのせいで聞いた話じゃ人族の大陸の国の一部じゃ獣人族こそが魔術工芸品の技術において世界第一位であるって信じてる国があるって言うぜ？」

「どうせバレないんだからいいんですよ！」

　人族とエルフ族がしっかり聞いてる状態で、とんでもない主張を始めるカエデだったが周囲の反応は薄うすい。

　誰もが内心、またこいつかと思っているようであった。

「あの馬ば鹿かでかい王城も、遺跡の名残なごりか？」

　降りてくる途中に見えたほぼ山と形容していい建物を思い出しながら蓮弥が尋たずねると、もう騙だますのは無理だと観念したのかカエデは拍ひよう子し抜ぬけするほどあっさりと否定した。

「あれは先程も申し上げました通り、陛下の趣味です。あぁ、もちろんこの遺跡を発はつ掘くつした何代か前の牙王陛下の、ですが」

「でかいことはすげぇ！　ってのは俺おれ達たちの価値観だからな」

「おかげで城仕えの警備兵、メイドの募ぼ集しゆうはひっきりなしなんですよ」

　ほぼ山状態の王城である。

　その内側にどれだけの通路と部屋が内包されているのか、と考えてしまう。

　それに伴ともなってそれらを維い持じ、清せい掃そう、警備する為にどれだけの労力を支し払はらわなければならないのか、考えるだけでうんざりするほどのコストがかかることは間ま違ちがいが無い。

　蓮弥達が降りた昇降機の場所から王城までは、上から見た限り結構な距離があるようであった。

　カエデも歩いて王城まで行く気は全く無いようで、警備の兵士達に何事か命じるとすぐに二台の馬車が回されてくる。

　蓮弥とクルツは保護者と勇者ということでカエデとレパードと同席することに。

　それに伴ってフラウとシオンが強固に同じ馬車に乗ることを主張したので、同じく一台目の馬車に乗ることに。

　残りのメンバーが二台目の馬車に乗り込むと、馬車はゆっくりと王城目指して走り始めた。

「警備兵、メイドの募集がひっきりなしって。いずれ飽ほう和わするだろ？　辛つらくて辞やめる奴やつが多いのか？」

　馬車の窓から外の景色を眺ながめつつ蓮弥が馬車に乗り込む前の話題を継けい続ぞくする。

　フラウとクルツは馬車の窓にかじりつくようにして世にも珍めずらしい地下都市の景色に目を奪うばわれていたが、シオンは蓮弥の右肩にしがみついたまま外も見ようとせず、肩かたも離そうとはしない。

「そうですね。あれだけの広さをカバーする労力を担になっているわけですから、辛いのは確かなのですが……それよりも大きな問題がありまして」

　言葉の最後の方は、あまり言いたくない話であったようで濁すというよりは先細っていくように馬車の車輪が立てる音の中に消えた。

　その話題にはレパードも心当たりがあるのか、少し顔を顰しかめる。

「問題？」

「えぇ……まぁその、なんと言いますか……広すぎることが問題でして」

　言いよどんだカエデの後をレパードが引ひき継つぐ。

「あの王城の中身はほとんど迷めい路ろなんだよ。俺達というか獣人族の、特に男ってやつは細かいことを考えるのが苦手でよ。あの王城もみてくれだけ整えて内装は後から整えたり付け加えたりで増改築と改装を繰り返した結果……城の住人すらよくわからねぇ通路があっちこっちにあるようなザマに……」

「主要通路は先人が犠ぎ牲せいを払はらいつつ地図を作成してくれましたので、大体把は握あくできているのですが。これが末まつ端たんの通路までとなりますと、非常に曖あい昧まいかつ複雑で入り組んでおりまして。ぶっちゃけ迷子になる者が結構な数出るんです」

　だったら一度きちんと調査をして、王城内部の通路についての詳しよう細さいな情報を洗い出そうという動きもあったことはあったらしいが、調査隊の幾いくつかがやはり道が分からなくなり遭そう難なんし、それの救助に向かった者達の中にまで未帰き還かん者が出る始末。

　さらに、何な故ぜか通路のいくつかには王族ですら知らない罠わなが仕し掛かけられている場所もあり、ついでに獣人族はその有り余る力でもってよくあっちこっちを壊すもので、それを修理するたびに通路の配置が変わるということが判明してからというもの、誰も王城の詳細な見取り図をつくろうとは言い出ださなくなった。

　何故王城の通路に、王族すら知らない罠が設置されているのかという謎なぞについては、王城にまつわる十二の謎の一つとされ、未いまだに解明されていない。

「残り十一個もあることが怖こわすぎるわ……実際はどの程度まで内部を把握しているんだ？」

「完全に把握しているのは全体の六割くらい、でしょうか。残りの部分についてはなんとなく情報があるのが一割、信しん頼らい性せいの無い記録が残っている一割、そこに迷い込んだらまず帰ることは諦あきらめろと言われている二割となっております」

　とんでもない内容の台詞せりふを平然と言ってのけるカエデ。

　未帰還の可能性がある王城等、蓮弥は聞いたことが無い。

「一いつ旦たん取とり壊して作り直せよ、そんな欠けつ陥かん建造物」

「一応この地下都市発見時から建築を開始して、現在に至る獣人族にとっては由ゆい緒しよ正しい建築物ですから、更さら地ちに戻もどせと言われましても」

　歴史的建造物ってやつなんですと言うカエデに、蓮弥は深々と息を吐はいてから、おもむろに恐こわ々ごわ聞いてみる。

「興味本位で尋ねてみるんだが、毎年どれくらいの犠牲者が出てるんだ？」

「犠牲者と言いますか、未帰還者でしたら二、三十名くらいですね。心労や疲ひ労ろうで辞職するのはその十倍くらいいますけども。迷子になって救出される人数なら百名ちょっとくらいでしょうか」

　しれっと言うカエデに、蓮弥は眉み間けんに浮うき出でたしわを揉もみ解ほぐしつつ重ねて尋ねる。

「犠牲者と未帰還者の違いは？」

「行ゆく方え不明になったからといって犠牲者とは限りませんから。実際、行方不明になってから何年か後に生存した状態で発見されたメイドの話もありますし」

　どうやって命を永らえてきたのかは、未だに不明であるらしかった。

　おそらくは割れ目や隙すき間まから零こぼれ落おちる雨等で水分を摂せつ取しゆし、ネズミやら自生しているなんらかの植物等を食べていたのではないかと考えられているのだが、救出されたメイドは衰すい弱じやくが激しく、さらに救助され療りよう養ようを終えてみたら行方不明中の経験に関してはすっぱり忘れ去っていたので実際のところが分からない。

「いやー、さすが獣人族。メイドすらもたくましいですねーという微笑ほほえましい話題です」

「微笑ましくないからな？」

　今から案内される場所がそんな所だと聞かされて蓮弥はがっくりと肩を落とす。

　同時に、何があっても絶対に王城の中に限っては案内された場所以外には足を運ぶまいと心に決める。

「そんなに心配しなくても大丈夫なの、マスター」

　そんな蓮弥に気がついたらしいフラウが、蓮弥の左ひだり肩かたをぽんと叩たたく。

「所しよ詮せん適当に造っただけの石造りの建物なの。魔ま術じゆつへの対たい抗こう手段が張はり巡めぐらせてあるわけでもないのだから、迷ったら外に出られるように派手に壊せばいいの」

「伯はく爵しやくさまのためだったら、ボクがんばるよ！」

　フラウは微び笑しようを浮かべて、クルツは目を輝かがやかせつつぐっと両手の拳こぶしを握りしめつつの言葉であるが、どちらも中身は物ぶつ騒そうなものだ。

「あー……心配してくれている気持ちだけ有あり難がたくもらっておくが、くれぐれも暴れないように」

　この二人が軽く暴れただけで大規模な破壊が起きることは予想するのが容易すぎた。

　もしも本気で破壊活動に入ったら、獣人族が考え直して王城を一度更さら地ちに戻そうとする前に王城が消滅するかもしれない。

　そうならないためにも、決して迷子にだけはなるまいと思う蓮弥達を乗せた馬車はゆっくりと地下都市を通とおり抜ぬけて一路王城へと向かうのであった。







「よぉ来た。人族の……伯爵様やったっけな。そぉ硬くなるこたない。楽にせぇ」

　低く抑えた、どこかドスの利いた声をかけられて蓮弥は目の前の光景をどう理解していいやら悩なやむ。

　王城に通された蓮弥達一行はそのまま、牙王が待つという謁えつ見けんの広間へと通された。

　近づいてみたところで蓮弥の獣人族の王城に対する感想は、大きなピラミッドっぽい建物だな以上のものは無く、遠くから見た時には分からなかったのだがあちこちで足場が組まれて建築用に資材が次々と運ばれている様子は、まだ建て増す気なのかと呆あきれを誘さそう。

　王城自体は他のものとは違い、ありがちな装そう飾しよくや彫ちよう刻こくの類たぐいが施ほどこされていない。

　理由をカエデに尋ねると、どうせすぐ壊れるでしょうからという実に味気の無い答えが返されてきた。

　人族の王城であるならば、厳しいボディチェック等が行われた上に先さき触ぶれだの準備だのと時間をとられて疲つかれることこの上ないはずの話だったのだが、獣人族の王城においては最低限の武装解除すら行われることなくそのまま素す通どおりで謁見の広間まで案内されてしまった。

　インベントリからいつでも武装を取り出せる蓮弥は、全くの非武装であったので問題無かったのだが、一応旅行とはいえそれなりの武器を身につけているシオン達ですら、城の衛兵たちは調べようともしなかったのである。

　流石さすがに心配になったメイリアが、懐ふところに忍しのばせている短刀を取り出して衛兵に取り上げなくていいのかと尋ねたのだが答えはメイリアの予想を遥はるかに飛とび越こえていた。

「あ、そんなのでどうこうできるお方ではありませんのでご心配なく。なんでしたら試ためしに命とか狙ねらってみます？　命の保証はできかねますが」

「えぇ!?」

「見事倒たおせたら次期国王ですよ？　どうです、やってみますか？」

　どちらが勝つのか賭かけ場も開きたいので、やられる時にはぜひご一報をと朗ほがらかに笑う衛兵。

　他国の事ながら王城に勤めている衛兵がこんなのでいいんだろうかと心配になる蓮弥達であったが、カエデもレパードもいつものことなのか特に気にした様子も無い。

「ん？　あー、一応説明するが、そいつは別に不敬ってわけじゃないんだぜ」

　物言いたげな蓮弥の視線に気がついたレパードが、頭をばりばりとかきながら言う。

「それどころか忠ちゆう誠せいに満みち溢あふれてるからこその言葉なんだな。つまり、我らの王はいかなる挑ちよう戦せん者しやをも退けるっていう信しん頼らいっていうのかね？」

「また迷めい惑わくな忠誠だな、それは……実際被ひ害がいが出たことないのかよ」

「あるぜ。歴代の牙王で何人かは暗殺されちまってる。けどな、下々がそういう期待を寄せる存在が牙王ってんなら、そう振ふる舞まわなきゃいけねーっつうのが王ってもんだろ？」

　暗殺者すら意に介かいさないほどの力を持った王の姿、という期待を寄せられている以上はそれを裏切ってしまうことはできないのが王という立場であるとレパードは言う。

　実に難なん儀ぎな立場だな、と蓮弥はわずかばかり同情を覚えた。

　そんな蓮弥の思いなど露つゆ知らず、朗らかに笑い続ける衛兵に案内されて通されたのが謁見の広間であった。

　そこまでの道のりは完全に把握されている通路であり、それほど分ぶん岐きも曲がり道も無かったので蓮弥達はほっとすることになったのだが、いざ通されるままに謁見の広間の入り口を潜くぐり、玉座の前まで歩み寄ろうとした時に蓮弥達は彼かの女じよの姿に気が付いた。

　獣人としてのベースはカエデと同じく狐のように見える。

　その体を玉座の上にだらしなくもたれかけさせ、藍あい色いろの着流しをこちらもだらしなく着き崩くずし、無造作に投げ出された両足は靴くつを履はいておらず裸足はだしだ。

　髪かみは銀というよりは白しら髪がに近い色合いで肩けん甲こう骨こつを少し越えるくらいの長ながさ。

　装そう飾しよく品ひんやら化け粧しようの類は一いつ切さい見えなかったが、一箇か所しよだけ唇くちびるに引かれた朱しゆ色いろがやけに色いろ鮮あざやかに目立つ。

　内側からあふれ出すような雰ふん囲い気きというのか生命力というのか、そういったものが彼女を二十歳さい代の若さを持っているように見せていたが、蓮弥はわずかに見える目元や口元の感じからおそらくは三十歳代後半から四十歳代に手が届いているくらいの年とし頃ごろであろうと判断する。

　一いつ瞬しゆん蓮弥の頭の中で遊女という単語が浮かぶが、唇には乗せずにぐっと飲み込む。

　下手に口にしてしまったら、何か良くないことが起こる気がしたのである。

　その彼女が座すわっている玉座の傍かたわらには、こちらは多分男性だろうと思われるやや大おお柄がらな、厚手の道着のようなものを身にまとった人物が五体投地状態で微び動どうだにしない。

　その男性はレパードと同じく、豹ひようの耳と尻尾しつぽを持っており、短く逆立ったような髪かみ型がたの色も同じ黒。

　ただしこちらはちらほらとその中に白いものが交じっているのがわかる。

「どちら様……？」

　状じよう況きようからしてどちらかが牙王御ご本ほん人にんなのだろうと予想はできるが、ではどちらがそうなのかと問われれば蓮弥は答える言葉を持たない。

　あれだけ兵士に強さを信頼されているくらいなのだとすれば、倒れている男性の方では無い気がするのだが、だからといって牙王が女王であるのかと考えると何か違う気がして仕方が無い。

　蓮弥が思わず、王に対する礼をする前に尋ねてしまったのも無理はない、と言える。

　問われた女性の方も蓮弥が膝ひざも折らず、頭も下げずに問いを発したことに気を悪くした様子も無く、にやりと肉にく食しよく獣じゆうじみた笑えみを漏もらす。

「あたしは、ロベリア＝パンターってもんさ」

「そちらに転がってる方は？」

「こいつかい？　……さて、誰だっけねぇ？」

　ちらとロベリアと名乗った女性が傍らに倒れ伏ふしたままの男性に目を向けた隙すきに、蓮弥は背後にいたレパードの襟えり首くびを掴つかんで引き寄せる。

　単純な力比べであれば、軍配は間違いなくレパードの方に上がるはずであったのだが、レパードは引き寄せられるがままに抵てい抗こうらしい抵抗も示さない。

「パンターって言ったよな？」

「あぁ、言った」

　レパードはその顔に諦てい観かんを張り付かせて頷うなずいた。

「お前もパンターだったよな？　関連をキリキリと吐け」

「あれは、俺おれの母さんだ。そしてその隣となりに倒れてるのが父さんだな。……一応、父さんの方が牙王でシグルド＝パンターっていう」

「「「「え？」」」」

　人族勢の疑ぎ問もん符ふが揃そろった。

　言われて慌あわててそのロベリアの傍らに倒れている男性に目を向ける蓮弥であるが、ぐったりとしたまま動こうともしないそれが牙王御本人ですと言われても今ひとつ信じることができない。

「気持ちは分かるぜ。けど事実だからどうしようもねぇ」

　目を伏せて、頭を振ふりながらレパードが言う。

　ロベリアはそれに気がついていないのか、倒れたまま動かないシグルドの体を足のさきっぽでもって突つく作業に没ぼつ頭とうしている。

「たまに勘かん違ちがいされがちなのですが」

　思い出したかのようにカエデがぼそっと口を開いた。

「牙王陛下は確かにお強い方なのですが……王おう妃ひ殿でん下かはそれよりもずっと強いんです」

「なんで!?」

「なんで、と言われましてもそれが現実でして……王妃殿下はお若い頃は、大陸中で名を馳はせた傭よう兵へいだったそうでして……」

「聞いた話じゃ、あの覇は王おうと父さんは母さんをどちらが娶めとるかでケンカになって、仲良く二人ともぶちのめされたって話だしよ」

「黒こく王おう陛下は分かりませんが、拳けん王おう陛下は何度か挑ちよう戦せんに来られてその度に半殺しの目にあってますね」

　事実だとすれば、蓮弥達の目の前で足の先で突くだけでは飽あき足たらなくなったのか、段々蹴けりに移行しつつある女性は少なくとも獣人族の中においてほぼ最強と言っても過言でない人物ということになる。

「お前の母親一人で、こっちの大陸統一できたんじゃないのか、それ？」

「あぁ、俺もそう思う」

「何をこそこそしゃべってんだ？　王の御おん前まえって奴やろうに？」

　その王様を足あし蹴げにしただけでなく今度は踏ふみつけた状態にして、ロベリアがこそこそと囁き合っている蓮弥達に声をかけてきた。

　びくりと体を震ふるわせて、直立不動の体勢を取るレパード。

　それに対してカエデは、ゆっくりと腰こしを折って礼をする。

「王妃殿下におかれましてはご機き嫌げん麗うるわしきこと誠に重ちよう畳じよう。この度は謁見の許可を頂きましたことこのカエデ、厚く御おん礼れい申し上げます」

「カエデ、気色悪ぃ。妙な畏かしこまり方しぃなや」

「一応、王の御前らしいので」

　しれっと言ってのけるカエデに、ロベリアは一つ鼻を鳴らす。

「そんで、そっちのぼーっと立ってるのが例の人族の伯爵様って奴やな？」

「人族の国家、トライデン公国のクヌギ伯爵様でございます」

「女ばかりぞろぞろ引き連れて、軟なん弱じやくそうな奴やの？」

　女ばかりと言われて蓮弥は首を傾かしげる。

　少なくともクルツとグリューンという男性が二人入っているはずなのだがと自分の背後を振り返かえり、二人の顔を見てなんとなく納得。

　クルツは言わずと知れた少女顔であるし、グリューンの方は体つきはともかくとしても顔はエルフの例に漏れず美形であり、そこそこの無理を通せば女性と言い張ってもなんとか通る可能性がある。

　まして相手は細かい事等全く気にしない獣人族。

　蓮弥が連れているメンバー全てが女性に見えても仕方ないのかなと思ってしまう。

「そんでもまぁ、それなりにやるとは聞ぃてる。良く来た……えぇっと……」

　視線を蓮弥の顔から何も無い宙に彷徨さまよわせて考え込むロベリア。

　名前を覚えられないんだろうかと訝いぶかしがる蓮弥であったが、すぐにカエデが助け船ぶねを出した。

「レンヤ＝クヌギ伯はく爵しやく殿どのでございます、王おう妃ひ殿下」

「あぁ、せやった。レンヤとか言ったな。歓かん迎げいする。あたしが牙王が国の王妃、ロベリアだ。見知りおけ」

「……ハジメマシテオウヒデンカ……」

　他にどうしろと言うんだと思いつつ、極きわめて平へい坦たんな口調で挨あい拶さつを口にした蓮弥は形式的に頭を下げる。

　ちなみに本来蓮弥が頭を下げるべき相手は、いまだロベリアの傍らで倒れたままで意識を取とり戻す気配が無い。

　死んでるんじゃなかろうかと心配し始める人族勢とエルフ勢であったが、獣人族達にとってはこんな光景は大した問題ではないらしい。

「王妃殿下。今回はどのような理由で牙王陛下をボコられたので？」

「人族の国からレパードより強い奴が来るって聞いてもぅて。今度は俺がやるって騒さわいで聞かんもんだからな」

　憮ぶ然ぜんとした表情のロベリアとは対照的に、カエデの表情は動かない。

　まるで能面のような無表情でもって、感情の篭こもらない言葉を発している。

「物理的に大人しくさせた、と？」

「あぁ。うちの男衆は一度頭に血ぃ上ると、人の言うこと聞きゃせん」

「英断です、王妃殿下。いつもながら見事なお手前でございます。流石さすがお若い頃ころは三人の王を手玉に取った化物……」

　さらっとカエデがこぼした言葉に、蓮弥達はぞっとしたものを覚えてカエデの方を見る。

　王の御前という状況において、王妃にかける言葉としては間違いなく大問題になる単語を口にして尚なお、カエデの表情は動かない。

　言われたロベリアの方も、怒おこり出すこともなく玉座からカエデを見下ろしているが、肘ひじ掛かけを掴む手にわずかに力が篭ったのを蓮弥は見み逃のがさなかった。

「今……なんぞ口にしたか？」

　ぎりぎりと肘掛を握りながら問いかけるロベリアに、きょとんとした表情を見せて首を傾げるカエデ。

「おや？　この距離で聞き落とされましたか？　やはり寄る年波には王妃殿下といえども敵かなわないご様子。トシは取りたくないものです」

　カエデが薄く刃は物ものの笑みを浮かべて、袖そで口ぐちで口元を隠かくして低く笑い声を立てる。

　ロベリアの口くちの端はがひくりと引き攣つったように動き、額に青筋が走った。

「言うてくれるなぁ。人の息むす子こに色目使う小こ娘むすめ風ふ情ぜいが」

「おやおや。そのお年になられてまだ息むす子こ離ばなれができませんか？」

　にらみ合う二人の視線が激げき突とつし、火花が散るのを蓮弥ははっきりと知覚した。

　どこかで誰だれかが「また始まったぞ！　逃にげられる奴は逃げろー！」と叫さけんでいるのが聞こえる。

「おい、これって……」

「いつものことなんだが、近くにいると巻き込まれかねねぇから……とりあえずここから離はなれようぜ。案内は俺がするからよ」

　事態の急展開についていけない蓮弥達を、レパードが背中を押おすようにして謁見の広間から外へと誘導する。

　蓮弥達が勝手に退室しようとしていることにすら、ロベリアとカエデは気がつかないのか視線を合わせたまま、どちらからともなく低く笑い声を立て始めていた。

「何事なんだよ、これは」

　とりあえずここから離れるという意見に関しては諸もろ手てを挙げて賛成したい蓮弥であるので、押されるがままに移動しながらもレパードに聞く。

　レパードはちらりと肩かた越ごしに視線を争あらそわせている二人を見てから、溜ため息いきをついた。

「一応、俺はこの国で勇者であり、また王子でもあるわけだ。次の牙王候補ってことだな」

「兄弟でもいるのか？」

「いや、実子は俺一人。ただ、弱い奴は牙王になれねぇから今の所は候補止どまりってことさ」
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　たとえ血のつながりがあったとしても、弱い者を牙王として戴いただくのは獣人族にとってはできないことであるらしかった。

「それがあの険悪な空間と何か関係が？」

　シオンの問いかけにレパードは頷く。

「俺とカエデはその……まぁなんというか……」

「恋こい仲なかなのだよな？」

　確かく認にんするようにシオンが言うと、レパードの顔色が一いつ瞬しゆんで真っ赤になった。

「うんまぁ……そういう感じで、そのうち一いつ緒しよになりてぇなって思ってるんだが……」

　レパードが頬ほおを赤らめつつ、ぐねぐねと体を悶もだえさせる様子はあまり見ていて気持ちの良いものではなかった。

　蓮弥はさっさと先を続けるように促うながすことにする。

「シメるぞお前。先を続けろ」

「あ、あぁ。それで父さんと母さんにそのことを話したんだ。父さんは許可してくれたんだが、問題は母さんでよ……」

「反対されたのか」

「あんな腹黒巫み女こより、もっと良い女紹しよう介かいしてやるって……で、それを聞いたカエデが気を悪くして……」

　謁見の広間から出る際に、そっと未だににらみ合っている二人へと視線をやるレパード。

　息子の立場としては惚ほれている女の肩を持つわけにもいかず、母親の言うことを聞くわけにもいかず、板ばさみ状態でどうすることもできないらしい。

「立場的に問題ないのか、あれ」

　いくら獣人族が細かいことに拘こだわらない種族だとしても、一いつ介かいの巫女が王族に逆らうという図式は人族の国であれば間違いなく処しよ罰ばつされる。

　そこを心配した蓮弥であったが、レパードはその心配を否定した。

「俺達のトコじゃ巫女ってのは政治の外にあるもんだし、その中でもカエデは巫女の頭で勇者のツレだからな。いくら母さんといえども王族の権力でどうこうできる相手じゃねぇのは確かだな」

「それでああやって毒を吐きあうと？」

「いや……すぐに実力行使になる……」

　レパードが言った途と端たんに、今しがた出てきた謁見の広間の中から爆ばく発はつ音おんが鳴なり響ひびいた。

　ぎょっとする蓮弥達だが、レパードや城勤めの兵士達にとってはそれほど珍しいことでもないのか、幾いく分ぶんの緊きん張ちよう感は走るが慌てるような者はいない。

「すぐに修理班を呼べ。修理はもちろん、二人が諦めてからにしろよ？　俺は客人を客室へ案内する。被害がそっちに及およびそうになったら報告しろ」

「王子があれを止めてくださるんですか？」

　レパードが出す命令に頷いていた城の兵士が、どこか期待を込めた口調で聞いてくるがレパードは首を左右に振った。

「俺で止められるならとっくに止めてる。……客人を逃がす時間を稼かせぐ必要があるだろ？」

「なるほど、納なつ得とく致いたしました。修理班はすぐに手配致いたします」

「頼たのんだ。さて、伯爵さんよ……悪ぃんだが今日は城に泊とまっていってくれ。王にも会わせずにお前らを街に戻しちまったら母さんに何されるか分かったもんじゃねぇ」

「元げん凶きようはその王妃殿下だと思うんだが？」

「分かってる。分かってて言ってる。助けると思って頼む」

　これこの通りと拝まれれば、蓮弥としても無理を通して城から出ることは見捨てて行くような気がしてやり辛い。

　せめて希望者は街へ戻してしまおうと思っていたのだが、蓮弥が残ると言えば他の面々も自分だけとは言い出さず、結局は全員が城に泊まっていくこととなったのだった。







第二章　お風呂らしい







「夜のイベントといえば、そう覗のぞきだ。異論は認めんのでそのつもりで」

　堂々と言い放った初老の偉い丈じよう夫ふに、蓮れん弥やは呆れ返った視線を向ける。

　今彼かれらがいるのは牙きば王おうの王城の一室、それも調度も何も置かれていない小さな部屋だ。

　床ゆかに胡坐あぐらをかいて腕うで組ぐみをして座っているのは、豹の耳と尻尾に黒くろ髪かみに少しだけ白髪の交じった男性。

　蓮弥はその姿を少し前に玉座の傍らで見ている。

　あの時のレパードの言葉が正しいのであるとすれば、今蓮弥の目の前に座っているのは牙王シグルド御本人ということになるのだが、蓮弥にはいまひとつそれが信じられない。

　シグルドの隣には、こちらは正座状態であるがやはり腕組みをして、無言で頷いているレパードの姿があり、蓮弥の背後にはどうして自分はここにいるのだろうと不思議がっているグリューンが、こちらは何故だか体育座り状態でじっとしていた。

　話がある、とレパードが蓮弥の部屋を訪おとずれたのは蓮弥達が今晩の宿にと通された客室の一つで蓮弥が運ばれてきた食事を終えてぼけーっと気を抜いていた時のことである。

　城内で戦せん闘とうが行われている為ために、あまりたいしたものは用意できず、食堂の使用も現場にやや近い為に使用できず、わざわざ食事は部屋まで運んでくれていた。

　その原因となったロベリア対カエデという異色の格かく闘とう戦せんは、離れた所にいるはずの蓮弥の所まで爆ばく音おんと振しん動どうを届かせていたのだが、しばらく鳴り響いた後ぱたりと止やんだ。

　どうなったのだろうと思った蓮弥はたまたま部屋の前を通りかかった兵士の一人を捕つかまえて事情を尋ねてみる。

　捕まった兵士もあまり事情を詳くわしくは知らされていないようだったが、どうやら女性二人の格闘戦はダブルノックアウトという結末に終わったらしい。

　獣じゆう人じん族ぞくの戦闘は戦闘続行不能にならない限りは終わりが来ないようであった。

　戦せん績せきは一三四戦一三四分という実に不毛な結果なんですよと笑う兵士に、そんなんでいいのかと思う蓮弥であったが、周囲が笑い話で済ませている話なのであれば部外者がどうこう言うことでもないか、と考えることを諦める。

　それにしてもこの場合、多少老いたりとはいえ獣人族の王三人を圧あつ倒とうしたロベリアと互ご角かくであるカエデを褒ほめればいいのか、それともそのくらいの年ねん齢れいで未だ完全に現げん役えきらしいロベリアを褒めたらいいのか、と愚ぐにも付かない考えを頭の中でまわしている最中にレパードが来た。

　蓮弥達には一人につき一部屋が宛あてがわれている。

　フラウは蓮弥と同室になることを主張したのだが、何故だかレパードが頑かたくなにこれを拒こばんだのだ。

　客人に同室をさせる等、王の名を汚けがす行こう為いだというのがレパードの主張であったのだが、蓮弥はその言葉にどこか嘘くさいものを感じていた。

　結局、城内であれば蓮弥と離れていてもおそらくは問題ないだろうと言うフラウの判断で一人一部屋という割り当てに落ち着いたのだが、こそこそとレパードが蓮弥の部屋を訪ねて来た時、彼が個室にこだわったのはこのせいだったのかなと蓮弥は思った。

　何か話があるのだろうと部屋の中に通そうとしたのだが、レパードはここでは駄だ目めだからと自分についてくるように蓮弥に言う。

　その左ひだり腕うでには腰の辺りを抱かかえられてだらんと脱だつ力りよくしているグリューンがおり、一体何事なのだろうかと訝しがりつつも蓮弥はレパードに案内されるがままに城内を歩いた。

　いくら内密の話とは言っても、ワケのわからない所に案内するつもりは無いようで、一応きちんと把握されている通路をレパードは使っているようであったが、さすが迷子どころか死人が出るほど混こん沌とんとした建物だけあって、足の裏から伝わってくる感かん触しよくや、視界の中の壁かべの様子が全すべておかしいことに蓮弥は気が付く。

　床は平行ではなく壁も垂直ではない。

　通路はまっすぐ伸のびておらず、階段は微び妙みようにカーブを描えがいていたりする。

　もしもの時のために、歩きながら頭の中でマッピングしつつ歩いていた蓮弥であるが、数分もすればすぐにそれらの情報が怪あやしくなってしまっていた。

　これは本当に何かあった場合には、王城の一部を大規模に破は壊かいしてそこから外に出るしかないのかもしれないと思い始めた辺りで、レパードの足が止まる。

　どうやら目的地についたらしく、レパードは立ち止まった所にあった扉とびらを何度かノックしてから扉を開いて蓮弥を中へと招き入れた。

　その部屋の中で蓮弥達を待ちうけていたのが、牙王陛下ご本人であった、というのが現状である。

「唐とう突とつに何を言い出すんだ、おっさん」

「おっさんではない。陛下と呼べ」

　あまりに馬ば鹿かなことを口にする目の前の人物は、おっさん呼ばわりでも上等すぎるだろうと蓮弥は思うのだが、一応目上の相手ではあるので言われた通りに言いなおす。

「唐突に何をおっしゃいますやら陛下。王妃殿下に殴なぐられすぎて頭がイカレましたか？」

「あの程度でイカれるような頭ではない！」

　日にち常じよう茶さ飯はん事じだと胸を張る牙王であるが、蓮弥の視線は呆れの色を含ふくんだままだ。

　あれが日常茶飯事なのであれば、目の前のおっさんは日常的に王妃にボコられて床に転がっていることになる。

　王も王だが王妃も王妃であり、そんな王と王妃が一体どこの国にいると言うのだろうか。

「レンヤ……残念だが目の前にいる」

　蓮弥の心情を察してなのか、ぼそりとグリューンが呟つぶやいた。

　蓮弥は表情が表に出ないように口元を手で押さえ、じっと目の前の牙王を見た後、そっと肩を落とした。

「何か、ものすごい失望感を感じるのだが……」

「気のせいだ父さん、そういうことにしておけ」

　蓮弥のあまりの気落ちっぷりに、わずかに焦あせった牙王の肩をレパードがぽんぽんと叩いている。

「と、とにかくだ！　我わが手になる者より女じよ性せい陣じんが風呂に入るタイミングは我が耳に届いておる！　この機を逃のがすわけにはいかん！」

「主に覗かれるのはこちら側の女性ばかりだと思うんだが？」

　誰がどのタイミングで風呂に入っているのかは蓮弥には知る術が無かったが、それでもわざわざこのメンバーを集めて覗きに行くことを宣言している辺りから考えれば、該がい当とうする人物は蓮弥一いつ行こうの女性陣か巫女のカエデ、それと大穴で王妃であるロベリア辺りくらいしかない。

　ロベリアを大穴に設定するのは、王と王妃という立場なのだからわざわざ覗きに行かなくても見る手段などいくらでもあるんじゃないかと蓮弥が思うからである。

「我が城には風ふ呂ろ場ばの壁かべ裏うらやら天てん井じよう裏へと続く道がいくつも用意されておる！」

　感情を抑おさえて可能な限り冷静に突っ込んでみた蓮弥であるが、どうやら牙王は聞く耳を持っていないらしい。

　機能していない耳ならばちぎってしまおうかと物騒なことを蓮弥は考えるが、牙王はそんな蓮弥の視線も目に入らないらしく力を込めて主張し続ける。

「男ならば！　この機会を生かすべきではないか！」

「なぁレパード。このおっさんを叩き斬きった場合、次の牙王は自動的にお前ってことになるのか？」

　エルフの国では皇こう帝ていを斬ってクロワールにクーデターをするつもりはないかと聞いた蓮弥であったが、まさか獣人族の国に来て似たような質問をする羽目になるとは夢にも思っていなかった蓮弥である。

「いや、選定戦が行われてそこで勝った奴やつが次の牙王になる。血筋は重要視されねぇんだ」

　自じ薦せん他た薦せんを問わず、部族中の戦士が集められての大武道大会が開かれるんだとレパードは言う。

　半ばお祭りみたいなもので、候補者の数によっては一月も続く大規模なイベントになるらしかった。

「でもお前、一応この部族で最強の戦士なんじゃないのか？」

「戦いに絶対はねぇからな」

　戦せん闘とう狂きようではあっても自うぬ惚ぼれ屋ではないらしく神しん妙みような面おも持もちで言うレパードに、蓮弥はそういう判断はきちんと冷静にできるのだなと少しだけ感心する。

「ではワシは行く。ついて来るかどうかはお前らに任せよう」

「あ、こら！」

　蓮弥が呼び止めるが牙王はやはり聞く耳を持たず、立ち上がるやいなや部屋の壁へと突とつ進しんする。

　なにをするつもりだと思う蓮弥の目の前で、突進された壁の一部がくるりと回ると牙王の体を飲み込んでまた普ふ通つうの壁へと戻もどった。

「忍にん者じや屋や敷しきかここは!?」

　絶対に考案者は迷い人であろうと蓮弥は確信する。

「行っちまったけど、どうするよ？」

　牙王が抜けていった部分を蓮弥は拳でぽんぽんと叩いてみる。

　鍵かぎなどはかけられていないらしく、叩かれた壁はほんの少しだけ動いてその向こう側に空間があることを伝えてきた。

　蓮弥は考える。

　無論、牙王の勧すすめにしたがって覗きに行くという選せん択たく肢しは蓮弥の中では存在しない。

　見たいと思う気持ちがわずかにでも無いわけではなかったが、たとえ今いる所が異世界であったとしても蓮弥の中においては覗きは犯罪である。

　許される行為ではない。

　だったら殺人はもっといけないことではないのかという突っ込みは存在するのだが、それはそれでこれはこれであると蓮弥は思っている。

　覗きと戦闘の結果の一つを同列に語ってはいけない。

「放置する、か……？」

　女性陣が入浴している所を覗きに行くと牙王は言っていたが、覗かれるメンバーによっては放置していても特段問題が無い気もする蓮弥だ。

　エミル辺りが入浴していれば、覗きに気づいた時点で牙王とて命をつなぐことは非常に難しい状態へと追い込まれることだろう。

　問題があるとすれば、エミルに覗かれたことに対して腹を立てるという羞しゆう恥ち心しんが備わっているのかということくらいである。

　考える蓮弥を見ながらレパードは立ち上がり、壁の一部をこんこんと叩く。

　何事か小さな声が聞こえ、レパードはそれを聞いてから一つ頷いた。

「今の時間、風呂に入っているのはローナ、メイリア、シオンの三人らしい」

　叩いた壁の向こうに誰かいるらしく、レパードの問いかけに対して答えを返してきたようだった。

　おそらくは牙王の言う「手の者」なのだろうが、そんなことよりもレパードの言葉を聞いた蓮弥の顔色がわずかに変わる。

「追いかけるぞ、事前にあのおっさんを止める」

　フラウ、クロワール、エミルといった牙王に対抗しうるメンバーが含まれていないことを聞いた蓮弥は迷わず壁の隠し扉を叩たたいた。

　開いた口に飛び込もうとした蓮弥の肩かたを、レパードが掴んで引き止めた。

「先回りするなら風呂場に近い入り口から入った方が早ぇよ。ここからだと少し大回りになる」

「こんな通路のことまで把は握あくしてるのか、お前ら」

「王家の人間だからな」

　本来の用よう途とはどうやら、念には念をいれての逃とう走そう用の通路であるらしい。

　その情報は王家の者にだけ伝えられる情報であり、レパードは王子であるのでその情報に触ふれたことがあるらしかった。

「グリューンはどうする？」

「同行する」

　短く答えたグリューンに蓮弥はちょっと意外そうな顔をする。

　てっきり無関係だし下らないことだから部屋に帰ると言い出すものだと思っていたのだ。

「これはこれで、隠おん密みつ行動の訓練っぽくて楽しそうだ」

「あ、あぁ、そうですか」

　どことなく嬉うれしそうな顔をするグリューン。

　何らかの妙みようなツボに入ったらしいが、蓮弥には一体何がそんなに嬉しいことなのかさっぱりわからない。

「そういえば、お前の手の者とやら……既すでに風呂場を覗いているんじゃないのか？」

　先頭に立って歩き出だしたレパードの後ろについて歩きながら、ふと思いついた疑問を蓮弥がぶつけてみるとレパードは振り向むきもせずに頷いた。

　人の仲間の入浴シーンを、断りもなく覗くとかふざけてんのかと思う蓮弥であるが、続くレパードの言葉に怒りを治める。

「心配するな、男じゃない」

「男じゃなきゃいいってものでもないが、まぁそこは流そうか」

「獣人族の男には向かない仕事だ。全員が女性と思ってくれていい」

　こそこそひっそりという言葉は獣人族の男性にとっては肌はだに合わない単語であるらしかった。

　それにしてもと蓮弥は思う。

　王妃といい巫女といい、忍にん者じやみたいな者達たちといい、獣人族の女性というのは実に有能すぎるのではないだろうかと。

　逆に男性に関しては、猪ちよ突とつ猛もう進しんで物理至上主義者ばかりでお話にならない。

　そんな感想を述べると、レパードが少しだけしゅんとしたように肩を落とした。

「まぁそうだな。そう言われても仕方ねぇな」

　全く自覚が無いわけでは無いらしい。

　それでも改善がされないのは、理性を超こえた本能辺りに獣人族男だん性せい陣じんのだめっぽさが刻み込まれてしまっているのかもしれない。

「よく女性上位の種族にならなかったな」

　当然誰でも思いつくことだろうと蓮弥は思う。

　ロベリアやらカエデ、そして隠密行動中らしい女性陣というものを見せられれば情報収集だろうが実戦だろうが女性だけいればほとんどのことは事足りてしまいそうな勢いだ。

「俺も母さんに尋たずねてみたことがあるんだけどよ。なんでそんなになんでもできるのに表に出ないんだって。答えは獣人族は腕うでっ節ぷしばかりで馬鹿な奴らだと思ってもらった方が色々と動きやすいって」

　獣人族で本当に注意しなくてはならないのは女性の方である。

　この事実を蓮弥は決して忘れないようにしようと脳のう裏りに深く刻み込むのであった。







「ほぅ？」

「な、なんですかローナ、その視線と口調は？」

「ほぅほぅ……なるほどなるほど」

「いい加減にしないと……抉えぐりますよ」

　じろりと下からねめつけるように見上げられて、ローナは慌てて目を逸そらした。

　逸らした視線の先には、一体どういうつもりでこんなものを作ったのだろうと訝しく思う程ほどに広い湯船が、もうもうと白い湯気を上げて広がっている。

　壁も床も真っ白な大理石で出来ているというのに、何な故ぜか湯船だけは木製で美しい木目が風呂場全体を照らしている魔ま術じゆつの灯あかりの下に映はえていた。

　木材の種しゆ類るいまではローナには分からなかったが、お湯に温められたそれはなんだか非常に気分の落ち着く良い匂においを発しており、この風呂場を設計した人物の趣しゆ味みのよさが窺うかがえる。

　場所は獣人族の王城。

　その一角にしつらえてあった大浴場である。

「うー……」

　傍らから上がる唸うなり声ごえに再び視線をそちらへ向ければ、そこに非常に不満げな顔で立っているのはメイリアである。

　当然、風呂場なのだから全ぜん裸らなのであるが、彼かの女じよは胸から下をすっぽりとタオルで覆おおい隠しており、見えるのは胸むな元もとから上しかない。

　このためにわざわざ、獣人族の巫女にかけあって一番大きなタオルを探してもらってきたのを、ローナはしっかりと目もく撃げきしていた。

　脱だつ衣い所じよでちらりと見た限り、メイリアの体の凹おう凸とつは非常に控ひかえめで慎つつましやかである。

　口にすればどこかは分からなかったが、確実に抉りに来るはずなので口にはしないが、メイリアは年齢の分を考えてもやや体形が薄うすい。

　腰の辺りはしっかりとくびれているのを脱衣所においてローナは確認していたので、幼児体形というわけではないのだが、とにかく胸元と腰の辺りのボリュームに乏とぼしいのだ。

　クロワール程ではなかったが。

　そこまで考えてからローナは思い直す。

　なんだかんだと言ってみても相手は次期大公であり、自分の上司に当たる人物である。

　乏しいという表現は無いだろうと思って、ローナは自分の頭の中から相応ふさわしそうな単語を検けん索さくし思い直す。

　メイリアの体形は華きや奢しやで儚はかない。

　少しはマシになっただろうかと考えて、あまり変わらないかと一つ息を吐はく。

　焦る年とし頃ごろでもないだろうに、とローナは思う。
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　シオンはそうでもなかったが、ある年齢になると突とつ然ぜん育ち始める人とて少なくないのだ。

「一体、何を食べたらそんな風になるのですか、ローナ」

　メイリアに尋ねられてローナは自分の体を見下ろす。

　自分で言うのもどうかと思うローナではあるが、確かにそこにあるのは凹凸のくっきりと出た肢し体たいだ。

　他人と比べてボリュームに富んでいるという自信はあったし、かといって太っていると言われる程のものでもないとローナは思っている。

　所いわ謂ゆる、出るべき所は出ていて引っ込むべき所は引っ込んでいると主張しうるプロポーションだ。

　ただ、魅み力りよく的てきなのかと問われると、最近は少しだけ自信を失っているローナである。

　以前は自分が迫せまれば断れる人なんていないだろうくらいに自惚れていたのだが、迫ってみてしっかり断られるという経験を経へた今となっては、以前の自惚れが赤面してしまうほどに恥はずかしかったりする。

「何と言われましても……取り立てて妙なものは口にしていないと思うのですが」

　むしろ、元々は騎き士しとして働いていた身であるのでそこそこ質素な食生活をしていたのではないかとすらローナは思う。

　食事は楽しむものではなく、日々の糧かて以上の意味が無かったからだ。

　最近は蓮弥の影えい響きようもあり、なんだか珍めずらしいものやら美お味いしいものやらばかり食べている気がする。

　ただ、そちらは極めて最近の話であり、メイリアの尋ねるところとは違ちがう話のはずだ。

「ぐぬぬ……」

　ぎりぎりと歯は軋ぎしりの音すら聞こえてきそうなメイリアに苦く笑しようを漏らしつつ、ローナは手て桶おけにお湯を汲くみ、体を流す。

　人族の国においてこの風呂という施し設せつはあまり馴な染じみのあるものではない。

　そもそもが大量の水とそれを沸わかす燃料、そしてそれだけの水と熱を保持させる風ふ呂ろ桶おけが無くては始まらないものだからだ。

　一いつ般ぱん的てきな家庭には備え付けられておらず、大たい概がいは懐ふところに余よ裕ゆうのある者が半ば趣味のようにして設置するのが風呂というものだった。

　しかし、蓮弥と行動を共にするようになってから、ローナはかなりの頻ひん度どで風呂を利用するようになった。

　利用頻度が増してくると、どうやらこの風呂というものは体を清潔にする為以外に、気分を楽にしてくれたり気持ちよくしてくれたりする効能があることをローナは理解し、それからは風呂のない生活が果たしてどんなものであったのかということをほぼ忘れかけている状態だ。

　この風呂を利用する際にあたって、蓮弥が口を酸すっぱくして注意していたのが湯船に入る前に必ず一いち度ど体を洗い流せというものだった。

　確かに、汚れた体のまま湯船に入ってしまえばそこに満たされている大量のお湯を汚す結果となり、非常に効率が悪い。

　それならば多少手間ではあってもまず大まかに汚れを落とし、きれいになった体で湯船に入るというのは実に合理的な方法であるとローナは思う。

　だからこそローナは、蓮弥からの言いつけをしっかりと守ってまずはきっちりと体を洗う。

「ローナって、洗いにくそうな体ですよね」

　タオルを巻いているままでは体は洗えない。

　ローナが体をお湯で洗い流している様子をじっと見ていたメイリアは、やがて諦あきらめたように体に巻いていたタオルを脱ぬぎ捨すてるとこちらも手桶にお湯を汲み、体へとかけ始めつつぼそりと呟いた。

　何のことだろうとローナがメイリアに目をやると、メイリアはにやっと笑えみを浮かべつつ言った。

「あっちこっち、大きかったり太かったり重かったりで谷間や隙すき間まがありますものね」

「……メイリア様は洗いやすそうですよね。しゅっとしてつるんとしてますし」

　大きい太いを強調して、言外に何かの意味を含ませようとしているメイリアに、ローナはさらりと切り返した。

　そんな言い方をして、何を言い返されるのか予想しなかったのだろうかと思うローナの目の前で、何か見えない刃物に胸のど真ん中を貫つらぬかれたような表情のままメイリアの体が大きく傾かしぐと、次の瞬しゆん間かんには飛沫しぶきを上げつつ湯船の中へと倒たおれこんでいった。

　しばらくしてぷかりとうつ伏ぶせに浮かび上あがったメイリアの背中を見て、ローナはトドメの一いち撃げきを放つ。

「あらメイリア様……お顔が真っ黒ですよ？　あ、そちら背中で後頭部でしたか」

　ほほほほ、と笑うローナの言葉が聞こえたのか、ぷかぷか浮いていたメイリアが湯船の中でがばっと立ち上がると仁に王おう立ちになり、笑うローナを指差して叫んだ。

「胸デブ！　垂れろ！」

「た、垂れろ……？」

　あまりといえばあまりな言い草に、ローナが愕がく然ぜんとしつつ言葉を漏もらした。

　その表情に多少はダメージありと見たのか、メイリアがさらに言いい募つのる。

「ローナなんて、胸もお尻しりも垂れてしまえばいいのです！　いえ、その大きさならばあと十年もすれば垂れるのは確実！」

　びしりと指を突つきつけて、決め付けるメイリアに流石のローナも頬が引ひき攣り始めた。

　いかに上司の娘むすめとて、言って良いことと悪いことの区別はつけるべきであり、それがつかないというのであればお仕置きの一つや二つはもらっても当然ではないかと思い始めたのだ。

「メイリア様？　いくら私が大公陛下の部下だとて、言って良いことと悪いことがありますよ？」

「ローナのそのボリュームからして、十年は言いすぎでしたね。……あと二、三年ってところでしょうか？」

　頬の引き攣りに加えて、ローナの額に青筋が浮かんだ。

　けれどもその表情は笑みの形を崩くずすことは無い。

　湯船の中で仁王立ちするメイリアに、ローナはゆっくりと湯船の中へ足を踏ふみ入いれると、さらにゆっくりと近づいていく。

「いいでしょうメイリア様。口の利きき方かたというものを教えて差し上げましょう。ついでにその平たいお胸をさらに平たく広く薄く引き伸ばして差し上げます」

「い、いいましたね!?　ならば私はその重たい胸とお尻を今すぐにでもだらしなくタレた代しろ物ものに変えてあげましょう！」

　顔を真っ赤にして掴つかみかかってきたメイリアの両手に自分の両手を合わせてローナは湯船のど真ん中でがっちりと組み合う。

　力と重量という点においては圧あつ倒とう的てきに有利なローナであったが、一瞬で押しきれるかと思いきやメイリアは地味な反はん撃げき方法を繰くり出してくる。

「え？　あ、痛たたたっ!?　メイリア様!?　足踏んでます、足！」

　組まれて押しきられる寸前に、メイリアは湯の中にあるローナの足の甲こうを思いっきり踏んづけたのだ。

　ちょうどメイリアの右足の親指が、ローナの左足の薬指と小指の間辺りをぐりぐりと刺し激げきするようになっている。

「ふふ……思った通りです。ここが痛いということは……」

「いう……ことは？」

「ローナ、貴方あなたは肩こりが酷ひどいということです！　その胸にぶら下がっている脂し肪ぼうの塊かたまりのせいですね。私が治ち療りようしてあげましょう！　そーれぐりぐりぐり……」

「は？　肩こり？　って痛たたたっ!?　本当に痛いんですけどそれ!?」

　親指をねじ込むように足の甲を刺激されて、たまらずにローナが悲鳴を上げる。

　一応、メイリアが口にした知識は蓮弥に尋ねたものに加えてこの世界における知識も併あわせてのものなので、肩こり解消のツボの位置として間ま違ちがっているわけではなかったが、その使用方法はかなり間違ったものだ。

「さぁローナ。観念しなさい。所しよ詮せん貴方は垂れる運命からは逃れられないのです」

「か、関係ないですよねそれ!?」

「あります。肩が凝こるのは貴女の体がその脂肪の塊の重さに順応していないということ。つまり、今は良いとしても若くなくなればその塊を保持することができなくなり垂れるということです！」

「ぐぅ……なんとなく正論のような……？」

　ちなみにだが、言っている本人であるメイリアもこの件に関してはなんの根こん拠きよも無く口にしている。

　要は自信を持って言い切ることで、根拠が無くても相手にもしかしたらと思わせるだけで勝ちなのだと思っているのだ。

　何に対しての勝ち負けなのかは、おそらくメイリア本人も良く分かっていないだろう。

「し、しかしそれは、きちんと体を鍛きたえて保持できる体を作れば良いだけのこと！」

　押おしきられかけたローナであったが、相変わらずぐりぐりと足の甲を抉る痛みをぐっと堪こらえて、がっちりと組み合っている手に力を込め始める。

　元もと騎き士しのローナと、事務系のメイリアとでは握あく力りよくの差は歴然としている。

　余裕たっぷりの表情であったメイリアの顔がわずかに痛みにゆがみ始めた。

　関節やツボではなく、直接握力でもってローナはメイリアの手を攻こう撃げきし始めたのだ。

「翻ひるがえってメイリア様。貴女あなた様さまのその華奢な体形は……どう鍛えても華奢なままなのですよ！」

「ぐぬっ!?」

「そこが持てる者と持たざる者との差なのですっ！」

「あ、あの……一体なにをしてるんだ？」

　ショックを受けたメイリアに、ここぞとばかりに押し込もうとするローナ。

　湯船の中で全裸の女性二人がいがみ合っているという、通常見られない光景におずおずと口を挟はさんだのは、一番最後に浴場へと足を踏み入れたシオンである。

　かけられた声に、ローナとメイリアは組み合った姿勢のまま顔だけをそちらに向けてシオンを見て、同時に顔を凍こおりつかせる。

「え？　一体何がどうしたんだ？」

　ローナもメイリアも、シオンの体つきに関しては何度か目にはしていた。

　幾分、ローナの方が最近のシオンの状態を知っているわけであるが、それとて蓮弥と行動を共にするちょっと前の話である。

　その頃ころのシオンの体つきといえば、剣けん士しとしての訓練を行っていたせいなのか、腕や足等に硬かたい筋肉がつき、そんなに酷くはないもののローナからしてみればごつごつとした印象を受ける体つきをしていた。

　その後シオンは、あのキース達が行った訓練等を経ており、鎧よろいを着た兵士等を一撃で吹ふき飛とばすくらいの腕わん力りよくを身につけている。

　さぞや以前よりも筋肉のつき方が増しているだろうと思っていたのだが、そんなローナの予想に反して浴場に入ってきたシオンの体つきはどこからそんな腕力が生まれてくるのだろうと疑問に思うほど細くしなやかなシルエットへと変化していた。

　腕や足についていた筋肉はその姿を消し、女性らしい丸みを帯びた曲線をこれでもかと見せ付けている。

　割れかけていた腹筋も、まるでその姿を無くし、残っているのは張りと艶つやだけだ。

　さらにローナが驚おどろいたのはシオンの胸であり、こちらは以前見た時よりも間違いなくサイズが上がっており、剣士という職しよく業ぎよう柄がらその付近の筋肉がしっかりと鍛え上げられていることを示すかのように、ぐっとお椀わん型を保持している。

「詐さ欺ぎでしょうそれは……」

　全体的に女性らしい体つきになったというのに、パワーだけが以前より段だん違ちがいに上がっているという現実。

　これを詐欺と呼ばずしてなんといえばいいのかと、ローナは力なく呟いた。

　目の前で一体何がどうなったのか分からず、体を隠かくすことも無くおろおろとしているシオンを見れば、確かに自分の体はボリュームという点だけならば勝っているが、メイリアの言う通り、いずれ垂れてしまうと言われても仕方がないのではないかとすら思い始めてしまった。

　一体蓮弥はシオンにどのような訓練を施ほどこしたというのだろうとローナは考える。

　これは一度お願いして、自分もその訓練を受けるべきなのではないだろうかと。

　メイリアはメイリアでやはり衝しよう撃げきを隠せずにいる。

　メイリアの知るシオンは、ローナよりも昔のものであったが、やはりその頃から剣士を目指していたシオンはどちらかといえば筋肉質で、さらにその頃はそれほどメリハリのある体をしていなかった。

　それが今目の前に立っているシオンは、最大値こそローナにひけを取るだろうが、総合的に判断するとぶっちぎりでローナのプロポーションに対する評価値を超えてくるものを見せ付けている。

　メイリアが一番驚いたのは、気にしている胸ではなくシオンの腰こしつきだ。

　ぱんと張はり詰つめたその部分は、きっと指で摘つまもうにも摘むものが無い状態だとメイリアは思った。

　メイリア自身もその辺りはきゅっと締しまっている自信があったが、今目の前にいる自分の姉と比べてしまえば、どう見ても見み劣おとりがする。

　そもそも自分のわき腹辺りはそこそこ摘めるものが張り付いている。

　本当にこの目の前であわあわしている女性は自分の姉なのだろうかと疑ってしまうメイリアであった。

「メイリア？　ローナ？」

「空むなしいです……」

「そうですねメイリア様……これはもう暴力ですよね……」

　空うつろに呟いてぽちゃんと湯船に座すわり込む二人を、一体何がどうなっているのか分からずにシオンは首を傾げ、考えても理解できそうになかったので考えるのをきっぱりと諦めてから手桶にお湯を汲んで体を流しだす。

　シオンも蓮弥から、湯船に入る時にはきっちりと体を流してから入れといわれているクチであった。

　だからこそしっかりと体をお湯で流し、ほんのりと上気するくらいに温めてからゆっくりと湯船につかる。

　いつもはまとめている黒くろ髪かみが、湯船の中でさっと広がる。

　本来これは良くないことであり、通常髪の長ながい女性は頭の上に結ゆい上げて湯船に入るものなのだが、蓮弥はこれについては注意も何もしなかった。

　その理由について知るのは蓮弥のみである。

「見た目ですよね」

「見た目でしょうね」

　メイリアとローナが、気持ち良さそうに湯船で全身を伸ばすシオンを見ながら同じことを呟く。

　一体何のことだろうかと問いただそうとして、シオンはふと天てん井じようを見上げて眉まゆ根ねを寄せた。

「姉様？」

「何か……音が聞こえないか？」

　シオンに言われてメイリアもローナも口を噤つぐみ耳をそばだててみるが、たまに天井から水すい滴てきが湯船に落ちてぽちゃんと音を立てる以外の音は二人の耳には聞こえてこなかった。

「何か聞こえるのですか姉様？」

「私には何も聞こえないのですが」

「気のせい……ではないと思うんだが……今は聞こえないな」

　聞こえた音は小さな爆ばく発はつ音おんのようだったとシオンは思う。

　王おう妃ひ対巫み女この格かく闘とう戦せんは終わっているはずだったのだが、それ以外にも王城の中で爆発音を響ひびかせるような事こと柄がら等あるのだろうかと首を捻ひねりつつ、シオンはとりあえずは温かな湯を堪たん能のうするべく、さらに深く体をお湯の中へと沈しずめるのであった。







　暗くら闇やみの中をグリューンが走る。

　それほど横よこ幅はばの広くない通路とはいえ、その隠し通路には灯りが点ついておらず、蓮弥が時たま放って天井に貼はり付つけている魔術の灯りだけでは全体を照らし出すことなどできず、さらに先を行く牙王の速度はあっさりとその灯りの照らし出す範はん囲いを抜ぬけていってしまうので、ほとんど意味を成していない。

　暗闇の中という条件の下では、人族の目には何も映し出すことができない。

　蓮弥がぎりぎり牙王を追いかけられているのは勘かんと、先を行く牙王や自分、そしてレパードの立てる足音からなんとなく周囲の状じよう況きようを察知して走っているからだ。

　これが完全な暗闇なのであれば牙王もレパードも蓮弥と同じく何も見えない状態であるはずだったのだが、レパードが言うには獣人族の目にはかろうじて見える程度には灯りが差し込んでいるらしい。

　戦せん闘とう能力の平均値をとれば、間違いなく人族のそれを大きく上回る獣人族なのであるが、それは目の性能についても同じことであるらしかった。

「それはそれで仕方のないことだとして……」

　走る蓮弥の視界の先で、小さな火花と金属音が起こる。

　最初蓮弥はそれが何であるのか分からなかったのだが、どうやら先行しているグリューンが隙すきを見て牙王に攻撃を仕し掛かけているようであった。

　その攻撃を牙王が防いだり弾はじいたりしているのが火花と音の正体である。

　最初は魔術なのか道具なのか、爆ばく発はつしたり燃え上がったりするようなものを使っていたグリューンだったのだが流ながれ弾だまが通路の一部を大破させ、たまたま壁かべの向こうにいたらしい王城勤めの兵士やらメイドさん達やらに悲鳴を上げさせてからはもっぱら接近戦せんに主体を移していた。

「グリューン、ノリノリだなー……」

「エルフも夜目が利く方だと聞いているが、たいしたもんだ」

　蓮弥に並走しているレパードが感心したように言う。

　レパードが蓮弥並にしか走れていないのは単純に速度の遅おそさから来るものだった。

　力重視の戦い方をするレパードは、豹ひようの耳と尻尾しつぽを持っているというのに全身につけた筋肉が重いのか、それほど俊しゆん足そくではなかったのである。

　もっともこれは建物自体へ与あたえるダメージを考こう慮りよしながら走っているせいであり、床ゆかを壊こわしつつ走っても良いのであればもっと速く走れるらしいが、それをやってしまうと修しゆう繕ぜん費用がかさむ為ためにきつくロベリアからとめられているらしい。

　力の加減さえ覚えればもっと速く走って尚なお且かつ建物へのダメージも抑えられるだろうにと蓮弥は思うのだが、その辺りの匙さじ加か減げんができないところが彼かれらしいといえば彼らしい。

　それに比べるとグリューンの身のこなしは見事の一言に尽つきた。

　ほとんど視界の利かないはずの暗闇の中でもとんでもない速度で駆かけ抜けてゆくのみならず、石の床の上を普通の靴くつを履はいて走っているはずなのに全く足音を立てない。

　先行する牙王にぴったりとくっついて走りながら、その死角に潜もぐり込むやいなや鋭するどく打ち込んでは牙王の足を鈍にぶらせているのだ。

　そのおかげで蓮弥とレパードは牙王を見失わずに済んでいると言っても過言ではなかった。

「お前の父親、足速いな……」

「俺おれより体重軽いしよ。力は少し衰おとろえたかもしれねぇが、毎日鍛えられてるからな……逃にげ足あしで」

　レパードの言こと葉ば尻じりは非常に小さく力なく呟つぶやかれた。

　どうやら牙王が口にした日にち常じよう茶さ飯はん事じという言葉は、嘘うそ偽いつわり無く本当のことであったようだ。

　しかしその俊足が、ひとえに自分の王妃から逃げるためだけに鍛え上げられたものであるという事実は、それは王としてどうなんだろうと思う蓮弥である。

　また一つ、甲かん高だかい音と火花が散った。

　今度の一撃は今までのものとは何か異なっていたらしく、蓮弥は自分達に向けて見えないながらも何かが飛んで来たのを感じ取り、回かい避ひ行動に移ろうとした。

　それはレパードの知覚にも引っ掛かかっていたようであるが、こちらは蓮弥のように回避しようとはせずに正面からその飛んできたものを受け止めようと両りよう腕うでを広げる。

「レパード？」

「グリューンだ」

　レパードが言うや否いなや、蓮弥の耳に肉と肉がぶつかり合う打だ撃げき音おんが聞こえる。

　その中に小さくではあるがグリューンの苦鳴の声が交じっていた。

「どうした!?」

「さすが獣人族の王……手て強ごわい」

　小さな舌打ちと共にグリューンが言うとレパードが笑った。

「仕掛けた攻撃にカウンター取られたみてぇだな」

　レパードの言葉に蓮弥は大体何があったのかを察する。

　どうやらグリューンの攻撃に慣れ始めたのか、牙王がグリューンの攻撃に対して反撃を行い、その一撃をもらったグリューンが吹き飛ばされてきたらしい。

　蓮弥は飛んでくるものがグリューンだとは思っていなかったので回避行動を取ったが、それがグリューンであることを見てとったレパードが受け止めたというわけだ。

「大だい丈じよう夫ぶだ。自分で走れる」

　蓮弥には声は聞こえても二人の姿はほとんど見えない。

　だがすぐにグリューンの気配が自分達からまた遠ざかっていくのを感じ取っている。

「レパード、牙王はエルフ語が使えるか？」

「は？　俺おれら人族の言語しか使えねぇよ。周囲にいる種族が多すぎて、固有言語なんて使ってたらわけわかんなくなるしよ」

　そもそも獣人族固有の言語なんて誰だれが考えて作るんだよと続けるレパードを一いつ旦たん放っておいて、蓮弥は遠ざかっていく気配に向けてエルフ語を意識しつつ叫さけんだ。

「グリューン！　俺が合図したら一いつ瞬しゆんでいいからあの阿あ呆ほうの足を完全に止めてくれ！」

「……分かった」

　遠くから小さくではあるが答えがあった。

　今の指示は牙王にも、隣となりを走っているレパードにも理解できていないのだろうなと思いつつ、今度はまた人族の言語を意識してからレパードに話しかける。

「レパード、俺は周囲の状況がほとんど分からない」

「それで壁に激げき突とつすることなく走ってんだから恐おそれ入るぜ」

「それはどうでもいい。直線のそれほど広くない通路に出たら教えてくれ。できれば牙王が俺の真正面にいるかどうかも分かれば併せて頼たのむ」

「分かった」

　なにをするつもりなのか聞かないところが武人らしいな、と蓮弥は思う。

　レパードは蓮弥の口調から、なんらかの方法で牙王の行動を止める行動を取るつもりなのだろうと理解したのだ。

「なるたけ死なないようにしてくれよ……ってあのバカ親おや父じ！」

「どうした？」

　急に毒づいたレパードに驚く蓮弥は、次の瞬間には何か柔やわらかいものを踏みつけた感かん触しよくを覚える。

　それは布の塊のようであったが、それほど大きなものでもなくすぐに背後へと消えていった。

「牙王が……走りながら上着を脱いだ」

「は？」

「俺達たちに止められる前に、現地に到とう着ちやくし次し第だい湯船に特とつ攻こうするつもりだ、あれは」

　レパードの言葉を理解しようとする脳がフリーズするのを感じつつ、蓮弥はあぁいましがた踏みつけたのは牙王が脱ぎ捨てた上着だったのか、とほとんど他人事のように思っていた。

　つまりはこのまま行くと、どのくらいで目的地である風ふ呂ろ場ばに到着するのか蓮弥にはさっぱり分からなかったが、その間に牙王は全裸になるつもりであるらしい。

　それは覗のぞくとは言わない、と蓮弥は突っ込みたい気分でいっぱいになるが、牙王からしてみれば既に追っ手が掛かった状態な上に、その追っ手を撒まこうにもレパードが道筋を知っているわけだから、必ず追いつかれてしまう。

　それならばいっそ突とつ入にゆうしてしまえ、という短たん絡らく思考に陥おちいったらしかった。

　捕つかまる前に見るものは見る、という考えようによっては思い切りの良い実に男らしい行動ではあるが、それの相手をさせられる側からしてみればたまったものではない。

「……王様のすることなのかそれ？」

　王様というよりも一いつ般ぱん人じんの所業では絶対に無いと蓮弥は思う。

　一応他国の、それも貴族の女性が入っている風ふ呂ろなんだけどな、と思うのだがおそらくは仮にそれが理由でトライデン公国から抗こう議ぎされたとしても獣人族の国とは距きよ離りが遠すぎる上に、交流といえば転送門を使う以外に手が無い。

　知らぬ存ぜぬでシラを切りとおしても抗議と確かく認にんだけでコストが掛かりすぎる。

「レンヤ、前言撤てつ回かいする。ぶっ殺せ」

　それもどうなのだろうと思う蓮弥ではあるが、実の息むす子こからのお墨すみ付つきが出たのだから加減する必要もないかと思い直す。

「次の角を曲がれば長い直線だったはず……よし！　背中が見えるぜ。真正面だレンヤ」

「グリューン！　足を止めろ！」

　エルフ語で叫んだ蓮弥の声に応じてグリューンが一瞬だけ牙王の前に出る。

　まともに当たればグリューンの体では牙王の突とつ進しんを止めることは出来ない。

　それを重々承知の上でタックルを仕掛けるようにグリューンに襲おそい掛かる牙王。

　だがグリューンの方もバカ正直に牙王と力比べをするつもりは全く無かったらしく、懐から何かを取り出して床に叩たたき付けるとそのまま身を低くして前転し、突進する牙王の足元を擦すり抜けて背後へと回った。

　目標を失ったまま突進する牙王の目の前で、グリューンが床に叩きつけたものが勢い良く吹き上がる。

　それは幾いく重えにも絡からまった細い糸だった。

　それがまるで蜘く蛛もの巣のように壁といわず天井といわず、あちこちに張り付いて通路を塞ふさいだのだ。

　その一本一本はそれほどの太さは無かったが、それらが寄り集まり形成された蜘蛛の巣に牙王の体が突っ込むとそれは一部を引きちぎられつつも牙王の体をその場に足止めした。

「ぬぅっ!?」

「レンヤ！　止めたぞ！」

「この程度でワシを止められたと思うなぁっ！」

　突進は止められても牙王の力まで受け止められるわけではないらしく、牙王が力を込めると蜘蛛の巣はぶちぶちと音を立てて千切られていく。

　だが、確実に止められた時間は蓮弥からしてみれば十分すぎるものであった。

「グリューン！　避よけろよっ！」

　周囲が見えなかろうが真まっ直すぐな通路で標的が真正面にいるのであれば、ただ真っ直ぐに走はしり抜ければ標的に当たる。

　下手をすれば前に居るグリューンを引っ掛ける恐れもあったが、そこは上手に避けてくれるだろうと期待しつつ、蓮弥は全力で床を蹴けった。

　それまで走ってきた速度とは比ひ較かくにならないほどの加速。

　牙王までの距離が分からない蓮弥は顔の前で両腕を交差させた状態で突っ込んでいく。

「ぐっ……」

「がはっ!?」

　両腕を襲った衝撃に蓮弥がわずかに声をもらし、その突とつ撃げきをまともに背中で受けた牙王が苦痛の声を上げた。

　蓮弥の突撃の衝撃と、二人分の体重を受けた蜘蛛の巣があっさりと千切れ飛んで牙王の体を解き放つが、すでにその背中には蓮弥の腕うでが食い込んでおり二人の体はほとんど減速することもなく通路を駆け抜けていく。

「よ、よせこら！　止まれ！」

「止まるか阿呆がっ！」

「この先は壁なんだぞ！」

　通路の地図が頭の中にある牙王は現在地と進行方向からして、そのまま進めば壁に激突することを知っていた。

「だからどうした！　壁に激突するのはお前だけだ牙王！」

　背中側から押している蓮弥は、たとえ進行方向の先が壁であったとしても牙王の体があるので直接壁に激突することはない。

　むしろ自分と壁の間に牙王を挟みこんで、確実にダメージを与えて仕留めるつもりでいた。

「か、壁ごときで我わが鋼はがねの肉体は揺ゆるぎもせぬわっ！」

「だったら音を上げるまで壁をぶち破ってでも叩きつけ続けてやるから覚かく悟ごしろっ！」

「い、いいのかっ？　壁の向こうはな……」

　牙王の言葉は途と中ちゆうで途と切ぎれた。

　同時に蓮弥の全身に衝撃が走る。

　壁に当たったのだ、と理解するよりも先に蓮弥はさらに一歩強く踏み込むと、全身の力を使って牙王の背中へ両りよう肘ひじを叩き込む。

　みしみしと音を立てたのは果たして壁だったのか牙王の体だったのか。

　そんなことを考えるよりも先に、ここで牙王を逃がしてしまえば次は捕まえられないかもしれないという考えから確実に牙王の体から力が抜けるまで蓮弥はその体を壁へと押し付けることを止めない。

「よ……よせぇ……この壁の先は……」

「しぶといっ！」

　威い力りよくが足りないだろうかと危あやぶむ蓮弥ではあるが、一いち度ど離はなれて仕切りなおすわけにもいかない。

　意識が残っている牙王は、蓮弥が離はなれた途と端たんにこれ幸いと逃げ出だすことだろう。

　だが密着した状態からでは有効な攻撃を行えないのも事実である。

　ならばここは押し続ける以外に手がないと、蓮弥は足をふんばり力を込めて牙王の背中を押し続ける。

　みしみしと軋きしむ音がいつのまにか何か硬いものが少しずつ砕くだけるような音へと変化していた。

　これは牙王のどこかの骨が圧力に負けて折れたか砕けたかし始めたのだろうかと考えた蓮弥は、とどめとばかりに両腕に力を込める。

　すると途端に、両腕に感じていた圧力がすっぽ抜けるかのように消失した。

「え？」

　思わず間の抜けた声をあげてしまう蓮弥。

　真っ暗であった通路に光が差し込み、壁に押し付けられていた牙王の体が壁を突き破やぶって向こう側へと倒れて行く様子がまるでスローモーションのように蓮弥の目に映る。

　それは、蓮弥の力に耐たえかねた壁が砕けてしまった瞬間であった。

　その時点で意識を失っていた牙王の体は砕けた壁と共にどぼどぼとその向こう側にあった何かに突っ込む。

　そして押すものを失った蓮弥の体は、それまでこめていた力そのままに前のめりにつんのめってしまう。

　たたらを踏むように二、三歩。

　先に倒れた牙王の体の上を踏みつけて歩いた蓮弥は、その先にいた人物としっかり目が合う。

「あ？」

「レンヤ!?」

　驚く声に蓮弥は回避を考えるが、既すでに体はついた勢いのままその人物へと突っ込んでしまっている。

　両腕を差さし伸のべて、まるで抱だきつくような格好の蓮弥をその人物は同じく両腕を広げて受け止めようとしたようであったが、抱き止とめはしたものの勢いと体重差からして無む謀ぼうな挑ちよう戦せんであったらしく、二人はそのまま蓮弥が押し倒す形でお湯の飛沫を上げて湯船の中へと倒れこんでいった。

「すまん！　無事か!?」

　やたらと柔らかく張りのある何かに、顔から突っ込んでしまった蓮弥であるが、その柔らかさを楽しむ暇ひますらなく慌あわてて湯船の中から頭を上げると押し倒してしまった人物を抱き起こす。

　下手をすると窒ちつ息そくさせかねないと思ったのだ。

　それは長い黒髪を湯船の中にぱっと広げた状態のシオンであった。

　一体何が起こったのか分からずに、目をぱちぱちさせているシオンをざっと見て、怪け我がなどないことを確認した蓮弥はほっと息を吐はく。

　結構な勢いでぶつかってしまったので、怪我をさせたのではないかと心配したのだ。

　そして同時に牙王が何を言いかけていたのかということに気がつく。

　そこは、牙王が目指していた最終地点である風呂であったのだ。

　温かいお湯が服にしみこんでくる感触は、あまり気持ちの良いものとは言えず、蓮弥は顔をしかめる。

　その蓮弥の胸むな元もとを、シオンはちょいちょいと突いた。

「ん？」

「レンヤ……その、なんだ……嬉うれしくないと言ったら嘘うそになるんだが……やっぱりその、恥はずかしい」

　言われて蓮弥は改めて抱き起おこしているシオンを見ようとして、慌てて顔を背そむけた。

　当たり前であるが風呂の中であるので、シオンは所いわ謂ゆる生まれたままの姿という状態だったのだ。

　タオルで隠すことすらしていなかったので、蓮弥の脳のう裏りにはしっかりとその姿が刻み込まれてしまっていたが、ここで顔を赤らめたり、逆にまじまじと見つめてしまったりすればさらにシオンに恥ずかしい思いをさせるだろうと、努めて蓮弥は平静を保ったふりをしてそっとシオンから体を離す。
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「あ、いやその。すまん……すぐ退散する」

「ん……事故みたいだから、大丈夫」

　両腕で胸元を隠しつつ、にこっと笑ってみせるシオンに、蓮弥はなんと返していいやら分からず、湯船に沈んだまま意識を失い、ぶくぶくと泡あわを立てている牙王の体を引っつかむと、急いで自分が開けた穴から隠し通路側へと退散していくのだった。

　ちなみに、タイミング的にシオンよりも先に風呂に入っていたメイリアとローナはちょうどこの瞬間、洗い場で体を洗っている真っ最中であり、壁を突き破って飛び込んできた蓮弥に気がついてはいたのだが、逆に蓮弥の方がシオンの裸ら身しんを目にしててんぱってしまったせいで、二人には全く気がつかなかったということだけを追記しておく。







第三章　悪い話らしい







　牙きば王おうご乱心の話以降、蓮れん弥や達たちの獣じゆう人じん族ぞくの王城における扱あつかいは非常に良いものになった。

　攻撃して風呂場に突き落おとして意識を失わせた牙王に関しては、蓮弥はどこかしら浮うわついた気分のまま適当に引きずり回した後、城の衛兵に引き渡わたしていた。

　その後、牙王の姿を蓮弥は見ていない。

　後日、初めて会った時にはどこかしら傲ごう慢まんで蓮はすっ葉ぱな感じを漂ただよわせていたロベリアが、平身低頭の様子で謝罪に来た時にも同行していなかった。

　レパードは相変わらずカエデと共に蓮弥達と行動を共にしていたので、蓮弥はそれとなく二人に尋たずねてみたことはあったのだが、レパードは無言で視線を逸そらすのみであり、カエデは一いち度どだけこう答えた。

「今回の行動に相応ふさわしい処しよ遇ぐうを受けております」

　その声に感情はこもらず、声こわ音ねの温度は絶対零れい度ど付近だった。

　牙王があまりにあっさりと覗きという言葉を口にしたので、実は獣人族においてはそちらの行こう為いはそれほど咎とがめられるようなことでもなく、おおらかなのだろうかと心配した蓮弥であったのだがそうではなかったらしい。

「……王様だよな？」

「そうでしたね……あ、いえ、そうですね」

　わざわざ言いなおしたカエデに、何かしら冷たいものを感じ取った蓮弥はおそるおそる尋ねる。

「もしかして……次期選定戦の開かい催さいが近いとか？」

　高い地位に相応しくないと判断された人物を、しばらく監かん禁きんした後で病死扱いにするというのは蓮弥が元いた世界においてもたまにある話だ。

　今回のことでロベリアの逆げき鱗りんに触ふれた牙王が、内密のうちに故人にされてしまうのではないかと思った蓮弥だったのだが、こちらの考えは杞き憂ゆうであったらしくカエデは溜ため息いきを吐つきながら首を振ふって否定する。

「流石さすがにそこまでは……女おんな風ぶ呂ろ覗のぞいて病死扱いにされた、なんて私達の歴史に残してはいけない話ですし……そうしたいのはやまやまなのですが」

　人ひと族ぞくの大陸においてはしっかりと猫ねこを被かぶっていたはずのカエデなのだが、ここへ来てちらほらと本音があちこちに透すけて見える辺り、相当腹に据すえかねる出来事であったらしい。

　これで勢い任せにレパードまであの風呂場に突入していたらどうなっていたのだろうと蓮弥は考える。

　レパードは本能的な危機察知能力が働いたのか、蓮弥が壁を突つき破り、開いた穴から光が差し込んできた時点でその先に何かしらヤバいものがあることを悟さとってさっさとその場から離れて難を逃のがれていた。

　それよりもずっと察知能力の高いグリューンに至っては、穴が開くよりも先に姿をくらましている。

「お前、レパードと恋こい仲なかなんだろ？　大変だな、アレが義父になるんだぞ？」

　茶ちや化かすつもりでそう言った蓮弥であったが、この一言は珍めずらしくカエデの心を深々と抉えぐったらしくどんよりとした表情でカエデが頷うなずく。

「そう、ですね……そうなんです。今私が願うのは、アレの要素が少しでもレパードに受うけ継つがれてないことですよ。唯ゆい一いつの救いはアレが私とレパードの仲を認めてくれているおかげで、あのバ……王妃様も強く出てこないところだけでしょうか」

「今ぽろっと何言いかけたお前……」

　獣人族の先行きが心配になる蓮弥である。

　それはさておき、牙王の御ご乱らん心しんに対する詫わびのつもりなのか、蓮弥達一行は最初に宛あてがわれた客室よりもさらに広く豪ごう華かな部屋を宛がわれ、食事も王族が口にするのと同じものを用意されるようになった。

　本来は最上級のもてなしとして、王族とテーブルを共にするというのがあるらしかったが、今回に限っては乱心した元げん凶きようが王族の、さらにその中でも一番偉えらいことになっている人物であったので、逆に失礼に当たるだろうと蓮弥達がロベリアに食事に呼ばれることは無かった。

　さらに身の回りの世話をするメイドまで宛がわれたのだが、その数が最初の倍近い人数になった上に、何な故ぜだかまだ幼さを残すような年とし頃ごろの少女ばかりが集められたことに関して蓮弥は大いに首を捻ることになる。

　最初はクルツの見た目からしてそのくらいの年頃の子の方が良いだろうという配はい慮りよだろうかとも蓮弥は思ったのだが、理由としてはやや弱い気がする。

　そもそも、それなりに力仕事もあったりするので幼い少女では手に余る仕事も出かねない。

　自分の仲間達の趣しゆ味み趣しゆ向こうを考えてみても、あからさまに幼女を好むようなメンバーはいない。

　レパードかグリューンのどちらかがロリコンと呼ばれる生命体なのかもしれないと疑ってもみたが、グリューンは至って真ま面じ目めな勇者であるし、レパードは付き合っているカエデの姿を見れば、とてもではないがそちらの趣しゆ味みがあるようには思えない。

　色々考えてみて答えが出ずに、蓮弥はそのことについてカエデに聞いてみた。

「何かあった場合。レンヤに最も許してもらえそうな年頃の子を集めてみました」

　人選に至る理由が腹黒すぎる、と蓮弥はその場に座り込んでしまった。

　確かに蓮弥は年とし端はの行かぬ子供が相手の場合、酷ひどく甘あまい反応を示すことが多い。

　以前も幼い巫み女こ達たちの無言の抗議と、小さい拳こぶしによる集中攻こう撃げきを甘んじて受け続けたという経けい緯いがある。

　元々、こちらの世界に来る前はおじいちゃんと呼ばれておかしくない年ねん齢れいだったことから考えて、これは記き憶おくを消された状態でも体に染しみ付いてしまった孫のわがまま等を目を細めて受け入れる老人の心境なのだろうかとも蓮弥は考えているが、実際何故なのかは蓮弥本人も今ひとつ分かっていない。

　ただ、それをわざわざ狙ねらって行うカエデの腹黒さは酷すぎると蓮弥は思う。

　それでも、彼かの女じよらが一いつ生しよう懸けん命めいに働く姿は見ているとなんとなく和なごむのだから、全くカエデの狙った通りに事が運んでいることになる。

「目の保養になりましたでしょうか？」

「そっち方面ならもうちょっと凹おう凸とつのある奴やつを連れて来い」

　しれっと尋ねてきたカエデに、反射的に答えた蓮弥であるが、後日レパードに勝まさるとも劣おとらないムキムキ状態の女性メイドが上がビキニで下がメイド服のスカートという服装に身を包つつみ、腹筋やら太い腕やらを油でテラテラに輝かがやかせた状態で大挙して押おし寄よせてくる事態を引き起こすこととなる。

　確かに凹凸に富んだ体つきであることに間ま違ちがいはないが、悪意の透けて見える人選に一度しっかりと話し合いをする必要があるだろうと顔をひきつらせ、かなり本気で蓮弥はカエデを追い回す一幕となった。

　この逃とう走そう劇げきは土地勘のあったカエデが逃げ切きることで勝利したのであるが。

　そんな数日を過ごしていた蓮弥達の下に、ある日ロベリアが話があると連れん絡らくを寄よ越こしてきた。

　レパードとカエデも含ふくめた全員で、話を聞いて欲ほしいというロベリアの招きに、もしかして少し騒さわぎすぎたので釘くぎを刺さされるのだろうかとひやひやしつつ蓮弥はメンバーを集めるとロベリアに指定された部屋を訪おとずれる。

　そこは会議室のような場所であり、全員がぐるりと輪を作るような形で座れるテーブルが置かれていた。

　先に部屋で待っていたロベリアが蓮弥達に椅い子すを勧すすめ、全員が椅子についたところでロベリアが手元で何かの道具を操作する。

　特に変わったことは起きなかったのだが、蓮弥の感覚にはなんらかの魔ま術じゆつが働いたことが感じ取れた。

「誰も聞き耳、立ててやせぇへんとは思うが……念ねんの為な」

　蓮弥の表情から説明の必要性を感じたのか、ロベリアが言う。

　その言葉で蓮弥は今自分達のいる部屋に、ロベリアが何かの道具を使用して盗とう聴ちよう防止の仕掛けを施ほどこしたのだろうと察した。

「呼びたててすまんな。余人にゃ聞かせられない話での」

　口調はいつものロベリアであったが、その声にやや力が無い。

　それだけで蓮弥はこれから話される内容が、あまり良いものではないのだろうと考えた。

「いやまぁ……お膝ひざ元もとで遊ばせてもらっている立場だしな、俺達」

「それは別に。こちらが呼んだ話やからな」

「王おう妃ひ殿でん下か。本日の御ご用よう向むきは一体？　もしかしてそろそろ退位される決心がついたとか？」

　早さつ速そく毒を吐き始めたカエデをレパードが視線で制しようとし始めるが、いつもならば噛み付き返すロベリアが何故だか今回は大人しい。

　テーブルの上に両手の平を乗せた状態で、苦く笑しようを漏らしてカエデを見るだけだ。

　その様子に、煽あおったカエデも何かいつもと違ちがう雰ふん囲い気きを感じてロベリアを見る。

「それが許されるんやったら……退位した方が楽かもな。レンヤ、今日あたしが用意した話はどうでもいい話と、少し悪い話と、非常に悪い話の三つなんだが、どれから聞きたいかの？」

「良い話が一つもないじゃないか……」

　げんなりしつつも蓮弥はとりあえず段階を踏ふんで悪い話を聞くべきだろうと、どうでもいい話を選せん択たくする。

「アホの処しよ遇ぐうが決まった」

「あぁ、牙王陛下の」

　アホの一言で通じるのもどうなのだろうとその場に居合わせたほぼ全員が思ったが、ロベリアも蓮弥も気にした様子は無い。

　牙王は蓮弥に撃げき沈ちんさせられてから現在に至るまで、その姿を見せてはいなかった。

「流石に処しよ刑けいは無理やね。慰い謝しや料りようと迷めい惑わく料りようとして金きん子すを幾いく許ばくか。あとはレンヤの希望する作物やらを転送門経由で安値で提供する。この辺りで手ぇ打ってもらえんかな？」

　処刑は希望していないのだけれどもと思いつつ、蓮弥はシオンとローナとメイリアを順番に見る。

　三人とも蓮弥の視線が自分の方に向いていることに気がつくと、お任せしますとでもいうように頷いて見せた。

「被ひ害がい者しやが異論を唱えないので、それでいい」

「すまんの。詳しよう細さいは後々文官どもに決めさせるってことで、これがどうでもいい話や。次は？」

　どうでもいい話がこの程度のレベルであるとすると、残り二つも実はたいしたことの無い話なのではないかという淡あわい希望を抱きつつ、蓮弥は少し悪い話を選ぶ。

　ロベリアは頷き、自分を落ち着かせるかのように一度深呼吸をしてから、ゆっくりはっきりと喋しやべった。

「人族の大陸から連絡があった。……魔ま王おうの出現が確定したらしいわ」

　一瞬、その場にざわついた雰囲気が漂う。

　それぞれの顔が驚おどろきに強こわ張ばる中、蓮弥は特に表情を変えることも無く肩かたを竦すくめた。

「成なる程ほど、少し悪い話だな。大体、人族の勇者が召しよう喚かんされた時点で、いずれ出てくることはほぼ確定だったんだろ？」

「せやな。けど今回はちょっと、勇者召喚から魔王降臨の神しん託たくまでの間が長い」

　ロベリアの言葉にシオン達やレパード達、それにクロワール達が頷く。

　通常がどれくらいなのか分からない蓮弥は反応できず、クルツとフラウはどうでもいいことであるかのように椅子の上で気を抜きまくっている。

　蓮弥達には分からないことであったのだが、これには実は理由があった。

　それは人族管理者の交代劇である。

　本来、勇者召喚から神託まではほとんど間を置かずに行われるはずだったのだが、今回に限って言えば前勇者のユウキがいきなり戦争をおっぱじめてしまったことに加えて、人族管理者がそちらに掛かりっきりになってしまったこと。

　さらにその後、人族管理者の領域に乱入してきたギリエルの手によって人族管理者が無力化されてしまったこと。

　そしてさらにその後で人族の管理を引ひき継いだギリエルが、神託の存在を知らなかったことが召喚から神託までの間を長すぎるものにしていたのだ。

　ボコった人族管理者から吸い上げた情報の中に、魔王の出現を神託として人族に報しらせなくてはいけないということを知ったギリエルは、慌てて人族の大陸各地へと神託を下したのである。

　無論これらの事情は神様側の都合であり、蓮弥達がそんな事情など知るわけもない。

「まぁやっとかいって感じが強いわな。しかも今回は何故だか人族の聖王国の教会関係者への神託やなくて、それ以外の各国首脳部に神託が下ったらしいわ」

「そりゃまた愉ゆ快かいな話で。教会の面子丸つぶれだな」

「そっちはどーでもいいけど。これで大陸全すべての戦力が、魔ま族ぞくとの戦争状態に突入することになる」

　戦争状態と一言で言っても、大陸の全戦力を用いて魔族の大陸へ侵しん攻こうする、という類たぐいのものではない。

　四つの大陸のどれか一つに戦力を集中させ、魔王が居ると言われている魔族の首都への道筋を作るというのが主な目的となる。

　それ以外の大陸は、残された戦力で専守防衛に努めるのだ。

　最終的に、魔王と対たい峙じすることができるのは勇者のみとされているからこその行動である。

「どのルートから魔王の城を目指すかは、近々各種族の長が集まって会議することになっとる」

「どうせ一いつ朝ちよう一いつ夕せきには終わらない話で、終わらない戦争なんだろ？」

「そりゃそうやろ。魔族の生息する地域は広いし、抵てい抗こうは激しい。魔王城へのルートを確保するだけでどのくらいかかるか予想できん」

　うんざりするような話だと蓮弥は首を振る。

　誰に言うこともできない話ではあるが、蓮弥はそれらの出来事が管理者の遊びでしかないことを知っているので、さらに気が滅め入いってしまう。

「それで、少し悪い程度でそのレベルだと……非常に悪い話というのはどんな話になるんだ？」

「あぁうん……それなんやけどな」

　ロベリアが言葉を濁にごす。

　そのままなんと話したものやらと思案し始めたロベリアに、全員がこれは相当悪い話に違いないと確信を抱く。

　魔王降臨の話ですらさらっと口にしたというのに、そのロベリアが口ごもるくらいなのだから想像を絶するような悪い話なのではないかと。

　ロベリアはしばらく視線を彷徨さまよわせたり、口を開けたり閉じたりしていたがやがて決心がついたのか、少し早口で言った。

「龍りゆう人じん族ぞくの大陸との連絡が途と絶だえた。転送門もいくつか経路が動かなくなった」

　一番最初に事態を把は握あくしたのは、やはり蓮弥であった。

　他のメンバーが、その情報のどこら辺が魔王の出現よりも悪い話なのかと考え始める中、ぽつりと零こぼす。

「既に、魔族の侵攻が行われた、ということか」

「わからん。今転送門自体の不調やないかと調べさせてるとこやけど。これが龍人族側の転送門の破は壊かいによるものやとしたら、普ふ通つうに考えて龍人族の大陸は既に戦せん闘とう状態に突入しとる可能性が高い」

　破壊したのか、破壊されたのか。

　いずれにせよ転送門の魔ま術じゆつ的てきトラブルでないのであれば、それはそのまま龍人族の大陸側に設置されている転送門の消失を意味する。

　そうおいそれと設置することのできない転送門の消失は、それが設置されている地域に余よ程ほどのことが無い限りは起きないことだ。

　だとするならば、魔王出現の神託が下ったタイミングと併あわせて考えても、侵攻されたという可能性がやや高い。

　そう考えながら蓮弥は小さく舌打ちをした。

「そうすると、龍人族の勇者とも連絡が途と絶ぜつ状態か……」

「今、人族の大陸と、エルフの大陸に問い合わせしとる。経路が切られる前にどちらかに逃にげ出しててくれれば良いんやけど」

　可能性は少ないだろうな、とロベリアも蓮弥も思っている。

　ロベリアは勇者とは攻撃を受けている自国を見捨てて他国へと逃げるような者ではないと思っているし、直接面識のある蓮弥はあの勇者が敵前逃とう亡ぼうをするようなタイプには全く思えなかったからだ。

　死んでいる可能性も低いだろうと蓮弥は踏んでいる。

　少なくとも蓮弥が面会したあの龍人族の勇者はそうそう簡単に死ぬような人物には思えなかった。

「判断の難しい話ではあるが……成る程確かに非常に悪い話だなそれは」

　事の次第を飲み込み始め、顔を蒼そう白はくにしていく仲間達から目を逸らすように蓮弥は天てん井じようを見上げ、深々と溜息をつくのだった。







　彼かれがソレを選んだのは、ソレが魔族という種族の中で最も弱い個体だったからだ。

　とても卑ひ屈くつで、矮わい小しようで、それでいてとてもとても飢うえていたからだった。

　魔族という種族は、それ自体が主として力を最も重視する。

　たとえ他に色々と問題があっても、力を備えていれば存在として重視されていた。

　例を挙げるならば、エミルのように性格や行動に少々とは言いがたいくらいの問題を抱えていたとしても、彼女が有する力の規模によって、エミルは魔族の中でも一目おかれる存在として知しれ渡っている。

　ここで言われる力というものは、その種類を問わない。

　単純な腕わん力りよくであっても、内包する魔ま力りよくであっても、蓄たくわえている知力であっても、それが優すぐれているのであれば力として認められていた。

　ところがソレにはそれらのうちの何一つとして秀ひいでたものが備わっていなかったのだ。

　生まれが貴族階級であったということも災わざわいしたのかもしれない。

　期待されていた分だけ、そうでなかった時の周囲の落らく胆たんが大きすぎた。

　周囲の同じような境きよう遇ぐうの者達と同じ教育を受けてきたはずのソレは、初めこそ将来を期待されていたのだが、すぐに周囲から引き離され落ちこぼれた。

　そのあまりのふがいなさに、両親はソレの顔を見るたびに何故このようなできそこないが自分達の血筋に生まれてしまったのかを嘆なげき、その責任をお互たがいに擦り付つけ合いお互いを罵ののしった。

　そんな光景を延々と見せ続けられたソレは、いつしか何もする気がなくなり、そして打ち捨てられ忘れ去られていったのだ。

　そんな中にあったソレは、常に飢えだけを覚えていた。

　自らに備わってさえいれば、そのような境遇に落ちることが無かったであろう何らかの力を常に求めていた。

　ソレはその存在を忘れ去られ、屋や敷しきの一室に閉じ込められた状態で、死なない程度の食物を摂せつ取しゆし、排はい泄せつし、ただただまどろむような時間を経へる。

　失われていく時間の感覚の中、ただ一つだけ感じることの出来た飢えは押し込められた感情に煮にられどろどろとした黒い塊かたまりとなりソレを蝕むしばむのだった。

　彼はその黒い塊に目をつけた。

　元々才能のある存在にツバをつけて、目的を達成する方法を最初は考えていたのだが、ソレを目にした時からそんな考えはすっかり忘れ去っていた。

　何かを与あたえるのであれば、それに飢えていた方が与えやすい。

　満たされているものに何かを与えても、与えられたものを最大限利用しようともせずに満足してしまうかもしれない。

「力が欲しいかい？」

　彼はソレにそう尋ねた。

　正体も思おも惑わくも分からない彼からの問いかけに、ソレは迷うことなく首を縦に振ったのだ。







「なんだか妙みようですね」

　ここではないどこか、今ではないいつか、という空間で、ギリエルは首を傾かしげていた。

　彼女が妙だと感じた現象は、ほんの少し前から起こっていて、現在進行形である。

　事の始まりは、ギリエルが他の管理者達の領域へ侵しん入にゆうするための経路を開く為ために、常時続けている侵しん食しよく作業の一部だった。

　いつもならば、徹てつ底てい的てきに抵抗してきた挙句にもう少しで経路が繋つながるという辺りでするりと別の領域へと逃げられてしまい、地団太を踏むというルーチンワークだったのだが、今回はそのうちの一部が相手をほぼ捕ほ捉そくしたのである。

　逃げようとする気配が無く、既にギリエルはそれをほぼ完全に射程範はん囲いの中に捉とらえていた。

　後はじっくりとその領域への経路を繋げ、繋がったらそこを潜くぐって相手の領域へ入るだけである。

　エンカウントさえしてしまえば、ギリエルに負けはない。

　戦闘能力は彼女の主の手によって、この世界における管理者の十数倍に引き上げられている。

　仮に全員が一丸となってギリエルに向かってきたとしても、皆殺しにできるくらいの能力があるのだ。

　そのくらいのことはこちらの世界の管理者たちもわきまえているはずであり、逃げないという選せん択たく肢しは彼らには存在しないはずだった。

　それなのに、である。

　これは相手の状じよう況きよう判断能力を過大評価していたのだろうかと首を捻ひねるギリエルの意識の下で、目的の領域への接続が終しゆう了りようした。

　ぎりぎりで逃げられないようにする為の処置も終わっていることを確かく認にんしたギリエルは、ほんのわずかな時間迷う。

　遭そう遇ぐうしてしまえば必ず負ける状況において、相手が逃げを打たないという理由。

　一つは遭遇したとしても勝てると相手が思っている場合。

　これはありえない。

　もしこの可能性が現実であった場合、捕つかまえた領域にいる管理者は相当な馬ば鹿かとしか評価できず、そんな馬鹿に世界の管理権の一いつ端たんを、自分の主人が担になわせたとはギリエルは考えたくなかった。

　ただ、全く無い可能性ではない。

　なにせ相手はその管理権を担っている世界において、遊びに興じるほどの馬鹿なのだ。

　昔からそういう性格だったとはギリエルは思いたくなかった。

　その場合、その馬鹿さ加減を自分の主は見み抜ぬけなかったことになってしまう。

「……その可能性は無なきにしも非あらず……」

　幼女神様が聞いたら、笑え顔がおで拳を握にぎり締しめそうな台詞せりふをぽつりと口にするギリエル。

　もう一つの可能性としては、経路を抜ぬけた先に罠わなが仕し掛かけられているという場合。

　無む理り矢や理り繋つなげた経路であったので、相手からすればどこからどのような道を通ってギリエルが来るのかということが筒つつ抜ぬけであってもおかしくはない。

　両りよう腕うでに少し力を込めれば、まるで浮き上あがるように禍まが々まがしいデザインの手てつ甲こうが肘ひじまでを覆おおう。

　何度か拳を握り締め、具合を確かめてからギリエルは一時的にだが人族の大陸の管理を行っている処理を中止した。

　一応、ギリエルが管理を放ほう棄きしてもいきなり滅めつ亡ぼう規模の異変が人族の大陸に起こるわけではない。

　その上、ギリエルが必死こいて管理業務に勤いそしんだ結果、多少できた余よ裕ゆうの中に彼女の主から手助け要員として何人かの事務専門の天使が送り込まれるようになっており、それらの天使だけでも現状維い持じだけならばぎりぎり処理しきれるはずだった。

　多少の災害は起きるかもしれないが、ギリエルは自分の持っている能力のすべてを戦闘へと費やすためにあえてこの手段を取った。

「罠ならば……罠ごと打うち砕くのみ」

　この世界における神と呼ばれる存在の、十数倍の能力を全開にしてギリエルは自分が繋げた経路を潜ったのだ。

　だが、そんなギリエルの覚悟はほぼ完全に空から振ぶりに終わることになる。

　繋げた経路を抜けた先は小さな領域であり、そこは今にも消えそうな不安定な状態だった。

　一いつ瞬しゆん、やはり罠かと警けい戒かいしたギリエルであるが、その領域が不安定である理由がすぐ目の前に転がっているのを目にする。

　それは青く長い髪かみをうなじの辺りでまとめた男の姿であった。

　身につけているのはやはり貫かん頭とう衣いであったが、白色であるはずのそれはわき腹の辺りからじくじくと赤い液体が流れ出ており、白い布を赤というよりは黒く染めている。

　相当な出血量だ。

　厳密には、ギリエル達は自分達の領域において肉体を持っていない。

　肉体が無いのだから出血などするわけもない。

　今、ギリエルの目に映っている光景は、その青い髪の男がそういう状態であるのだということを視覚的に捉とらえた結果でしかなかった。

「龍人族の管理者……？」

　領域が不安定なのは、その領域の主である管理者本人が今にも死にそうな状態になっているからだった。

　このまま放っておくと、龍人族の管理者の消しよう滅めつと共に領域も消滅しかねない。

　そうなってしまうと、いかにギリエルの能力が彼らに比べて秀でているとしても色々と困ったことになる。

　具体的には最悪、消滅する領域ごと自分も巻まき添ぞえで消滅しかねない。

　これは一いつ旦たん、管理者の体を抱えて経路を抜けて自分の領域へ戻もどるべきだろうと考えたギリエルは、荒あらい息をつきながら倒たおれ伏ふしている龍人族の管理者の体を掴つかもうと手を伸ばした。

「全く意味がわかりませんね。一体何があったと言うんですか？」

「……よ、よせ。私に触れるな……」

「そんな状態で逃げられるわけもないんですから、大人しく捕まって下さいよ。手間をかけさせないで欲しいですね」

　呆あきれた口調でそう言って、ギリエルは龍人族の管理者の体を掴んだ。

「や、やめろっ！　これは罠……っ」

「何っ!?」

　叫さけんだ龍人族の管理者の体から、血ち飛沫しぶきを上げて刃はが飛び出だした。

　見る限りそれは長ちよう剣けんの刃に見えたが、その刃が龍人族の管理者の体を掴もうとしていたギリエル目め掛がけて突き出されたのだ。

　不意をつかれたギリエルであったが、その反応は素す早ばやい。

　掴むために前に出していた手で拳を握ると、自分目掛けて突き出された刃の腹を弾はじいてそれを砕くだいたのだ。

　響ひびき渡る甲かん高だかい金属音。

　その音を皮切りにして、管理者の体を突き破やぶって次々に出現する刃。

　体を突き破られる痛みに管理者の悲鳴が響き、びちゃびちゃと音を立てて血があちこちに飛び散った。

　自分に刺さりそうなものを両腕の手甲で弾はじき飛とばしていたギリエルであったが、突き出でされる刃に限りが無く、さらに飛び散る血けつ塊かいを避さけようとして大きく跳とび退すさり、次の瞬しゆん間かんに顔を顰しかめて自分が抜けてきた経路の方を振り返った。

「しまった！」

　意識が刃と血飛沫に向いた瞬間。

　ギリエルの意識が経路の維持からほんのわずかにだが外れた。

　本来、それだけのことで経路が断だん裂れつすることはありえなかったのだが、その一瞬の揺ゆらぎを待っていたかのように何者かが経路に干かん渉しようしてその接続を断たち切ったのをギリエルは感じ取っていたのだ。

　やはり罠であったのだとギリエルは苦々しく思う。

　ただし、罠といってもギリエルの予想を遥はるかに超こえた仕掛けではあった。

　あろうことかこの罠を張った張本人は、龍人族の管理者をエサとして準備した上でギリエルを誘さそい込み、その龍人族の管理者ごとギリエルを消すつもりなのだ。

　罠を張ったのは残る管理者のうちの誰だれか。

　つまりはエルフ族か獣人族か魔族のどれかの管理者しかいない。

　それにしても思い切りすぎだろうとギリエルは思う。

　いくらギリエルと直接対決してしまえば、全員の力を併せても勝てないだろうことを悟さとったからといって、まさか味方の一人を無む理り矢や理り犠ぎ牲せいに仕立てあげてまでギリエルに罠を仕掛けてくるとは夢にも思っていなかったのだ。

　さらに、とギリエルは視線を目の前へと向ける。

　そこには全身から血を垂れ流し、まるでハリネズミのように無数の刃を生やした龍人族の管理者がゆっくりと立ち上がろうとしている。

　既すでにその目に意識の色はなく、空うつろな表情のままゆっくりとギリエル目掛けて歩みを進め始めた。

「エサ役がそのままトラップへ嵌はめた獲え物ものへのトドメになってるとか……仕掛けた奴の性格が悪すぎます」

　毒づいたギリエル目掛けて、管理者の体に生えていた刃が飛び出す。

　飛来する刃を叩たたき落とすギリエルの動きがわずかに鈍にぶい。

　それは、ギリエルの戦闘能力の低下を意味していた。

「経路の再接続に加えて……不安定状態の領域の維持、さらにこの領域の心臓部に当たる管理者が消滅する前に決着を付けないといけない時間制限付き……」

　全力で攻撃すれば、一瞬で管理者を消し飛ばすことはできた。

　しかしそれを行ってしまえば、今ギリエルがいる所は龍人族の管理者が起点となっている領域であり、その死は領域の消滅を意味する。

　領域が消滅してしまえば、中にいるギリエルはそれに巻き込まれて無事では済まない。

　それを避けるためにはまず、自分が通ってきた経路を再接続し、人族の管理者の領域へ避ひ難なんする道を作る必要があった。

　しかし領域は、ギリエルが来た時には既に半死状態であった管理者の影えい響きようを受けており酷く不安定な状態だ。

　管理権限を奪うばい取とれればギリエルがもっと楽に維持することは可能だったのだが、死に掛かけているとはいっても龍人族の管理者はまだ存在しており、その権限の奪だつ取しゆはできない。

　つまり、完全な管理権限を持たない状態で酷く脆もろくて不安定になっている領域の維持を、ギリエルが賄まかなう必要があった。

　これにより、ギリエルはその能力を分散して同時にそれらの問題を解決しなくてはならない状態に追い込まれ、それが戦闘能力の低下に繋がったのである。

「あれが自分の体から生やしてる刃によるダメージで消滅する前に経路を開くか……或あるいはあれが消滅した直後にこの領域の管理権限を奪い取るか。どちらを選ぶにしても時間にも能力にも余裕が無い……」

　次々と打ち出される刃を、両手の手甲で弾き、砕き散らしながら呟つぶやくギリエル。

「やっばーい、ギリエルちゃん地味にぴーんち？」

　唇くちびるを苦笑に歪ゆがめて、わざとおどけてみせるギリエル。

　体を貫つらぬく刃がもたらす痛みに濁った悲鳴を上げる龍人族の管理者の体から、朱しゆに染まった刃がまた無数に生まれ、構えたギリエル目掛けて襲おそい掛かる。

　拳が刃を砕く耳みみ障ざわりで甲高い音を、意識の外へ押しやりながらギリエルは焦あせる気持ちを抑おさえつつ、可能な限りで分散した処理に意識を向けるのであった。







第四章　ご相談らしい







　神託による魔ま王おう降臨の報せは、世界中に報されることになる。

　それは、各大陸に存在する戦力のほとんどが対魔ま族ぞく戦の為に動員されるようになるからだ。

　だが、同時にもたらされた報せである龍りゆう人じん族ぞくの大陸との連れん絡らく途と絶ぜつは、各国の首脳部を震ふるえ上がらせた。

　魔族の侵攻速度が速かったから、というわけではない。

　龍人族は五つの大陸において魔族に次いで数の少ない種族ではあったのだが、その実力は個人で魔族に引けをとらないとまで言われるほどだったのだ。

　龍人族の発はつ祥しようというものは、実は龍人族自身も良く分かっていない。

　口伝で、遥か昔に龍人族の大陸の最さい北ほく端たんにある「竜の巣」と呼ばれる山脈に住んでいると言われる四大竜からそれぞれ竜の因子を引き継いで、その身に竜の力の一部を宿した人族が先祖である、ということになっているのだが、話自体が千年以上も前のこととされている上にその頃ころの龍人族は記録を残すということをまるでしなかったようであり、確証が何も無いのである。

　四大竜というのは、それぞれ「紅こう玉ぎよく竜りゆう」「翡ひ翠すい竜りゆう」「蒼そう玉ぎよく竜りゆう」「風ふう信しん竜りゆう」と呼ばれる四匹ひきの竜のことだ。

　今回の龍人族の勇者であるアルベルトはこのうち翡翠竜から因子を授さずかった一族の末まつ裔えいということであり、さらに蓮れん弥やが以前乗り物にしたエメドラ君はこの翡翠竜の一族の血筋に連なるうちの一頭である、ということになる。

　この翡翠竜は推測でしかないのだが、千数百年の年月を生きているであろうと思われ、いまだ健在であると言われる。

　人族の身で、その姿を目にして命を繋いだ者はいないとされている。

　獣人族等は「竜の巣」に近寄ることすら許されず、エルフ族の本当に一部の者だけがかろうじて遠めにその姿を目にするのを許されたことが過去何度かあったくらい、と言うくらいに情報のない存在である。

　ただ、それだけ人目に触ふれない四大竜ではあるのだが、その強さだけは世界中に知られている。

　それによれば、羽ばたきで街が消えたとか、咆ほう哮こう一つで山が崩くずれて無くなったとか、息吹一発で山脈が消し飛んだとか、蓮弥から見ると胡う散さん臭くさいにも程があるといいたくなるものばかりだ。

「何そのトンデモ生物」

「あー……うん、レンヤがそう言うのも分かるのだけど……物証があるから、事実なんだ」

　竜という存在は、酷くお金になる存在である。

　その体一つを手に入れられれば、鱗うろこに始まって牙きば、皮、肉と捨てるところが無く、内臓も骨も余すことなく利用できる優良素材の山だ。

　それら全てがなんらかの製品にした場合に、非常に優れた性能を示すものであり、当然その価値は計り知れない。

　金になると分かると、途と端たんに張り切りだすのは人族の悪い習性である。

　なんとかして竜を討とう伐ばつし、その体を手に入れようと画策する者が後を絶たず、そのほとんどは身みの程を知らない欲望の末が死でしかないことを教わることになるのだが、本当に稀まれなケースで、討伐に成功する者も皆かい無むではない。

「そこにはもう、何も残っていないので何があったのか良く分かってないんだが……」

　シオンが言うそこというのは、人族の大陸で呼ばれている地名ではそのまま「竜の息い吹ぶき」と呼ばれている巨きよ大だいな湾わんだ。

　海岸線から内陸部に向けてきれいな三角形を描えがいて十数㎞に亘わたって抉えぐりこまれているその湾は、昔は陸地であり都市があったらしい。

　その都市に住む者達たちがなんらかの策をもって、竜を討伐することに成功したのだが、この討伐してしまった竜というのが運の悪いことに紅玉竜の血筋においてかなり上位に位置していた幼い竜であったと言われている。

　なんで北の大陸の最北端に住んでいる四大竜の直系の竜が、東の大陸までわざわざ出向いていたのかという点については、全く分かっていない。

　この辺りについては後世の研究家の間で色々と説が飛び交かっているのだが、事実を知るのは紅玉竜のみだ。

　とにかく、紅玉竜は己おのれの血筋の幼子の死を嘆き悲かなしみ、その咆哮は「竜の巣」を形成している山の幾いくつかを崩ほう壊かいさせた。

　それだけでは収まるわけもなく、怒いかり狂くるった紅玉竜は「竜の巣」を飛び立つと、その幼子を討伐した都市近くまで出向き怒りの赴おもむくがままに報復の息吹を打ち込んだのである。

　この時に打ち込まれた超ちよう高こう温おんの炎ほのおの息吹が陸地を都市ごと消滅させ、さらに幾つかの都市や村ごと消し飛ばして作られた溝みぞに海の水が流れ込んで湾となった。

「あんまり高温すぎて、十年くらいは湾わん内ないの水がお湯状態だった、っていう話だ」

「んな阿あ呆ほうな」

「余波で燃え上がった灰が空に上って、黒い雨が数年に渡わたって降ふったとか……」

「あぁうん、そういうものなのだと理解する。で、何な故ぜに今その話？」

　ロベリアから悪い話を聞かされた蓮弥達たちは、その聞かされた部屋で今後の方針についての打ち合わせをしていた。

　その中でシオンが四大竜についての説明を始めたのは、蓮弥が龍人族の大陸が魔族によって侵攻されたという事実が各種族に震しん撼かんをもたらしたということが今ひとつ理解できないと口にしたからである。

　蓮弥からしてみれば、宣戦布告等しない戦争において単に魔族側からの電でん撃げき戦せんを仕掛けられた龍人族がどのくらいの被ひ害がいかは分からないまでも結構な規模で負けたのだろうという位のことでしかない。

　大おお騒さわぎするほどのことだろうかと思ってしまうのだが、シオン達からすれば蓮弥の方がおかしく見えるのである。

「つまり、龍人族は竜の因子を持ってるすごい種族、というのは理解できるか？」

「それはなんとなく」

　シオンに噛かんで含ふくめるような言い方で説明されるなんて新しん鮮せんな体験だなと思いつつ蓮弥は頷うなずく。

「その龍人族が、おそらくは大敗したのだろうことが問題なんだ」

「そこが分からない」

　結論をあっさりと蓮弥が否定してみせると、シオンががっくりと肩を落とした。

「いやだってレンヤ。人族を遥かに凌りよう駕がし、エルフや獣人も及およばないくらいの力を持っている龍人族が魔族に大敗したっぽいんだぞ？」

　問題だろうと言うシオンに、やはり蓮弥は首を傾げる。

「なんでそこまで分からないんだ……？」

「いやだってな。いくら強いと言っても準備不足だったり奇き襲しゆうされたりすれば、そりゃ負けるだろう？　仕掛ける方は準備万ばん端たん整えて、いきなり襲ってるんだからそれで負けたらお話にならない。問題とされるべきは龍人族の大陸が魔族に侵攻されたこと、ではなくて龍人族がどうなったのか、じゃないのか？」

「それはまぁ……そうかもしれないが、それが分かれば苦労しないんだが……」

　戦の勝敗は時の運であり、絶対に勝つとか絶対に負ける等と言うことは起こりえないと思う蓮弥からしてみれば、一つ一つの戦において勝ったの負けたのと大騒ぎすることは意味が無いとしか思えないのだ。

　最終的に、相手の首とか王様とかその辺を取った方が勝つのだから、それが無事であるならば取り立てて騒さわぎ立たてることでもない。

「というわけで、俺おれとしては龍人族がその後どうなったのかを調べるのが先だと思うんだがな」

「異議ありです」

　メイリアが小さく挙手して口を挟はさむ。

　別に手を挙げて発言許可を求めることはないんだがなと思いつつも蓮弥は視線でメイリアに喋るように促うながす。

「レンヤさんは我わがトライデン公国の貴族の一員にして、瘴しよう気きの森もりとの間にある公国の盾たてとなるべき方です。龍人族のことも心配ではありますが、ここは速すみやかに領地に戻って防備を固めるべきではないかと思います」

「ん？　そりゃそうだろな」

　意外とあっさり、蓮弥はメイリアの言葉を認めた。

　かくっとコケるメイリアであるが、蓮弥は当たり前のことを話すような口調で言う。

「こんな事態になれば、俺の領地に妙な手を差さし伸のべる奴やつもいないだろうし、大公陛下から召しよう還かんの命令が来るんじゃないか？」

「それが分かっているのでしたら……」

「俺が言ったのは一いつ般ぱん論ろん。俺がなんで龍人族の領地くんだりまで状況を見に行かなきゃいけないんだ？」

　メンドクサイと付け加えるのをぐっと我が慢まんした蓮弥であったが、そんな蓮弥にレパードがおずおずと手を挙げて発言の許可を求めた。

「はい、レパード君？」

「君……？　まぁいいけどよ。事はそんな風には進まねーと思うぜ？」

「なんで？」

　問い返した蓮弥に対して、レパードは椅い子すに座すわってこっくりこっくりと船を漕こぎ始めているクルツを指差して言った。

「人族の勇者って、こいつなんだろ？」

「まごうことなく、うちのクルツが人族の勇者ですが、何か？」

　文句があるのかと言いたげな蓮弥に、慌あわてて首を振ふりながらレパードはそれでも言葉を続ける。

「不満があるわけじゃねぇよ。ただ……昔から勇者ってのは人族をリーダーにして、その指示に従うってことになってんだが……」

　それは古くからの慣習とも言える事こと柄がらであった。

　勇者の出現が人族の勇者の召しよう喚かんを引き金にするように、四つの種族に現れる勇者のうち、リーダーとして他の勇者を率いるのは常に人族の勇者の役割とされてきたのである。

　これはこの場に居ない龍人族の勇者であるアルベルトに関しては確かめることができないが、レパードもグリューンもそう言いい含められていると蓮弥に告げる。

　蓮弥はそれを聞いてから、しばらく唸うなり声ごえを上げつつ何か考えていたが、やがてクルツの方を見た。

　釣つられるようにして全員の目が、何い時つの間まにやら幸せそうにすぴすぴと寝ね息いきを立て始めたクルツの顔に集中する。

　中身はどうであれ、無む邪じや気きな表情で眠ねむるその顔は獣人族の巫み女こ達たちが目にすれば黄色い悲鳴と共に何人か卒そつ倒とうするレベルの寝ね顔がおであったが、何ど処こからどう見ても他の種族の勇者を引き連れ、統とう率そつ命令が出来るような顔には見えない。

「……人を顔で判断してはいけない」

　かなり苦しげな蓮弥の言葉に、レパードは容よう赦しやなく突っ込んだ。

「じゃあできんのかよ？」

「ガンガンヤろうぜ、とか、見境無くぶっ殺せくらいならなんとか？」

「それ、作戦指示なのか……？　そもそもその二つ、どう違ちがうんだ？」

「前者は敵限定。後者は敵味方を問わない」

「おい……」

　平然と言ってのけている蓮弥であるが、内心は困り果てていた。

　クルツは戦闘能力のみを論じるのであれば、レパードにもグリューンにも勝まさるとも劣おとらない能力を誇ほこっている。

　むしろ二対一で戦闘に突とつ入にゆうしたとしても、勝ちをもぎ取ってこれるだけの能力があるはずだった。

　だが、その中身は人族で言う所の五、六歳さいくらいの領域を出ておらず、作戦を立てろ、指示を出せと言ったところで蓮弥が冗じよう談だんで口にした程度の指示しか出せないだろうことは蓮弥も分かってしまっている。

　ならば、グリューン辺りがリーダーをやればいいじゃないかと思うのだが、人族の勇者をリーダーに立てるという慣習はエルフにとっても獣人族にとっても、譲ゆずれない一線であるらしく、蓮弥がグリューンに提案してみてもグリューンは首を縦には振らない。

「伯はく爵しやく殿どの……私達にとって勇者とは、魔ま王おうを倒す為に人族の勇者に力を貸すもの、なのだ。そこは譲れない」
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「そんなことを言われても、クルツに立案だのなんだのは無理だろうことは分かるだろ？」

「んなことは分かってる。その場合は後見人が勇者の代わりをするんだよ」

　過去、記録を紐ひも解とく限りでは召喚された人族の勇者という存在は、大体がそれなりに教育を受けてきた十代後半から二十代前半くらいの年ねん齢れいだったのだが、たまに何を間ま違ちがえたのか十歳前後の勇者が召喚されたことがあったらしい。

　その場合、人族と他の種族達との取り決めにより、人族の国々から選ばれた後見人がその手助けをする、ということになっているのだ。

「つまりこの場合、伯はく爵しやく。あんたになる」

「俺は保護者だ」

「どっちでもいいけどよ。そいつを拒きよ否ひする為にゃ、その保護権だか後見人の立場だか知らねぇが、クルツの身み柄がらを放棄して他の誰かに任す必要があるんだぜ」

　蓮弥からしてみれば、面めん倒どうなことはできる限り他人に任せたい。

　だが、それをする為にクルツを他の誰かに任せられるかと問われたのならば、できないと即そく答とうする以外無い。

　心情的なものも確かにあるのだが、危険性を考えれば手元以外においておく場所がないというのが実情だ。

　下手に気位の高そうな貴族等に任せてしまったら、一ヶか月げつ後くらいに領地が更さら地ちになっている可能性が否定しきれない。

　この場合、恐おそろしいのは建物やら設備やらが無くなるのみならず、貴族以下兵士から領民まで軒のき並なみ消されるということだ。

「放棄できねぇなら、やっぱりクルツの後見人として、その勇者としての活動に同行する以外ねぇよ？」

「ぐぬぬ……」

「魔王との戦いにまで同行しろとはいえねぇけどな……あんたならなんとかしそうな気がすっけど……」

　勇者全員で当たっても、目の前で唸っている伯爵閣下にまるで勝てる気のしないレパードであった。







「とりあえず伯爵様が諦あきらめた所でよ。これから俺おれ達たち勇者三人が雁がん首くび揃そろえてどう動くか、なんだけどな」

「……龍人族の大陸への転送門は、全部潰つぶされたのか？」

　しばらく低く唸っていた蓮弥であったが、唸りつつもクルツの寝顔を見て、なんとなく諦めがついたのか、それともどうせ逃のがれられないのであれば可能な限りさっさと終わらせようと考え直したのか、とにかく建設的に物事を考えることにしたのか、レパードに尋たずねる。

　現状、蓮弥達のいる場所は獣人族の国であり、そこで最高権力者である者に連なっているレパードが一番情報を持っているだろうと踏ふんだのだ。

「俺の知る限りじゃ、獣人族の国内にある転送門で龍人族の大陸に繋がってるチャンネルは全すべて閉へい鎖さされてるらしいぜ」

「それほど親密な間あいだ柄がらでは無かったですから、経路も二つ三つあるだけでしたからね」

　レパードの言葉を引き取ってカエデが肩かたを竦すくめる。

「人族側の転送門から抜ける経路は？」

「獣人族と似たり寄ったりだと思う」

　質問の矛ほこ先さきを人族側に変えれば、こちらはシオンが答えた。

　一応、ローナとメイリアにも視線だけで確認を取ってみる蓮弥であるが、二人ともシオンに同意するかのように頷く。

「龍人族の大陸への侵入方法が皆無か……」

「あの、レンヤ。一度エルフの国の転送門を試ためしてみることを提案します」

　クロワールの発言に、ほぼ全員の視線がそちらを向く。

　ほぼ、と言うのは寝ねているクルツと興味が無さそうなフラウの分は数に入らないからである。

「エルフは人族や獣人族と違って、龍人族の大陸最北端にある竜の巣近くに転送門のチャンネルを持っています。全土が征せい服ふくされつくしているのであれば無理かもしれませんが、いくら魔族が強力であっても、竜の巣まで一気に征服してしまうのは無理だと思うんです」

　言いながら、クロワールはちらりとエミルに視線を走らせる。

　その視線の意味をなんとなくでも察したエミルは、言葉を選ぶようにしばらく黙だまっていたが、やがてゆっくりと喋しやべりだした。

「そうだねぇ。噂うわさに聞く四大竜の力が噂に違たがわぬくらいあるのであれば、いくら魔族といえども一気にそこまで攻せめるのは無理かもしれないねぇ」

　それはある意味、お墨すみ付つきの言葉であると言えた。

　エミルの正体について知らない者が聞けば、蓮弥からしてトンデモ生物と言ってしまう竜の力があれば魔族といえどもそう易やす々やすとは龍人族の大陸を占せん領りようすることはできないだろうという推測に聞こえる。

　実際は、魔族の戦力についてはある程度の知識があるエミルからの、龍人族最北端の地はまだ大だい丈じよう夫ぶだろうという予想の言葉だ。

「ならば最悪でもその竜りゆう達たちは生き残ってるだろうということか……エルフの国の転送門を試してみる価値はありそうだが……なんでエルフだけそんな所に転送のチャンネルを設置できたんだ？」

「エルフは、そのー……竜達をそれなりに尊敬したり尊重したりしてますので」

　クロワールが以前、蓮弥がエメドラを足代わりに使ったりしていた時に焦ったり慌てたりしていたのは、エルフにとっては四大竜とはその身に自然の力を宿した一種の崇すう拝はいの対象でもあり、エメドラが翡翠竜に連なる者だと分かっていた為であった。

「人族にとって、竜という存在は……宝の山に見えるようでして……四大竜の討伐行が何度か計画されたのが元で、四大竜は人族が嫌きらいなんです。それと獣人族にとっては強いというだけで戦ってみたいと思ってしまう存在らしく、彼ひ我がの戦力差も考えずに竜の巣に乗り込んで暴れた獣人族が後を絶たず、こっちは好き嫌きらいを論じる前にひたすら迷めい惑わくだから来るなというお達しが」

「強い者に挑いどむのは獣人族の戦士としては当然のことだ。……責められても困る」

　胸を張って言うレパードであるが、蓮弥は盛大な溜ため息いきでそれに応えてやる。

　四大竜とやらが迷惑だからこっちにくるなという程度で済ませてくれた幸運に、獣人族はきっと永遠に気がつくことはないんだろうなと思いつつだ。

　話が本当ならば、四大竜が総出で獣人族の大陸まで出向いた上でその力を存分に振るったのならば、大陸を消し飛ばすとまではいかなくとも獣人族達がまともに生活できないくらいの水準で大陸を破は壊かいすることは可能だったはずである。

　それをせずに、近寄るなという警告だけで済ませてくれたのはおそらくは四大竜なりの慈じ悲ひだったのだろうと蓮弥は思った。

　自分が竜の立場だったら、間違いなく獣人族の大陸で暴れているだろう自信がある蓮弥だ。

　それくらいに、獣人族が強いヤツに会いに行く状態になった場合は周囲のことを考えず、相手のことも考えずにひたすら邪じや魔まな存在になる。

「絶ぜつ滅めつしないのが不思議な種族だな、お前らって……」

「何度か危ない時はあった、と聞いております」

　なんでもないことのようにカエデが言う。

「その度に時の王おう妃ひや巫み女こ頭等が、色々と画策してなんとか免まぬがれて来たようですね」

「しぶとさも種族特有か……」

「話を転送門の事案に戻すべきだと思います」

　強ごう引いんに話題の転てん換かんを図はかったカエデではあるが、別段蓮弥も獣人族のしつこさやしぶとさについて言げん及きゆうし続ける気は毛頭無かったのでその転換に乗る。

「獣人族側から、エルフの国への転送のチャンネルは？」

「あった、と思う」

　答えたレパードの言葉は、何な故ぜだか自信なさげだった。

　不思議に思う蓮弥の耳元へ口を寄せて、クロワールがそっと囁ささやく。

「獣人族からするとエルフ族は魅み力りよくが無いから、興味も薄うすいんです」

「ふむ？」

「お前ら、胸も無いし、食い物も薄うす味あじで食った気がしないもんばっかり口にしてるからな」

　クロワールの囁きも、レパードからしてみれば丸聞こえであったらしくすぐに口を挟んでくる。

　ひそひそ話は無意味であることを理解したクロワールは、蓮弥の耳元から顔を離はなして自分の席に座りなおすとはっきりと言った。

「体形は種族的なものですし、料理についてはそんなに薄味のものばかり口にしているわけではないです」

「あぁ、そうだな。たまには美う味まいもんもあるが、肉とか魚とかをあんまり口にしねぇから薄いんだぞ、体形が。獣人族の女の体つきが立派なのは肉を沢たく山さん食うからだ。ちっとは見習ったらどうだ？」

　蓮弥が見る限りレパードは悪気無く、どちらかと言えば親切のつもりでそれを口にしていた。

　野菜や果物を食事の主体としているエルフ達は、確かに男女ともに華きや奢しやな体形の者がほとんどだ。

　これは蓮弥から見れば、クロワールが言う通りに種族的な特とく徴ちようなのだろうとしか思えないのだが、レパードからしてみると食べ物が悪いという見方になるらしい。

　クロワールは努力をして平静を保ったフリをしているが、実際はかなり腹に据すえかねる部分があるらしく、座った状態で膝ひざの上においている拳こぶしが蓮弥の所からだとぷるぷると震しんえだしているのが見て取れた。

「ローナ、シオン。人族側からのご意見は？」

「私は別段、肉だけを好んで食べたということは無いと思います」

「私もだ。満まん遍べんなく好き嫌いなく食べている」

　偉えらいだろうと威い張ばるシオンであるが、好き嫌いをしないことが褒ほめられるのは十歳未満までだと蓮弥に言われてしょげ返る。

　そのシオンの隣となりで、自分の胸部をぺたぺたと触さわりつつ、まだ大丈夫まだ時間はあると繰くり返かえし呟くメイリア。

「私も肉だけが好きってことはないねぇ」

　ニヤニヤ笑いつつ参戦してきたエミルであったが、蓮弥はそのエミルのチューブトップに包まれた胸部をじーっと見た後ぼそっと一言。

「あんまり参考にならん」

「レンヤ!?」

　驚おどろきの表情を顔に貼はり付つけて、思わずといった感じで立ち上がるエミルに、蓮弥は冷静な言葉をつきつけた。

「いやだってお前、メイリアよりちょっとマシって程度じゃないか。年齢考えたらメイリアより悪いぞ」

　引き合いに出されたメイリアは非常に複雑な心境なのか力の無い笑いを漏もらすが、比ひ較かくされたエミルにとっては看過できない話だったらしい。

「比較対照が酷ひどすぎやしないかねぇ？」

「あの……エミルさん、それって私はどう理解すれば……」

　メイリアが控ひかえめに抗こう議ぎしようとするが、エミルはそれを黙もく殺さつして蓮弥に詰つめ寄よる。

　蓮弥はヒートアップするエミルをなんと言って宥なだめたらいいか分からず、結局最後はシオンとローナを指差して詰め寄ってきたエミルに言った。

「あれを見て、対たい抗こうしうると思うなら文句は聞こう」

　言われたエミルはぎこちない動きで顔をシオン達の方へ向ける。

　その視線を受けて、シオンは少し恥はずかしそうに顔を赤らめつつ身をかがめてエミルの視線からそれを守るかのように両りよう腕うでを胸の前で組み、そして何故だかローナは自信たっぷりに腰こしに手を当ててぐいっとばかりに胸を張って見せた。

　たゆんたゆんと重量感に溢あふれたそれをじーっと見つめていたエミルは、やがてすごすごと自分の席へと戻もどっていく。

　どうやら対抗できそうにないと悟さとったらしい。

「別に小さいから問題がある、といいたいわけじゃないからな？」

　自分の席に戻ってから、顔を上げずに床ゆかへ視線を落としたままぶつぶつと何事か口の中で呟き始めたエミルに、蓮弥は一応フォローを入れる。

　入れておかないと、後が怖こわい気がしたのだ。

　エミルがその気になれば、人族限定で胸がしぼむ薬等というものを作りかねない。

　それだけの知識と技術力は持ち合わせているはずだった。

「レンヤは、小さいのも嫌いじゃないのかねぇ？」

「心配するな。大きさよりも形と性能だ」

　きっぱり言ってのけた蓮弥に、フラウを交ぜてカエデを抜ぬいた女じよ性せい陣じんがなんとも言えない微び妙みような雰ふん囲い気きを漂ただよわせる。

　まさか蓮弥がバカ正直に答えるとは思っていなかったようだったが、これを聞いたレパードが蓮弥の意見に真正面から異を唱えた。

「それは違うぞ伯爵。大きさこそ全てじゃねぇか？　小さい乳なんぞ揉もむこともでき……げふっ!?」

　言葉の途と中ちゆうでレパードの体が床と平行に吹ふっ飛とんで行ったのを蓮弥は冷静に見送る。

　そのまま壁かべに激げき突とつし、それを破壊しつつ視界から消えていったレパードの姿を最後まで冷静に見ることができたのは、そろそろクロワールが暴発しそうだなという予想を事前に済ませていたおかげであった。

　何をしたのかは蓮弥にも良く分からなかったのだが、激突した壁を突つき破やぶり、壁の向こうから悲鳴が上がったところを見ると相当な勢いで飛んでいったらしい。

「殺してないよな、クロワール？」

「その辺は加減しております」

「マスター、話が脱だつ線せんしてるの」

　呆あきれ返ったフラウの言葉。

　それを聞いたクロワール以下女性陣は皆みな恥はじ入いったように首をすくめて黙り込んだ。

　ほとんど蚊か帳やの外状態のグリューンが、沈ちん黙もくが落ちた部屋の中の空気を変えようと口を開いた。

「まずは、伯爵は領地に帰るべきだろう。クリンゲは瘴気の森から一番近い。まずはあそこの防備を調ととのえなくては人族の大陸の防備は十分だとは言えない。龍人族のことはその後に考えるべきだ」

「エルフの国の防備は？」

　蓮弥がまず心配するべきは自分の領地だと言いたいらしいグリューンに、ならばグリューンが一番最初に心配し、動くべきなのはエルフの国なのではないかと蓮弥が切り返すがグリューンは自信たっぷりにその切り返しに答えた。

「そこは皇こう帝ていが上手にやるはずだ」

「父様はその辺り、抜け目めありませんから」

　なんだかんだと言ってみても、クロワールもグリューンもあの皇帝の手しゆ腕わんに関しては信しん頼らいを置いているらしい。

「こういう時のエルフは、一いつ致ち団結しやすいから羨うらやましいですよ」

　流石さすがは皇帝を頂に置いた統一国家ですと言葉に羨せん望ぼうの色を乗せて言うメイリアに蓮弥は尋ねた。

「人族は違うのか？」

「人族は、ここぞとばかりに足を引っ張り合う人が多いですね」

「一つ間違えれば皆みな滅ほろぶのに？」

「権力を持っている人がみんなそこにすぐ気がつくくらい賢けん明めいだったら、世界はもっと平和に流れるんでしょうねぇ」

　溜息と共に吐はき出だされるメイリアの愚ぐ痴ちに似た何かを耳にして、蓮弥は取り急ぎ自分の領地へ戻ることを決めたのであった。







第五章　領地へ帰還らしい







　方針が決まってしまえば行動に移すのは早い蓮れん弥やである。

　すぐさま荷物の取りまとめを開始するようにシオン達に言い渡すと、ロベリアに面会を求めた。

　先さき程ほどの説明の直後であるので、蓮弥の行動を予測していたのか面会要求はすんなりと通り、蓮弥はロベリアに一度自分の領地に戻り、防備を固めた上でエルフの国を経由して龍りゆう人じん族ぞくの国の様子を見に行くことを伝える。

　ロベリアは蓮弥の言葉を黙って聞いた後、鷹おう揚ように一つ頷いてから口を開いた。

「レパードのアホとカエデのボケも連れてけぇな？」

「個人的にアホとボケは必要無いんだが？　大体、獣じゆう人じん族ぞくの国とてこれから防備を固める準備があるのではないのか？　奴らの力は必要だろう？」

　アホやボケと評されるような人物の手助けは、かえって邪魔にしかならないのでお断りしたい蓮弥であるが、ロベリアの言うレパードとカエデの二人はやや言動に問題があるとしても、アホボケと言われるような人物では、多分無いと蓮弥は思っている。

　その手を借りられるならば、戦力的には格段に楽になるはずではあったが、彼かれらの力は魔ま王おう討とう伐ばつ以外は獣人族の為ために使われるべきものであり、彼らは既すでに勇者のパーティの一員のつもりであり、クルツについて龍人族の勇者の消息を探しに行く気であるのは分かっていたのだが、ここに一いつ旦たん置いていくつもりでいたのだ。

　ロベリアはそんな蓮弥の言葉を予想していたかのように、非常に面倒臭そうな顔のまま。

「あん二人を連れてったら同い年くらいの狐きつね耳みみ巫女を二人、クルツの傍そばに付けたる」

「ぬぅ……」

　かいがいしくクルツの面倒を見てくれる獣人族の巫女の存在は、蓮弥達にとってはかなり助けになる存在となっていた。

　蓮弥やシオンではどうしても、クルツと年齢の差があるせいなのか保護者と被ひ保ほ護ご者しやという状態になってしまうのだが、これが同い年くらいの巫女となると友達感覚で接するせいなのか、クルツの情操教育に非常に良い影えい響きようを与あたえている。

　一部、余り良くない状じよう況きようを作り出すこともあったのだが。

　見た目同じくらいの年齢というのであれば、フラウにお願いするという手もあったのだが、フラウは見た目はそうでも中身は蓮弥達並みの精神年齢であり、しかもエミルと共にクルツを作り出した側であることも相まって、あまり親しく付き合うような雰囲気にならない。

「了りよう解かいした。二人を借り受ける」

　しばらく逡しゆん巡じゆんした蓮弥は、やがて結論を出した。

　戦力的にいっても、クルツの扱あつかいについて考えても、メリットが大きいと判断したのである。

　その代わりに獣人族側には無む駄だな苦労を背せ負おい込ませることになるのだがと申し訳なく思う蓮弥に、ロベリアはようやく獰どう猛もうな笑えみを浮うかべた。

「こっちは心配いらん。あたしもいるし牙きば王おうもいる」

「お心こころ遣づかいに感謝する」

　ロベリアがレパード達を連れて行けと言うのは龍人族の大陸において龍人族の勇者を探す蓮弥達の助けになればという気き遣づかいからだろうと蓮弥は思った。

　その気遣いに対して感謝の意を伝える蓮弥に、ロベリアはなんでもないと言いたげに手を振る。

「止やめぇや。魔ま族ぞくに攻められてるらしい場所へ行くお前らほどこっちは危ないわけもないんやし」

「二人は必ず無事に……」

「それも止めぇ」

　言いかけた蓮弥の言葉を途中でロベリアがじろりと睨にらみつけつつ遮さえぎる。

「あの二人を勇者とその付き添そいとして送り出すんに、死なん話と思ぅて言うてると思うか？　ハナから死ぬことも織り込み済みや」

「それは……」

「酷い親や思うか？」

「心中察することすらできない身だ。言葉を口にする資格は無い」

　もしかすると前世においては人の親だったかもしれない蓮弥ではあるが、その記き憶おくは無い。

　実の息むす子こを死ぬことすら織り込んで、勇者として送り出すロベリアにその心情が分かるとはとても言えなかった。

　蓮弥の返事に、ロベリアは一度きょとんとした顔をしてから、またにやりと笑った。

「分かるなんて追従を口にしとったら、ぶん殴なぐるトコだったな」

「正直は美徳、とも限らないらしいが」

「嘘うそを並べるよかマシやろう。……気ぃつけてぇな。無事を祈いのっとるよ」

　話はこれまでだと視線で退室を促されて、蓮弥は感謝と敬意を込めて頭を下げるとロベリアの下を去る。

　挨あい拶さつさえ済んでしまえば、後は転送門を潜くぐって領地へ帰るだけだ。

　お土産みやげに持たされたあんこやら何やらを蓮弥のインベントリに放ほうり込んで、急いで転送門を潜ればあっと言う間にクリンゲに到とう着ちやくである。

　旅行の侘わび寂さびもあったもんじゃないと思う蓮弥であるが戻れば戻ったで蓮弥の領地も大騒ぎであった。

「伯爵様が戻られたというのは本当ですか!?」

　転送門を潜った先で、一応決まりごとだからと色々と書類にサインをしたりしていた蓮弥達たちの所へ飛び込んできたのは兵へい士し長ちようのキースであった。

　蓮弥に鍛きたえ上あげられた後も、ほとんど同じ訓練のメニューを繰り返しているキースとその配下の兵士達は、相当な距きよ離りを駆かけ抜けても息が乱れず、足音もほとんど立てないので周囲から気持ち悪いという褒め言こと葉ばをもらうに至っている。

　そのキースがわずかばかりとはいえ、息を乱しながら走ってきたところをみると相当遠くからかなり慌てて走ってきたのだろうと蓮弥は思った。

「やぁキース、ただいま」

「ただいま、じゃありません！　今、どんな状況なのかお分かりでしょう!?」

「あー……神しん託たくが下ったというのは聞いたけど？」

　そんなに慌てることだろうか、と蓮弥は首を傾かしげる。

　前々からいずれ魔王が出るだろうことは予測されており、今回それが確定しただけの話なのだ。

　取り立てて騒ぎ立てることでもないだろうと蓮弥が言うと、キースががっくりと疲れ果てたように膝をつく。

「いやまぁ、伯爵様からすればそうなんでしょうけど」

「お前らだってそれなりに対処できるように訓練してきただろ？」

「それはまぁそうなのですが、数が足りないんですよ。兵士も装備も。説明致いたしますから、時間を頂けませんか？」

　乞われて蓮弥はシオンとエミルにグリューン、それにレパードに声をかける。

　その他の面々に対しては、荷物を整理してそれぞれ適当に体を休めるように言った。

　もちろん、クルツに関してはロベリアがつけてくれた巫女二人と共に自室に戻ってしっかりと睡眠をとるように言いつけておく。

　寝る子は育つと言うが、クルツは暇ひまさえあればうとうとと夢と現実の狭間をうろうろしている。

　睡眠時間に比例して、体が成長するのであればあっさりと自分達を抜くのではないかと蓮弥が思うほどであった。

「場所は？」

「兵舎の作戦室へ。御ご案あん内ないします」

　キースの先導で連れてこられた作戦室には、大きなテーブルの上にトライデン公国のこれもまた大きな地図が広げられている。

　元の世界における地図というものの知識がある蓮弥からしてみるとその地図はかなり適当でいい加減な代しろ物ものであったのだが、こちらの世界ではあまり測量等は行われておらず、正確な地図というものがない。

　それでも事足りるらしい上に、その蓮弥からは適当に見える地図も機密文書扱いのものであり、無断で持ち出せば確実に首が飛ぶというこちらの世界においては貴重なものだった。

　その貴重な地図の上に、いくつかの書き込みが既にされており、ざっと蓮弥が見る限りではどうやら兵士と領民の動きとそのタイミング等について書き込まれているらしい。

「領地全体に防衛網を引くことは不可能です。これは間違いありません」

　蓮弥達たちがぐるりと地図の周りに集まるのを待ってから、キースが口を開く。

　蓮弥の持つ領地は広いが、都市の数はほとんどない。

　きちんとした都市は今のところクリンゲ一つだけであり、その他は村くらいの規模のものに柵や堀などで多少の防御力を持たせた集落がいくつかあるだけだ。

「クリンゲよりも瘴しよう気きの森もりに近い集落については、一度放ほう棄きすることを検討中です」

「それは痛いが、仕方ないな」

　各集落に常駐させている兵士の数は、現状十数名くらいだった。

　野盗やたまにちらほら現れる程度の魔ま物ものが相手であるならば十分な数であると言えなくもないが、これが本格的な侵しん攻こうを受けた場合だと、相手になるのは魔族が編成する魔物の軍であり、とてもではないが防衛しきれるわけがない。

　防衛できないことが分かっていて、その場に領民や兵士を残しておくのは見捨てることと同義であるとキースは蓮弥の許可が出ればすぐにでもそれらをクリンゲか、クリンゲよりもさらに内地に避ひ難なんさせる計画に着手していたのだ。

「仕事が早いね、さすがキースだ。許可する、早急に進めてくれ」

「ありがとうございます、直ぐに実行に移します。ですが、これを行っても万全とは言えません」
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　キースが地図の上に別の紙を広げる。

　そこに書かれている数字はどうやら現在クリンゲに駐屯している兵士の数等の情報のようであった。

「伯爵様の兵士が三百にトライデン公国から今回の神託を受けて派遣されてきた兵士が千。これが現在のクリンゲの総兵力です」

「内訳は？」

「伯爵様の兵士三百は全て歩兵。公国から派遣されてきた兵士は騎兵百、弓兵百、歩兵八百というところですか。彼らをクリンゲの中に入れると混乱が起きますので、現在は街のすぐ近くに駐屯地を作成し、そこに待機してもらっております」

「部外者が口出しする話題ではないと思うが、よろしいか？」

　話を聞いていたグリューンがキースに尋ねる。

「防衛用に派遣された兵士を都市の外に置く、というのはどうなのだろう？」

「ありていに申し上げてここだけの話。公国の兵士にはあまり期待ができません」

　キースの言葉にレパードもグリューンも驚きを隠せないが、シオンとエミルは表情を変えることも無く、キースに至ってはさも当然であると言わんばかりだ。

　蓮弥も実際、同じ意見であったりする。

　ただ、お前も元国軍の兵士なんだけどなと突っ込みたい気持ちもあったのだが。

「国の兵士、なんだろ？」

　信じられないと言いたげなレパードに、キースはどこか誇らしげに答える。

「我々は、伯爵様より直接訓練の教示を頂き、それを続けております。練度は公国の兵士のさらに上を行くことでしょう」

「加えて言うなら、おそらくこっちに回されてきた兵士達は新兵かそれに毛の生えた程度の奴やつらだろうしな」

　キースの言葉に続いて蓮弥が口にした言葉に、シオンがわずかに眉をひそめる。

「レンヤ、それは母様が兵士の選せん択たくに手を抜いた、と言いたいのか？」

　疑いを持たれたことに機き嫌げんを悪くしたのか、少々問い詰めるような口調になってしまったシオンではあるが、蓮弥はそんなシオンに首を振ふってみせる。

「いや、だがこちらに兵士を回すのに大公陛下が直々に人選したわけじゃあるまい？」

　命令を下すのは大公かもしれないが、実際に動くのは現場の文官であったり武官であるはずだった。

　彼らからしてみれば、危険な伯爵領に回すよりは訓練を重ねて精兵と呼んでいいくらいの兵士は首都の防衛の為に手元に残しておきたいはずだ。

　数さえ揃えばいいのだろうと徴兵したばかりの新兵や、ちょっと訓練を施ほどこした程度の兵士を優先的に前線に送るということはそんなに珍めずらしい話でもない。

「伯爵様の懸念は、おそらく正しいものと思われます」

「理解できなくもない話だがね」

　誰だれだってわが身が可愛かわいいというのは蓮弥にも理解できる話だったのだが、蓮弥の領地が抜かれればトライデン公国にとってもかなり危機的な状況になるのも確かであり、その辺りを考こう慮りよしてくれればいいのになとも思ってしまう。

　時間が許すのであればキース達に施したような訓練を行うことで戦力の底上げを図っても良かったのだが、いつ攻めてくるのか分からない相手がいる状況に対してキース達のようなぎりぎりの訓練を行うわけにもいかない。

「クリンゲの街のみであれば、我ら三百をもってすればかなりの敵が押おし寄せても持ちこたえる自信はありますが、現在使用している装備に不安が残ります」

　キース達が現在使っている装備は、普ふ通つうにその辺の店で売っているレベルの品物だ。

　悪いわけでもないが、取り立てて秀ひいでた部分もない、極平凡な品物である。

　中型程度の魔物が相手なのであれば、力と技術でなんとかできないこともなかったが、硬かたい敵や大型の魔物を相手にした場合の装備の損耗は相当大きくなることが予想され、これらは防衛戦において無視できない。

「また、防衛に必要な物資も、避難民の為にある程度を出さざるを得なく、不安の残る事案となっております」

「龍人族の勇者を心配してる場合でもないみたいだなこれ」

　グリューンの指摘は的確かつ間ま違ちがいの無いものだったのだという現実を見せ付けられ、蓮弥は苦く笑しようしつつも早急に手を打たねばと解決策を考え始めるのであった。







「フラウさんはともかくとして、私が駆り出される理由が分からないです」

　クリンゲの街をクロワールとフラウが並んで歩くという珍しい光景は道行く人達を思わず振り返らせるだけの威い力りよくを持っていた。

　フラウはいつものエプロンドレス姿であるが、クロワールは今回はエルフらしくということなのか萌黄色のシャツとフレアスカートといういでたちに肘ひじまである白い手袋と同じく白いハイソックスに革のブーツを合わせている。

　一見すると儚げな少女二人が連れ歩いている姿であるのだが、実際は片方は七十歳さいの半妖よう精せいであり、片方は実年ねん齢れいこそ低いが、クリンゲの街全体に影響を及ぼしうる妖精という人族の街ではほぼお目にかかることはないコンビだ。

　可憐な少女の姿に騙されがちだが、二人とも条件さえ揃えば軍隊を相手にしても単独で勝ちを拾いに行けるだけの、規格外な存在でもある。

「マスター曰く、兵士の調達はなんとかするとしても、街の防備に関しては人の手による建造物では限界があるから、専門家に任せたいってことらしいの」

「専門家ですか？」

　傍かたわらをとことこと歩くフラウから目を離して、クロワールは街並みへと視線を移す。

　クリンゲは蓮弥の方針もあって人族の住む街としては異常なまでに緑地が多い。

　緑地に植えられている植物は、観賞用ではなく何かに使える素材がほとんどだ。

　繊維をとって縄をなう為のものや、直接食料として使えるもの、或あるいは薬や一部は毒としても用いられるような植物まで植えられている。

　流石に毒性のあるものは、注意書きの看板が立てられたりしており、間違って街の住民が口に入れたりしないような配はい慮りよがされているが、それにしてもその規模は通常の街に比べると遥はるかに多い。

「エルフ豆まで栽培してしまって、適当に盗まれたりするんじゃないですかこれ？」

　立ち止まったクロワールは花壇のような場所で青々と茂っている葉っぱに手を触ふれる。

　元々エルフ豆は森の中に住んでいると言っていいエルフ達の作物であり、森の木々によって遮られる少ない日光や、多少痩せた土地でも育つような品種改良が行われている。

　蓮弥が元いた世界と少々異なるのは、エルフ豆は蔓つるに生なる。

　つまり何かに巻きついて上に伸のびるタイプの植物であり、巻きつくものが無いと地面を延々と這うのであるが、クリンゲで栽培されているものは何故だか無秩序に伸びることもなく行儀良く花壇の中だけでその蔓を伸ばしていた。

「生育もなんだかとても良いみたいなのに、何故なんでしょう？」

「調教結果なの」

「え？」

「なんでもないの」

　何か非常に場ば違ちがいな言葉を耳にしたような気がして問い返したクロワールに、そっと顔をそむけるようにして表情を隠かくしつつフラウが答える。

　しばらくじーっとフラウを見つめていたクロワールではあるが、フラウが視線を自分の方に戻さないのを確かく認にんしてから目をまた花壇の方へと戻し、問いかけについては忘れることにした。

　誰しも聞かれたくないことの一つや二つ、事情によっては百や二百はあるものだとクロワールは思う。

　そこを無理に突けばお互たがいにとって良いことなど一つも無い。

　実害さえなければ、知らなくてもいいことは知らないままの方が幸せであることをクロワールは蓮弥と付き合うようになってから、しっかりと学習していた。

「街の中で栽培されている植物については、採り尽くしたり独占したりしない限りは、住民の利用は認められているの」

「それもまた、珍しいですよね？」

　クロワールとてそんなに沢山の街を知っているわけではない。

　エルフの国の内部であればそれなりにではあるが、人族の街に関して言えばきちんと見たのはクリンゲ以外にはククリカくらいなものだ。

　それでも伝聞や書物等から得た知識もあわせて考えればそれなりの知識を持っており、それらの知識を総動員して考えてみてもクリンゲのように街の中で食物を栽培し、それを適当にとって食べて良いとしている街に関する情報は全く無い。

「マスターの意向なの」

　再び歩き出しながらフラウが言い、クロワールはその後ろをついていく。

「少なくとも、クリンゲにいる限りは飢うえに怯おびえる必要は無いようにしたいって」

「夢物語ですね」

　クロワールは即そく答とうした。

　クリンゲはまだ新しい都市であるのでそれらしい場所は無いが、ククリカの街くらいになればどうしても貧民街が存在する。

　それはエルフの国とて同じことであり、クロワールは皇帝がいる首都ですら食うに困るような者がいることを知っていた。

　森の恵みに支えられているエルフの国にはほとんどいないが、人族の国においては餓死する者も珍しくは無い。

　飢えに怯える必要が無い、というのはそういった者達を絶滅させるということだ。

　政治家が聞けば、難易度の高低を論ずる前に鼻で笑われるだろう話である。

「そうかもしれません。そうでないかもしれません」

　答えたフラウの言葉は、口調と共にいつもと違っていてクロワールをぎょっとさせた。

　自分の言葉がクロワールに与えた衝しよう撃げきの結果に、どこか満足したような笑みを浮かべたフラウはまるでいたずらが成功した幼子のようにぺろりと舌を出した後、いつもの口調で続けた。

「どちらにせよ、フラウのできることはマスターの意向を現実になるべく反映するようにするだけなの」

「現実になれば素晴らしいことですね。それはそれとして、最初の話題に戻るのですが」

　話題の転換を図りつつ、クロワールはいつの間にやらクリンゲの外縁部に来ていることに気が付く。

　クリンゲは都市の位置からして、瘴気の森の脅威からトライデン公国を守る盾たての役目を負わされている。

　その為に内部の設備を充実させるのと並行して都市を守るための防壁を作る工事が急ピッチで進められていたのだが、それに加えて魔ま王おう出現の神託まで来てしまったので防壁工事は突とつ貫かん工事の様相を呈して行われた。

　その結果、他の都市からしてみれば信じられないような速度で外壁工事が終しゆう了りようする事態となったのだが、蓮弥はこの外壁の出来映えがあまり気に入らないらしく、しきりにどうにかして改良できないものかと頭を捻っている。

「立派な外壁だと思うんですけどね？」

　今度は外壁に沿って歩き出したフラウの後を歩きつつ、クロワールは壁を見上げる。

　その高さは優に十ｍを越え、厚さも二ｍ前後ある。

「固いだけの壁は破るのが難しくないの」

　時折立ち止まり、足元の土に目を落とし何か調べながらフラウが言うが、クロワールはその言葉には疑問を覚える。

　これだけの壁をあっさりと破る方法がそんなに簡単なわけがないと思ったからだ。

「マスターなら一いつ瞬しゆんなの」

「規格外を想定するのはどうなのでしょう？　キリがないですよ」

　確かに蓮弥ならば斬ざん撃げき一いつ閃せんか、あるいはほとんど無尽蔵なのではないかとクロワールが思っている膨大な魔ま力りよくに物を言わせた攻こう撃げきで、瞬く間にクロワールが見ている石壁を無意味な瓦が礫れきと変えてしまうだろうことはクロワールにも分かる。

　だが、それに対して対策を練るというのは非常に無意味な行こう為いではないかとも思うのだ。

　そもそもが、蓮弥のような能力を持った存在が複数いるわけがなく、仮にいたとするならば大概の方策は無意味な言葉の羅列に成り果てるだろう。

「それもそうなの。でもできる限りのことはしておくの」

　どうせ駄だ目めだろうから何もしないと言うのと、色々やってみたのだけれども結果として駄目だったと言うのとでは話に雲泥の差があるとフラウは思っている。

　また、住民の命に直結する問題なのだから考えられる脅威の内の最大のものを想定するのは至極当然のことではないかとも思っていた。

「マスターの刀の切断能力、あれは物理常識の外にあるからこれはどうしようもないの」

「あれズルいですよね。だって物理的にも魔ま術じゆつ的てきにもほとんど防げないんですから」

　蓮弥の傍らにあって、蓮弥が刀を振るう姿を見てきたクロワールは一つの結論に到達していた。

　それは、蓮弥の技量をもって振るわれたあの刀の刃やいばを防御する術が無い、という結論である。

　少なくともクロワールが持っている技術や知っている材料等では、到底防ぐことができそうにない。

　かろうじて、あの刀身よりも分厚い壁を作れば一刀の元に両断されることだけはなさそうだという防ぼう御ぎよ方法を考え付いたが、これも蓮弥が根気良く角度を変えて斬りつけ続ければいずれは抜かれる。

　当たりさえしなければ、斬られることも無いのだが、あの蓮弥の攻撃を回かい避ひし続けることができるのかと問われれば、無理としかクロワールは回答できなかった。

「あれはもう、ああいうものなんだって諦あきらめるしかないの」

「それ以外に手は無いんでしょうけども……」

「そんなことよりも、クロワール。そこにちょっと手を置いて欲ほしいの」

　フラウが指差したのは外壁と地面の丁度境目の辺りだった。

　むき出しの地面が露あらわになっており、誰かが一度掘り返したらしく周囲の土と色の違う場所がある。

　フラウに乞われるがままに、クロワールはその場にしゃがみこむと手袋を外してそっと地面に手を置いた。

　掘り返されたばかりの土の柔やわらかさが掌に伝わり、鼻腔へと届く土の匂においにクロワールはクリンゲのある場所の周囲の土地は随分と養分の豊富な良い土なのだということを感じ取った。

「しばらくそのままでいてほしいの」

　クロワールがしゃがみこんだことで、手て頃ごろな高さになったクロワールの肩かたにフラウが手を置く。

「それは別にいいんですけども、一体何をしようと言うので……って!?」

　尋たずねたクロワールの語尾が跳ね上がる。

　それは肩にそっと置かれたフラウの掌から、なんだかよく分からない感かん触しよくがクロワールの体の中へと流れ込んできたせいであった。

　不快な感触ではないが、だからといって好ましいかと言われるとそれも違う気がする。

「フラウは、元々お家うちの妖精なの。今はちょっと違うかもなのだけど、クリンゲの街をマスターのお家と認にん識しきすることで都市全体に力を及ぼせるようになったの」

　クロワールの反応は無い。

　肩から流し込まれている得体の知れない何かに思考が混乱しており、言葉を返す余よ裕ゆうもないのだ。

　その何かはクロワールの体を一度巡ってから、地面に付けている掌を通して大地へと染しみ込んでいく。

　一体これは何であるのかと考えるクロワールの思考は混乱の度合いを加速させていくのだが、それを知ってか知らずになのか、フラウは淡々と説明を続ける。

「でもやっぱりお家の妖精だから、力を及ぼせる対象や状態に制限が付くみたいなの」

「そ……それ……で……？」

「外壁の補強をするのに、一番良い方法を考えた場合にどうしてもしなくちゃいけないことがあったの。でもそれはフラウの力だけではどうしてもできなそうだったの。だから、それの専門家のエルフの力が必要だったの」

　地面が僅わずかにではあるが振しん動どうを始めたのをクロワールは足の裏の感触から感じ取っていた。

　どこか遠くの方から女性の悲鳴やら男性の怒号やらが、エルフとして優すぐれた聴覚を持つクロワールの耳に届く。

　その声の遠さからして、なんらかの異変が都市規模で起こっているらしいことをクロワールは察した。

「やっぱり、植物を扱わせたらエルフには敵かなわないみたいなの」

「しょ、しょくぶつ……？」

　一体何のことだと問い返そうとしたクロワールの目の前で、掌を当てていた地面が裂けた。

　思わず手を引きかけたのだが、体が言うことを聞いてくれない。

　逃にげたいのに逃げられないといった状況で、動かない体のままでは視線を動かすことも出来ず、クロワールがじっと地面を見つめたまま固まっていると、その地面の裂け目から子供の手首ほどもあるような太さの何かがクロワールの鼻先を掠めるようにして天を突くかのように伸び上がったのだ。

　地面の方を向いたまま動けないでいるクロワールの肩から手を離さずに、空を見上げたフラウの視線の先では外がい壁へきと同じ高さまで一気に伸び上がったそれがびたんとばかりに壁に取り付くと次の瞬しゆん間かんにはしゅるしゅるとやや細い蔓を伸ばしてがっちりと外壁に食い込み始めた。

　それを皮切りにしたように、街のあちこちで同じように外壁の根元から飛び出した太い蔓が外壁にしがみつくように成長を始めたのだ。

「なななななな!?」

「やっぱりこういう壁には張り付く蔓がつき物だと思うの。外壁の外側にも同じものが張り付くように手配済みなの」

　どうにかやっと首だけを動かして見上げたクロワールの口から、言葉にならない音だけ漏れている。

　エルフであるクロワールは、目の前で唐とう突とつに成長したその植物の正体を瞬時に見破ってはいたのだが、自分の知識の中にあるその植物と目の前で成長を続ける植物との間をイコールで結ぶことができずに驚おどろき慌あわてる。

　それはクロワールとフラウの会話の中に出てきていたエルフ豆だった。

　但し、通常のエルフ豆の蔓はクロワールの目の前でみしみしと音を立てつつ成長しているそれ程ほど太くなるわけがない。

「外壁に緑のカーテンを施すことで、石同士ががっちりと組み合わされた上に補強されることになるの。さらにエミル姉様特製の栄養剤に浸されたエルフ豆の種は瑞みず々みずしく太い蔓を誇ほこるから、火攻め対策もばっちりなの」
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　すぐにびっしりと生い茂ったエルフ豆の蔓は外壁を形成する石に張り付いたり食い込んだり、隙すき間まに入り込んだりして壁全体をその太い蔓で支える形になっていた。

　それが都市を覆おおう外壁全体に施され、剥むき出だしの石で灰色だった壁は瞬く間に緑色の葉っぱの生い茂る壁へと変貌する。

　言うなればそれは石壁全体に網をかけたようなものだ。

　網がしっかりと壁を保持している間は、多少崩れたとしてもそれは壁の役割を果たし続ける。

「これなら石壁自体が多少壊れても、蔓が保持してくれるし、これだけ大量のエルフ豆の蔓からなら相当な量の豆が取れるはずなの」

　一石二鳥なのと胸を張るフラウであったが、クロワールはどうしてもエミル特製栄養剤という言葉に引っ掛かかりを覚えてしまう。

「食べられるんですかそれ？」

　いつしか体の中を流れる妙みような感覚は消え去っており、クロワールは掌に付いた土を払はらいつつ立ち上がる。

　その動作に合わせるようにしてフラウはクロワールの肩から手を離はなした。

「エミル姉様のお墨すみ付つきなの」

「いや、作った本人のお墨付きってなんの保証にもなってない気がするのですが？」

　クロワールは状況を整理する。

　どうやらフラウは単独ではこの規模でエルフ豆を促成栽培することができなかったらしく、クロワールというエルフの体と属性を触媒にして魔力を流し込み、それを地面へ染み渡らせることで一気に成長させたらしい。

　クロワールが手を当てていた地面に植えられていた種が起爆剤だったようで、その発芽を引き金にして他の種も芽吹いたというわけだ。

「種同士に魔術的な経路を通して、一つに力が注ぎ込まれれば経路を伝って他の種も連鎖的に成長する仕し掛かけだったの」

「レンヤが専門家に任せたいと言っていた、というのは？」

　もし蓮弥がそう言っていたのだとしたら、今目の前で起こっている光景をフラウから聞かされた上での発言だったかもしれない。

　だとすれば蓮弥に対して抗こう議ぎしてやらなくてはと、まだ痺れのようなものが残る体に鞭打って、クロワールがにこやかにフラウに問いかけるとフラウはそっと顔を背そむけた。

　その仕草一つで、どうやらその話はフラウの創作であったらしいとクロワールは理解する。

「お話し合いしましょうか、フラウちゃん？」

「……ぼ、暴力は反対なの。お話し合いはあくまでも言葉でするの」

　騙されて連れてこられた上に、なんだかよく分からない状態で無む理り矢や理り協力させられたと聞かされれば、クロワールとて怒る。

　最近妙に増えてきた感じのする魔力を握にぎり締しめた拳こぶしに纏まとわせて、にこにこと笑え顔がおで詰つめ寄よってくるクロワールにフラウはやや顔を青褪めさせつつこの場を乗り切るためにはどのような懐かい柔じゆう策さくに出るべきなのかと思考をフル回転させ始めるのであった。







　どこか遠く、と言ってもクリンゲの街の中のようであったが稲妻が落ちた。

　同時に幼女の悲鳴にも似た声が聞こえたような気がして、エミルは窓から外を眺める。

　空は晴れ渡わたっており、どう見ても稲妻が落ちるような天候には見えない。

　誰か魔ま術じゆつの行使でもしたのだろうかと思うエミルであったが、感じた部分だけで推測するに人が死ぬ程の威力ではなかったので、きっとどこかの魔術師が戯れにぶっ放したのだろうくらいに考えて興味を失う。

　もし彼かの女じよが実際何が起きたのかということを知ったのならば、何をおいても現場へと駆けつけたことだろう。

　なにせそこには仲良く焦げたフラウとクロワールが転がっているという中々に面おも白しろい光景があったのだから。

　後で蓮弥が聞いたところでは逃げようとするフラウの襟えり首くびを掴つかんで、威力を絞った〈雷撃〉を放ったクロワールであったのだが、苦し紛れにフラウが打ち込まれた魔術をそのままクロワールへと流し込んだせいで二人仲良く〈雷撃〉の威力をその身で味わう羽目になったらしい。

　周囲で見ていた者は助けて良いやら放置した方が良いやら判断がつかず、おろおろするだけであった。

　他の街で起こった話なのであれば、すぐさま衛兵に通報が飛んで兵士がすっ飛んでくるような事態であったのだが、クロワールとフラウが蓮弥の関係者であることを知っている街の住民達があぁまたかで済ませてしまう辺りがクリンゲらしいとも言える。

　そんなこととは露知らず、外の景色に興味を失ったエミルは室内へと視線を戻もどす。

　その際に遠くに見えた外壁が、なんだか緑色に見えた気がしたのだが、壁の色が変わるくらいのことではエミルの興味を引くことはできなかった。

　少し前にフラウが植物を早く成長させるような薬は無いものかと尋ねてきたことがあったので、エミルは栄養剤を調合してやったことがあったのだが、きっとそれ関連のことだろうくらいにしか思わない。

「その辺はまぁともかくとしてねぇ。大だい丈じよう夫ぶかねぇレンヤ？」

　問われた相手は部屋の中央に設置された腰こし掛かけの上でぐったりとしている。

　その目の前にはぼろぼろになった金かな床とこがあり、傍らには燦さん然ぜんと輝きを放つ十数本の長ちよう剣けんが抜ぬき身のまま半ば打ち捨てられた状態だ。

　部屋の奥には炉がしつらえてあり、そこからは轟ごう々ごうと赤い炎ほのおが燃え盛っているのが分かる。

　炉の放つ高温の空気のせいで部屋の中は蒸し暑いどころか茹で上がるような温度になっているが、その中にいるエミルは汗一つかいた様子も無く、表情も涼しげだった。

「うん、やっぱり。一気にこの本数を打つのは無理があった……体能力はともかくとして、耐たい久きゆう力りよくは前よりあるからイケるかなと思った俺おれが馬ば鹿かだった……」

　体力と握あく力りよくを使い果たし、全身を弛緩させた状態のまま動こうとしない蓮弥の傍らを通り過ぎ、エミルは転がされている長剣のうちの一本を手に取る。

　一応、握りの部分の細工までは終わっており、そのまますぐ使えるようには仕上がっているそれの刃に顔を近づけたエミルは小さく感嘆の息を漏もらした。

　顔が映りこむほど滑らかに仕上げられたその刃は、良く目を凝らしてみれば淡あわくわずかに光を放っているのがエミルには分かる。

　それは刃自体が魔力を帯びている証拠だ。

　一いつ般ぱん的てきに魔ま剣けんと呼ばれる武器は、通常は素材の段階で面めん倒どうな細工を施し、形を整えてからまた細工を行い、仕上げる前にまた細工をして、出来上がりにまた細工をして、それだけ面倒な手順と膨大な時間をかけて尚なお失敗するようなそんな代物なのだ。

　そんな代物をその辺の雑貨屋で売っているような金床と槌だけで、しかも短時間で十数本打ち上げてしまったという現実に、エミルは軽いめまいを覚える。

　もしも蓮弥がきちんとした手順を踏ふみ、細工を施して剣を鍛えたのであれば、今床の上に転がっているものよりもずっと性能の良い魔剣を打つことができたはずだったのだが、エミルはそのことについては聞かれても知らない振りをすることに決めていた。

　もちろん、それらの手順について研究者であるエミルはかなり詳しよう細さいな自分なりの情報を持っている。

　その彼女が魔剣を作成すれば、ほぼ百％成功するのは間違いなかった。

　しかし、そのきちんとした手順を踏んで魔族であるエミルが剣を作成したとしても、出来上がるのは今床に転がっているくらいのものが関の山であり、しかもその作成には一本につき二、三日を要することだろう。

　これが刀の作り方なら分かるけども、剣の作り方なんか分かるかと愚ぐ痴ちを零しながら半ば適当に金属を叩たたいていた人族の作品だという事実は、エミルには信じられないことであった。

「レンヤ、どのくらい失敗した？」

「そうだな……失敗したやつは溶かして叩きなおしたから正確には覚えてないが……出来上がりの倍くらいは失敗してるんじゃないか？」

　その話が本当ならば、蓮弥は一気に数十回の作成を行っていることになる。

　人族の鍛冶師がやる仕事ではありえない、と悲鳴に近い思いを抱いだきつつエミルは握っている剣の刃に指を当てる。

　指の腹から伝わってくる感触は、冷たく鋭利な刃の感触だ。

　エミルは魔族として、量産されたなまくらならばわざわざ防御の魔術を使わなくても素手で握りつぶせる自信があったのだが、これは無理だろうと判断する。

　その判断はつまる所、今エミルが握っている剣をそれなりの戦士がそれなりの技量で扱えばエミルと同じくらいの実力を持った魔族に届きうる可能性があるということだ。

　魔族側からしてみれば、かなり由々しき問題である。

　そんなレベルの武器を量産できる職人がいる等という情報が魔族側に漏れでもすれば、何をおいてもその職人を抹殺しに魔族が大挙して押し寄せることだろう。

　そこまで考えたエミルは、目の前でまだ動きを見せない蓮弥に目をやってさらに考える。

　では、その職人がこの蓮弥である場合、抹殺が可能だろうか、と。

　答えは案外早く出た。

　それは今エミルが手にしている剣と床に転がっている剣がこれから魔族に与あたえるであろう被ひ害がいの全すべての、さらに数十倍くらいの犠ぎ牲せいを払えばもしかするとなんとかできるチャンスがあるかもしれない、という絶望的なものだ。

　自殺願望でも無い限り、そんな被害が出ることが分かっているような真似を同胞にさせるわけにもいかない。

「お疲れだろう、レンヤ？　少し私が手伝ってあげようか？」

　なるべく自然に切り出したつもりのエミルであるが、すぐに自分に向けられた蓮弥の懐疑の視線に何か間違っただろうかと焦あせる。

　だがエミルとてそれなりの年月を経へた魔族である。

　焦ったからといってそれが表情に出るような間抜けな真似はしない。

「何かねぇ？」

「いや、俺が頼たのむならまだしも、お前から手伝いを申し出ると言うのがな」

　なるほど確かにそれは怪しい話だと納なつ得とくしつつも、エミルは怪しまれない言葉を必死に探しつつ喋しやべる。

「気まぐれ……と言っても納得しないだろうねぇ。でも私は研究者として君にはもっと別なことをしてて欲しいんだよねぇ」

「研究者が鍛冶屋の真似事ができるとは初耳だな」

　疑いを隠そうともしない蓮弥にエミルは、満面の笑えみでもって答えてやる。

「なにを言うかねぇ愛しきマスター。研究者が鍛冶仕事なんてできるわけないじゃないか？」

「じゃあ何を手伝う気だお前は」

　睨み付けてきた蓮弥の視線の先で、少々もったいぶった仕草を見せながらエミルはまだ蓮弥が手を付けていない鉄のインゴットを手に取る。

　手に取ったインゴットの重さを確かめるように、一度部屋の天てん井じようすれすれの高さまでそれを放ほうり投げたエミルは重力にしたがって落ちてくるそれが目の前を通過した瞬間に両手で挟はさみ込む。

　ぱん、という音が生じると共に、挟み込まれた鉄のインゴットがエミルの両手の平の間から消しよう滅めつし、代わりにその手の周囲に幾いくつかの円に囲まれた図形が出現した。

　疲れてぐったりとしていた体をゆっくりと起こして、驚いた顔をする蓮弥にエミルはそれが法陣と呼ばれるものであることを説明する。

「鍛冶はできなくてもねぇレンヤ。錬金術って知ってるかねぇ？　あれって基本は分解と構築の二つの手順に分かれるんだけどねぇ」

　宙に浮うかび上あがっている法陣に、エミルは右手の人差し指を突っ込んで何箇か所しよかに修正を加える。

　そっちの知識はまるでない蓮弥からすると一体なにをしているのかさっぱり分からない作業になるのだが、しばらく法陣をいじくりまわしていたエミルはやがて一つ頷うなずくとその法陣を指にひっかけてから床へと叩きつけた。

　瞬間、閃光が生じる。

　その眩しさに目を細めた蓮弥であったが、光が消えた時にはエミルが一振りの長剣の刃を持ってにこにこと笑っている姿を見ることになる。

「何が起きた？」

「インゴットを分解して法陣に転てん換かんし、法陣を書き換えることで長剣に整形してみた」

　どうぞと手渡された刃を蓮弥は受け取ってしげしげと眺める。

　その出来栄えは見た限りでは、蓮弥の足元に転がっている長剣と比べても遜色がない。

　しかし蓮弥はじっくりとその刃を観察した後、エミルにぽつりと言った。

「俺が作ったのより、劣ってないかこれ？」

「そりゃねぇレンヤ。レンヤが作業に費やした時間と私が今それを作るのに費やした時間を考えれば、至極当たり前のことじゃないかねぇ？」

「そりゃそうなんだろうが……」

「レンヤ、間に合わない超良品よりも確実に間に合う良品の方が現状求められているとは思わないかねぇ？」

　どこか不満そうな蓮弥を諭すようにエミルは言葉を重ねる。

「確かに、レンヤが思う最高の物を兵士に渡してやりたい気持ちは分からなくも無いんだけどねぇ。でも私達たちはここでの作業をなるべく早くに終わらせて龍人族の勇者の消息調査に向かわなければならないのを忘れていないかねぇ？」

「う、むぅ……」

「自慢するわけじゃないが、私が作ったそれだって人族の普通の店じゃそうそうお目にかかれないくらい高品質だと思うよ？　しかもその高品質の武器を私ならば、魔力の補充さえレンヤがしてくれるならレンヤがそこに転がしている長剣を作るのに費やした時間で、レンヤの兵士全員分くらいなら作ってあげられるんだけどねぇ？」

　エミルの言葉に蓮弥の顔に迷いが浮かぶ。

　自分の足元をきちんと固めることも重要ではあったが、面倒なことはさっさと終わらせたい気持ちも確かに存在するのだ。

「長剣一式と槍の穂先を都合五百セット。できるのか？」

　数が増えてるじゃないかとか数が多すぎる、という言葉をエミルはぐっと飲み込んだ。

　ここでちょっとでも嫌いやそうな顔をしてしまえば、じゃあやっぱり自分でなんとかすると蓮弥は言うことだろう。

　そして多少無む茶ちやな話でも、かなりの速度で蓮弥は剣と槍のセットを作り上げてしまうはずだった。

　今足元に転がされているのと同じ品質の魔剣と魔槍が五百セット出来上がる光景を想像すると、エミルはぞっとしてしまう。

　しかもそれを振ふるうのは、蓮弥に訓練されたキース達とそのキースらと同じような訓練を受けた兵士達だ。

「材料と魔石さえ都合してくれるなら、任せてくれて大丈夫だねぇ」

　内心の動揺は顔に出ないように必死で抑えながら、エミルは笑顔で答える。

「でもレンヤ。レンヤの配下の兵士は三百じゃなかったかねぇ？」

「緊急募ぼ集しゆうで二百増やした。これからキースに訓練させるが、あまり期待してない。せいぜいが三から四人でキース一人分ってとこだな」

「外にいる千人を再訓練したらいいんじゃないかね？」

　街の外に待機している兵士達は基礎はしっかりしているはずだったし、一応は専門の軍属である。

　募集で来た者達を訓練するよりは手間が省けていいだろうとエミルは思ったのだが、蓮弥はそれを否定した。

「ありゃ駄目だ。大公陛下も何考えてるのか分からないが、軍監が付いてる」

　軍監というのは文字そのままに軍を監督する役目を負った者のことだ。

　この場合、国の兵士を例えば蓮弥が勝手気ままに扱わないように監視するべく送り込まれて来た者なのだが、これが旧態依然とした貴族の選民主義に凝り固まった人物で、普ふ通つうに考えれば伯はく爵しやく位いにある蓮弥の方が格が上であるはずなのに、蓮弥の呼び出しに対して新参の貴族に下げる頭など無いと言い捨てて挨あい拶さつをすることすらなかったのだ。

　普通に考えたら目上の貴族に対する礼を失った行為は、そのまま罰せられてもおかしくない話なのだが、この場合の軍監は大公の代理という意味合いも持ち合わせているので、蓮弥がいかに伯爵であったとしても簡単に処しよ罰ばつができない。

　面倒な話になる前に、蓮弥はすっぱりと街の外に居る兵士達については忘れることにした。

　最初からいないものとして、手勢だけで街の防衛を行おうとしたのである。

「それはご愁傷様。さて私は作業に取り掛かかるけれども、レンヤも手伝ってくれるよねぇ？」

　単独での遂行は絶対に無理だと最初から分かっているエミルである。

　いくら錬金術による金属の加工がそれほど手て間ま隙ひまかかっていないように見えたとしても実際はそこそこ繊細な作業であるし、さらに消費する魔力も結構な量に及ぶ。

　ここは情に訴えてでも蓮弥に手伝わせなくては自分が死ぬ、とエミルは顔には出さないまでも心の中ではそれなりに必死であった。

「まぁそうだな。丸投げというのも格好の悪い話だし、その錬金術とやらにも少々興味がある」

「五百セットも作るのだから存分に見せてあげるからねぇ」

　一応、望み通りの台詞せりふを蓮弥から引き出したエミルではあったが、これから必死こいて作らなくてはならない剣と槍の穂先の数を思うと、やはりうんざりとした思いを完全に隠し通すこともできずに、唇くちびるの端と頬ほおを引き攣らせるのであった。
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第六章　後顧の憂いを断つらしい







　蓮れん弥や達たちがクリンゲの街の防備を固め始めてから一週間が過ぎた。

　蓮弥からしてみれば思わぬ長期間の足止めを食らった形になっているのだが、どうしても兵士の急募や装備の更新等をしているとそれなりに時間が経過してしまう。

　兵士の急募の方は、人手だけならばどこに余っていたのやらと思う程ほとんど即時に集まったのだが、そのほとんどは冒険者崩れや兵役についたことのない者であり、教育と訓練に時間を費やしてしまう。

　百の兵士を休息状態とし、百の兵士を防備に回し、百の兵士で集まった二百の募集兵の訓練を行うというローテーションを組んではみたものの、クリンゲの街は大おお騒さわぎの真っ只中状態だ。

　蚊か帳やの外なのは街の外に駐屯している国軍の兵士達であったのだが、こちらは状じよう況きようが変わらず、国から派遣されてきた軍監のもとで動きらしい動きを見せていない。

　蓮弥に至っては完全に彼かれら国軍の存在は思考から外れてしまっており、一週間が過ぎてしまっても軍監の名前すら覚えていないような有様であった。

「一応あれって、大公陛下の名みよう代だい扱あつかいなんですが……」

「メイリア、どうでもいい情報につかう脳みその容量の持ち合わせが俺には無い」

　立場上からなのか、おそるおそる突っ込みを入れるメイリアであったが、にべもなく蓮弥に切り捨てられた後は処置なしといった感じでその件に関しては触ふれないようにしている。

　ただ、この状態には問題があった。

「クリンゲ単体が生き残っても、領内の防御としては意味が無いのではないか？」

　シオンがそんな指摘をしてきたのは、珍めずらしく全員が一堂に会した夕食の時のことだった。

「確かにあの軍監はちらっと見ただけではあるがいけ好かない人物ではある。しかし、現在は事情が事情なのだからこちらが折れても助力を乞うべきだと思うんだ……が……」

　食事の手を止めて、自分の考えを述べるシオンであったがその声はだんだんと尻しりすぼみになっていく。

　それはテーブルを囲んでいるシオンと勇者を除いたメンバーが目を剥むいた状態でシオンを凝ぎよう視ししていたからだ。

　何か自分が恐おそろしい勘かん違ちがいでもしたのだろうかと焦るシオンの目の前で、顔を青ざめさせ体を小刻みに震ふるえさせながらメイリアが呟つぶやいた。

「姉様がまともな意見を口にしている……」

「メイリア!?」

「明日は……この世が終わるのでしょうか？」

　胸の前で手を組み、そっと涙なみだぐむローナ。

「マスター、どうやらお別れの時が近いみたいなの」

　神しん妙みような面おも持もちで目尻に涙を溜めて蓮弥に告げるフラウ。

　その幼げな顔に湛たたえられた悲壮感は深刻なもので、見る者に否応無く不安を抱かせる。

「ローナ!?　フラウまで!?」

「なぁ、なんでみんなあぁいう対応になってんだ？」

　事情が分からないレパードが、小声で蓮弥に尋ねると、蓮弥は最初の驚きから立ち直ったのか落ち着いた声こわ音ねで同じく小声で答えた。

「脳筋の残念なコがたまにまともなことを言うと世界が滅びるという常識を知らないのか？」

「ねぇよ、んな戯たわけた常識はよ」

「お前も賢いフリをして、妙なことを口にするんじゃないぞレパード。世界が滅びたらどう責任を取るつもりだ？」

「うるせぇよ。誰だれが脳筋だ誰が。とんだとばっちりだなおい」

　戦せん闘とう狂きようの自覚はあっても脳みそまで筋肉であるという自覚は無いのかと、可哀想な子を見る目になる蓮弥に、レパードがたじろぐ。

　思わず助けを求めてカエデに視線を向けるレパードであったが、カエデが蓮弥と全く同じ目をしていたのであえなく撃げき沈ちんする。

「そういえば以前に、ちょっとは脳みそが入っているような世よ迷まい言ごとを口にしていたな。ちゃんと教育しておけよカエデ」

「御意。ご迷めい惑わくをおかけします」

「おいこらカエ……デ？」

　神妙な面持ちで頭を下げるカエデに、流石さすがに抗議しようとレパードは声を上げたのだが、すぐにそのカエデがとても哀しそうな顔をして自分を見ているのに気がついて言葉が途切れる。

「レパード、私は貴方あなたが度を過ぎた脳筋でも愛し続ける自信があります」

「は、はぁ……そう、ですか？」

　思わずおかしな口調で答えてしまうレパード。

　カエデはそっと目頭を押おさえて俯きつつ、言葉を続けた。

「ですが、自分が脳筋であると認められない虚栄の貴方を愛する自信は……」

「おいこら」

「どうか……どうか素直になってくださいレパード！」

「状況に乗って遊ぶんじゃねーぞ！」

「と、まぁラブラブな脳筋と腹黒は放っておくとしてだ」

「さらっと私まで貶けなされました!?」

　淡々と喋る蓮弥に、ショックを受けたようなカエデ。

「今のところ、外の国軍と仲良くするメリットがない。五百が千五百になったところで領内全域を防衛できるわけじゃないし、食い扶持が千増えるだけだ。クリンゲの街だけの防衛なら五百で十分だろう」

「見捨てるつもりかねぇ？」

　笑いを含ふくんだ声でエミルに問われて、蓮弥は顔を顰しかめた。

　そうだ、とは立場上答えにくい。

　一応とはいえ蓮弥はトライデン公国の貴族ということになっている。

　国軍の兵士を見捨てるという言葉を肯定してしまうことはできない話だ。

　だからといって違ちがうとも答えにくい。

　本音を言えば、蓮弥は協力する気のない軍監もろとも国軍を、もし襲撃があった場合は助ける気がないからだ。

　軍監が気に入らないからその部下も知ったことではない、と言いたいわけでもない。

　軍監は気に入らないが、その部下の面倒まで見る余裕がない、ということだ。

　クリンゲは新しい都市であり、その周辺に建設されていた村等もまだ新しいものだ。

　それらがほとんど成果らしいものを挙げていないうちに、引き払って放ほう棄きしなければならないというのがクヌギ領の実態である。

　食料や資材や資金に関していえば、全く余裕が無い。

　自分の領民と兵士に十分にいきわたらせるのが先決であり、国軍の面倒まで見ていられるかという状況なのだ。

「自分の面倒は自分で見てくれ、というだけの話だ」

　内心の想いが声や表情に出ないように気をつけつつ蓮弥が言えば、エミルは声を立てて笑った。

　少し気を悪くしたように蓮弥が睨にらみつけると、しばらく笑い声をあげた後でエミルは謝罪の言葉を口にしながら目尻に浮かんだ涙を拭う。

「いやいや、ごめんごめん。全くその通りだねぇ」

「謝罪する気持ちがあるなら、ついでだから一つ答えてもらおうか？」

　睨み付けた視線をそのままに、蓮弥が問いかけるとエミルが顔から笑みを消した。

「何かねぇ？　私も知ってることしか答えられないんだけどねぇ」

「樹林迷宮の人ひと族ぞく側の出入り口、潰しておくべきだろうか？」

　蓮弥の言葉に、シオンとメイリアとローナ、それに勇者二人と巫み女こは首を傾かしげる。

　蓮弥の質問が唐突過ぎて、今何な故ぜその話題を持ち出してきたのか全く分からないのだ。

　それと対照的に顔をほんの少しだけであるが強こわ張ばらせたのがクロワールであり、表情を変えないまでも蓮弥の顔に視線を向けたのがフラウだ。

　それらの反応の差は、持っている情報の差とも言える。

　問われた当のエミルはといえば、少し考え込むような素振りを見せた後で、逆に問い返す。

「それは研究者としての意見を私に求めているのかねぇ？」

　蓮弥はただじっとエミルを見るだけで答えない。

「樹林迷宮の出入り口と言いますと……」

「レンヤが魔術で壊滅させたあの森だな」

　どこか懐かしそうなローナとシオン。

　懐かしがるような話じゃないんだがなと思いつつ蓮弥は頷いた。

「人族の大陸において、妙な化物が湧いて出たのが樹林迷宮の出入り口であり、エルフの国を襲撃した軍勢が湧いて出たのも確か樹林迷宮じゃなかったか？」

　蓮弥が魔術で引き摺り下ろした冷気の塊かたまりにより、人族側の樹林迷宮の出入り口は一度完全に氷の世界に閉じ込められるような状態になった。

　流石に永続性があるわけもなく、ある程度溶とけた時点でトライデン公国が近くに監視の為ための砦とりでを建設し、現在は終始監視の目が注がれる状態だ。

「そういえばエルフ側のはどうなったんだ？」

「クロワール達が去った後、元々あった砦よりさらに堅固なものを建てて常駐する兵士の数も増やした状態で監視している」

　その話の直後に蓮弥にくっついた状態で人族の大陸に渡ったクロワールは事情を知らなかったようで、代わりにグリューンが答える。

「なるほどねぇ。つまり人族の大陸もエルフの大陸も、どちらも樹林迷宮を基点にしてトラブルが起きているということなんだねぇ」

　頷きつつ、考えをまとめるように目を伏せながら言うエミルの声はいかにも今その情報を得ましたというような声音だ。

　その声音も受け取り方は、聞いている者によってまるで異なる。

「それなら研究者の意見なんて必要無くないかねぇ？　潰せるなら潰しておく方が確実じゃないかねぇ？」

「なんでそんなことが出来ると思う？　なんとなくなんだが、龍りゆう人じん族ぞくの大陸も似たような話じゃないかと思うんだ」

　蓮弥の質問に今度はエミル以外の全員が訝しげな表情で蓮弥を見た。

　そんなの分かるわけがない、あるいはその理由が分かったところで既すでに龍人族の大陸とは連れん絡らくがつかないのだから意味がないのではないかと思ったのだ。

　それに対してエミルは、一人難しい顔をして蓮弥を見つめている。

　エミルは、蓮弥が今この時にその質問をしてきた意味をなんとなく把は握あくしていたのだ。

「……その質問に答える前に一つ私からも質問していいかねぇ？」

　蓮弥は頷く。

　エミルは一つ息を吐はき、自分を落ち着かせるように胸の辺りをトントンと叩いてから質問を口にした。

「レンヤは、魔ま族ぞくを……滅ぼすつもりかねぇ？」

「いや、そんなつもりはカケラも無いぞ？」

　答えは即時に返って来た。

「そもそも俺は面倒なことは嫌きらいだ。魔族だって中央の領地から他の種族の領地に出てこないなら、気に留めることもなかった相手だぞ？」

「いや、それもちょっと……」

「レンヤ……一応魔族は大陸上全ての種族の敵なんだが……」

　少し情け無さそうな表情になるエミル。

　あまりに素っ気無い蓮弥の返答に、そっと突っ込むシオン。

　シオンの突っ込みに蓮弥は一度きょとんとした顔を見せてから、まるで今その事実を初めて聞いたかのようにエミルに尋たずねる。

「そうなのか？」

「いやレンヤ、私に聞かないで欲ほしいねぇ」

　真顔で話を振られて、慌あわてて首を振るエミルだが、一つ咳払いをして雰ふん囲い気きを仕切りなおす。

「つまりレンヤの狙いは魔ま王おうだけと考えていいのかねぇ？」

「その魔王も出てこないなら、わざわざ討とう伐ばつする気もないんだけどな」

「レンヤらしいねぇ」

　呆あきれたというか納得したというか、どこかさっぱりしたような表情でエミルはそう言うと、腕うでを組み腰こし掛かけていた椅い子すにふんぞり返るようにして足を組む。

「転移門に必要なのはタダ一つ。それは経路パスだ。通常人族なんかが街ごとに作っている転移門はあらかじめ相当昔に作られた経路に枝をつけて、無理矢理通れる道を作っているだけにすぎない。だから街の数が増えれば増えるほど経路は混雑し細くなり、そのせいで一度に飛ばせる数が少なくなっている。多分、今使われている各経路はほとんど限界に来ているんじゃないかねぇ」

　居並ぶ一同はへぇそうなんだ、くらいにしか思っていないがこの場に専門の魔術師がいたのならば、おそらくは腰こしを抜かして驚おどろいたことだろう。

　そもそも転移門が一度に運べる分量が決まっているというのは、それが常識として受け入れられるくらいの時間が経過するほど昔から決まっていることであり、転移門を作動させる為に大本の経路が存在することや、その経路が容量的に限界に近い等ということは通常知られてはいないからだ。

　それを知るのは魔術師の中でも転移門の設置に携わる極限られた一部の魔術師だけであり、さらに彼らは守秘義務を課せられていてそのことを口外することがない。

「経路の作り方は色々あるんだけどねぇ。地下迷宮の出入り口なんて素材的には最適だと思うねぇ。ただその場合、内部を完全に踏破している必要があるんだけどねぇ」

「その場合、片方を崩せば経路は断てるか？」

「そりゃ多分そうだろうねぇ」

「そうか……いやエミル、研究者としての立場からの意見は助かる。ククリカに駐在しているリアリスに連絡を取ってみよう」

　蓮弥はエミルに向き直ると頭を下げて礼を言う。

　そんな蓮弥にエミルは慌ててふんぞり返っていた姿勢から一転して腕を解き、前のめりになるような体勢へ変化すると首を勢い良く左右に振る。

「そんなことをされるようなことじゃないから止めてくれないかねぇ？」

「エミルさんも照れたりされるんですね」

　慌てたエミルの反応がおかしかったのかローナが笑うと、エミルは決まり悪そうに頬の辺りを指で擦りつつ全員の視線から逃にげるかのようにそっぽを向いた。

　蓮弥が顔を上げた時には、頬やら耳やらをほんのりとだが赤く染めて必死に明後日あさつての方向を向こうとするエミルと、それをなんだか生暖かい視線で追いかけるトライデン公国組というよく分からない光景を目にすることになったのだった。




〈マスター、エミルを試ためしたの？〉

〈うんまぁ……状況的にどっちに付くか分からない奴やつを懐ふところに置いておくというのもな。それですぐにククリカのリアリスに手紙を届けてもらえるか？〉

〈了りよう解かいなの〉







　蓮弥達が食堂で会議をしてから二日後のこと。

　クリンゲの領民達は毎日のように瘴しよう気きの森もりの方角を気にしつつ、いつそこから魔ま物もの達たちが攻め込んでくるのかと戦々恐きよう々きようとする毎日を送っていたのだが、何故かその気になる瘴気の森方向からではなく、自分達の背後にあるククリカの街方面から何か妙みような気配を感じていた。

　噂うわさで大公陛下が樹林迷宮の出入り口を監視させていた兵士達を一斉に引き上げさせたという話もあり、もしかしてその辺りで何か起こるのではないかと、ある程度情報に通じている者達の間ではまことしやかに囁かれていたのだが、それが現実のものとなろうとしていた。

　とはいっても、それを知る者達が予想していたのとはかなり違った方向への現実化ではあったのだが。

「い……いいのかなー？　ほんとーにいいのかなー？　許可はもらってるけど、ほんとうにいいのかなー？　って誰も返事はしてくれないんですけど」

　どこか虚うつろで平へい坦たんな声で、事が始まってからずっと呟いているのは、真っ赤な鎧よろいに身を包つつみ、手には竜の意匠が施ほどこされた槍やりを持っているリアリスである。

　何かそれっぽい格好を、と言う大公陛下の意思で彼かの女じよに下か賜しされた装備一式であるが、見た目の派手さに比べて何の効果も施されていないという事実からしていかにリアリス自身が竜の附属品扱いされているのかということが分かってしまう。

　普通ならば気を悪くするような扱いではあるのだが、リアリスに関しては彼女自身がそのことを十二分に承知している状態なので、附属品扱いされることに何の不満も抱かない。

　むしろそれ以上の扱いはしてくれるなと日々祈いのってるくらいなものである。

「アズ連れて来るんだったかなぁ。竜騎兵のお仕事くらい一人で行きなさいって酷ひどいよね。お仕事に関してはちょっとアズってば厳しすぎると思うんだけど、ドラ君はどう思う？」

〈比ひ較かく的どうでもいいと思いますが〉

　わっさわっさと翼を羽ばたかせながら、悠々と空を飛びつつ地面を見下ろしているドラ君から返ってきた念話は、本当にどうでもいいと言いたげな興味の全くなさそうな感じであったので、リアリスは不満げに平手でドラ君の背中を叩く。

「どうでもいいって酷くない？　主がこんなに困り果ててる時に慰めの言葉の一つもないの？」

〈私、ドラゴンですので、人の心の機微は理解できかねます〉

　ぺちぺちと背中を叩かれる感かん触しよくを、そんなに嫌なものではないと感じつつドラ君は空を飛ぶ。

　初期の頃ころは空を飛ぶたびにがちがちに緊きん張ちようし、乗るというよりはしがみついているといった方が正しいようなリアリスであったのだが、慣れとは恐ろしいもので最近はドラ君がどれだけ速度を出そうが妙な空中機動を行おうが騒さわぎ立たてることがなくなった。

　ほとんど無理やりであったとは言っても一応騎竜として、ドラ君は自分の背中に乗せている竜騎兵を振り落とすような真似をするつもりは毛頭なく、たとえ逆さになって飛行してもリアリスの体をドラ君は魔ま力りよくでがっちりと保持していたのだが、騒がれなくなればなったで少々寂しいものを感じなくも無いドラ君であったりする。

　そんな慣れを見せるリアリスでも、今眼前に広がっている光景はやはり緊張するのだろうなぁとドラ君は視線を自分達の真下へと向ける。

　一番下である地面に見えるのは、人族が樹林迷宮と呼んでいるダンジョンの出入り口がある森だ。

　正確に言えば森だった場所である。

　どうやったらこんなに荒らされるのだろうと首を捻ってしまうその森だった場所の近くには、人族の兵士達が駐留していたらしい建物が見えるが、今は人っ子一人いないらしく静まり返っていた。

　ドラ君の竜の視力で確かく認にんしても人の姿は無く、念には念を入れて他の竜りゆう達たちにも確認してもらっている。

　その上空、地面とリアリス達との間のちょうど中間くらいの高さには真っ赤な体を日光に晒し、こちらはゆっくりと同じところを何度も旋回している十数匹ひきの竜達の姿があった。

　はっきりと異常事態である。

　ただでさえそうそう遭そう遇ぐうすることのない竜の、しかも炎ほのおの力を強くその身に宿した個体ばかりが一箇所に集まって旋回している光景等、大陸のどこへ行っても見ることができないはずであり、事情を知らぬ者が見ればどんな天変地異が起きたのかと目を疑うこと間ま違ちがいなしだ。

　これらの竜達はドラ君が連絡の付く個体に片っ端から連絡を入れて呼び集めた結果である。

　別に来てくれなくてもいいんだけれども、この召集に応じなかった場合は馬ば鹿かげた桁の魔力を持ち、刀を携たずさえた人族と遭遇した場合に、命乞いをする暇ひますら与えられないのでそれでも良ければどうぞ無視してくださいな、という言葉を感情を交えず事務的に送りつけたドラ君であったのだが、その呼びかけに対する反応は中々のものであった。

　確かに人族ごときに何をそんなに大騒ぎしているのかと、ドラ君の言葉を全く意に介かいさない個体もいたことにはいたのだが、声をかけられた大半の竜達はその住処から全速力でもってドラ君の下に馳せ参じたのだ。

　刀を携えた人族云うん々ぬんというくだりはドラ君なりの冗じよう談だんのようなものであったのだが、どうやら前に蓮弥をその背中に乗せたエメドラ君があちこちで彼に関する話をしているようで、竜達の間でもそこそこの知名度があったらしい。

　召集に応じなかった個体の居場所はあとでこっそりとリアリス経由で蓮弥に届けておこうと思うドラ君である。

　きっと事が落ち着いたら嬉々として食材と素材の調達に行くことだろう。

　そんなドラ君の思念を、眼下にいる竜達からの念話が中断させる。

　眼下の竜達は一度に、しかも雑多に無秩序に念話を飛ばしてくるものだから、ドラ君も彼らが一体何を訴えたいのか最初は分からずに混乱しかけたが、一つずつ言葉を拾っていくとどうやら何い時つまで待たせるつもりだ、とか早く始めろとか言いたいらしかった。

　確かに、集めるだけ集めてみた後、行動に移すまでの時間がドラ君からしても長すぎるように思うのだが、その合図を出だせるのはドラ君の背中でいまだぶつぶつと文句を言い続けているリアリスだけであり、ドラ君にはどうすることもできない。

　とりあえずはぎゃあぎゃあ騒いでいる仲間達を宥なだめすかして落ち着かせてから、ドラ君は背中のリアリスに話かける。

〈マスター、あまり待たせると彼らも痺れを切らします〉

「それで？」

〈もうやらなきゃならないのは確定しているのですから、さっさと号令を頂ければと〉

「いや待って待って、だってこれ号令かけたら何がどうなるのかは分からないけど、絶対とんでもないことになるよね？」

〈はぁ……〉

　今更何を言うつもりだと思うドラ君であるが、相手は主であり正直な心情を吐と露ろするわけにもいかずに気の抜ぬけた返事をする。

　そんなドラ君の心情には全く気がつかないリアリスは、ドラ君の背中に騎乗した状態で腕を組み、さらにぶつぶつと呟き続けている。

「これもしかして、私あんまり良くない話で歴史に名前を残すようなことになるんじゃ……」

〈そんな心配されなくても、マスターは既に竜騎兵として人族の歴史とやらに間違いなく名前が残りますけど〉

「私、ただアズの奥さんになりたかっただけなんだけどなー……」

　どこか遠い所に視線を飛ばしつつ、ぼやきというか愚ぐ痴ちというか、なんともいえない雰囲気の呟きを漏もらし続けるリアリス。

「どこで道を踏ふみ外しちゃったんだろう？」

〈奥方になられるだけなら、ちゃんと目的は達成されると思いますが？〉

　人族等にはほとんど興味の無いドラ君の目から見ても、アズという魔ま術じゆつ師は無愛想でとっつきにくい部分はあるが、正直で誠実な人柄であり、なによりもあのレンヤの極きわめて少ない男性の友人なのだ。

　リアリスの望みも知っているのできちんとそれを叶えてくれるだろうし、その後もちゃんと付き合っていくであろうことはドラ君も保証できる話だった。

「何か違う気がするの」

　そりゃそうでしょうねという返事を飲み込んで、ドラ君はしばし考えた後で。

〈それは……どこで踏み外したといえば、レンヤさんに相談した時点で間違いないかと？〉

「やっぱり？　いや、でもレンヤさんには感謝してるんですよ？　私一人じゃきっとアズの奥さんにはなれなかっただろうし」

〈同意します、マスター〉

「でもね？　その……もっと穏便な方法は無かったのかなーって思うんですよ」

　リアリスはドラ君の背中から眼下を見て、なんだか自分達の方を向いてぎゃあぎゃあ騒いでいる竜りゆう達を見る。

　彼らの念話はリアリスに届くことはないので、何を言っているのかはリアリスにはさっぱりであったが、何か責められているような雰囲気であることだけは理解したらしく、リアリスはドラ君の背中の上で居心地悪そうにみじろぎした。

「少なくとも普通の奥さんって、竜の飛行小隊とかに号令出したりしないですよね」

〈さぁ？　生あい憎にくと私はドラゴンですので、人族の普通の奥さんと言う存在に関しては知識がありません〉

　答えるドラ君をリアリスはジト目で睨みつける。

「本気で言ってる？」

〈無論冗談です。そろそろ諦あきらめてくださいよマスター。それでなくとも我々がここでこんな数でたむろしているだけで、事情を知らない人族は大騒ぎなんですから〉

　トライデン公国の上層部にはリアリスから一応事の次し第だいの説明は行っていた。

　その上で大公陛下の許可を取ってきているのだが、その話は上層部に留とどまっており、民草に広く知しれ渡わたっているわけではない。

　竜達たちは姿を隠かくそうともしていないし、そもそも隠れる場所も無いのでリアリス達の姿はかなりの数の旅人等に目もく撃げきされてしまっている。

　以前はククリカから先には開拓村くらいしか人の住んでいる場所が無く、人の往来はそれほど無かったのだが今ではククリカの先には蓮弥が治めているクリンゲがあり、人の往来はその以前に比べると格段に増えていた。

〈我々を見た旅人は間違いなく、ククリカかクリンゲのどちらかに駆け込んで大騒ぎするはずですよ〉

「そうですよねぇ……あーもう、腹を括くくるしかないのかー！」

　一いち度ど天を仰いで、大声を張り上げたリアリスは、すぐに視線を眼下へと戻もどすとドラ君の首筋を一つぽんと叩たたいた。

「ドラ君通達！　全員攻こう撃げき準備！」

〈マスターより通達。全員攻撃準備。繰り返す。攻撃準備。尚なお、当該目標に関しては魔族の手がかけられている可能性あり。各自、総力を尽くすことを期待する〉

　ドラ君から発せられた命令は各竜にそれぞれ通達され、彼らは一度大きく羽ばたくと螺旋を描きながら上じよう昇しようしドラ君が飛行している高さと同じ高度まで上がってくる。

　示し合わせていたわけでもないというのに、そのまま彼らはドラ君を追尾するようにきれいな編隊を組んで飛行を開始し、リアリスの号令を待つばかりとなった。

〈マスター、攻撃準備完了〉

「全員攻撃開始！　あ、周囲への被ひ害がいは最小限にお願いします」

　さっとリアリスが手を振ふり下ろすと同時に、ドラ君が急降下に入る。

　それに続いて次々に急降下を始める赤い竜達の口には、限界ぎりぎりまで溜め込まれた炎の魔力がちらちらと赤い光を放っているのが見えた。

　見る見るうちに近づいてくる地面。

　何度見ても嫌いやなものだなぁと思うリアリスの思念を感じつつ、ドラ君はその顎あごをひらいた。

〈放て！〉

　ドラ君は念話を飛ばすと同時に、口の中で膨れ上がった炎の魔力を息い吹ぶきとして吐き出す。

　吐き出した炎の行き先を確認することもなく、ドラ君はすぐに首を持ち上げて急降下から水平飛行へと移行。

　背後に続いた竜達も次々に炎を吐き出しては水平飛行へ移ってドラ君を追う。

　急降下から体勢を立て直すのに意識を傾けている竜達の代わりに、リアリスがドラ君の背中から背後を振り返かえって今の攻撃の成果を確認しようとして、目の前の世界が真紅に染まるのを見て目が点になる。

　十数匹の竜達が、全力で吐き出した炎の息吹は地面へ突き刺ささると同時に天へ向かって火柱を立ち上げた。

　爆ばく音おんが地面を吹き飛ばし、めちゃくちゃに撒き散らかされた高温の炎が燃えそうなものも燃えなそうなものも一いつ緒しよくたにして燃え上がらせる。

　空中にいるリアリスは、その爆音だけで体の芯まで痺れるような衝しよう撃げきを受けていたが、地面の方はその程度では済まされず最初の攻撃の余波だけですぐ近くにあった石造りの砦があっけなく崩ほう壊かいしていった。

「なんですかこれ……世界でも終わるの？」

〈二次攻撃準備。全員続け〉

「え？　まだ撃つの？」
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　今ので十分だろうとリアリスは思うのだが、竜達にとってはまだまだ序の口であったらしい。

　水平飛行から一度旋回して、ドラ君を先頭に立てた竜達は、燃え盛る地面からの熱をものともせずに低空飛行に入ると、今度は先ほどの一いち撃げきのような溜めたものではなく速射状態と言っていいような間断のない炎の攻撃を吐き出し始める。

　それは蓮弥が見ていたのならば絨じゆう毯たん爆撃に近いなと思うような攻撃であった。

　半ば諦めて耳を塞ぎ、状況だけを目で追っているリアリス。

　その視界では何もかもが赤い炎の色に彩られて消えていく。

　石造りの砦は最初の衝撃で崩壊した後は、満まん遍べんなく吐き出された炎の熱によって段々と真っ赤に熱せられていき、ある時点を越こえると今度はどろどろと溶とけ始めた。

　地面は最初こそ爆ばく発はつにより巻き上げられる土の色を見せていたが、それも何回目かの爆撃を受けた辺りから段々と赤い色へと変わってゆき、やがてはこちらもどろっとした真っ赤な液体へと姿を変える。

　気がつけば、空は黒煙に遮られて太陽の光を失い、地面が放つ真っ赤な炎の照り返しを受けて不気味な光景を晒さらしていた。

　大気が熱せられてゆらゆらと陽かげ炎ろうを生じ、リアリスは息苦しさを感じてごくりと喉を鳴らす。

　もっともリアリスの体はドラ君の魔力で守られており、息苦しさや暑さを感じることは無かったのだが、もし彼女がなんの守りも無くその場に居合わせたのであれば熱せられた大気に肺を焼かれて瞬時に絶命していたことであろう。

〈攻撃止やめ。各自周囲を走査〉

　ちょっとやりすぎだろうかとドラ君が思い始めた辺りで、ドラ君は攻撃を停止させた。

　そのまま自分達の攻撃がどの程度の成果を挙げたのかを調査するように指令を出す。

〈攻こう撃げき範はん囲い内に建造物等の痕跡なし。生命の反応なし〉

　自分の所に上がってくる他の竜達からの情報をまとめて、ドラ君はリアリスに報告する。

〈マスター、目標物の完全破は壊かいに至ったと思いますが？〉

「あ、はい……ちょっとやりすぎじゃない？」

　見渡す限り炎と煙だけの世界はリアリスからしてみれば、世界の終わりとはこんな感じでやってくるのではないかと思ってしまうような光景だ。

　いくらなんでもここまでやる必要があったのだろうかと思うリアリスであるが、ドラ君からの返事は淡々としたものだった。

〈足りないくらいならやりすぎくらいの方がマシだと思います、マスター〉

「そうかなぁ？　確かに足りなくてレンヤさんに怒られるよりはいいのかな？」

　手を抜くことで蓮弥に何をされるか分からないようなことになるくらいならば、多少やりすぎに見えても完全にやる方が良いに決まっていると言うドラ君の主張は、リアリスにも理解できた。

　そう考えてしまえば、目の前に広がる火の海は、結末としてはまぁまぁなのではないかとも思えてしまう。

「とりあえず……依頼は達成したのだから良いということにしましょうか」

〈了解。各員、作戦は終しゆう了りよう。協力に感謝する。後で各自住処の位置をこちらに報しらせること。あの怖こわい人族に報せて協力的な竜だった、と報告しておく〉

　ドラ君の念話に反応して、あぎゃあぎゃと騒ぎ出した竜達。

　その様子がなんだか絶対だぞ、絶対だからなと念押ししているように見えて、リアリスは場所と状じよう況きようも弁わきまえずに吹き出してしまう。

　実際、そのようなことを竜達はドラ君に念押ししていたのではあったが。

　かくして、竜騎兵リアリスの指揮の下、人族の大陸に古くから存在していた樹林迷宮の出入り口は完全に消しよう滅めつさせられることとなったのである。







「ということで後顧の憂いが無くなりました」

　唐とう突とつな話し方で蓮弥が切り出したのは自分自身の執務室においてである。

　呼び出されたのはシオンとメイリアの二人だけ。

　他のメンバーはと二人が問うと、クロワールとグリューンは蓮弥の意向に沿うから適当に話を進めてくれと言って参加せず、レパードとカエデは面めん倒どうそうな話はパス。

　エミルは蓮弥に全すべてお任せしますとだけ言い残して姿を消し、クルツはお世話係の巫女と一緒にお昼寝ね中だ。

　ローナは般はん若にやの形相で書類処理に追われており、話に参加するほど暇じゃありませんと言い捨て、自然と消去法で呼ばれたのがこの二人だったというわけだ。

　一人フラウだけは呼ばれなくても蓮弥の傍かたわらが定位置である。

「レンヤ……言葉は正しく使うべきだろう？　どう見てもこれは後顧の憂いを無くしました、が正解だ」

　酷く怪しげなものを見る目で手元の書類を読んでいたシオンが、顔を上げてわざわざ訂正してくるが、蓮弥はそれには全く取り合わずに続けた。

「後顧の憂いが無くなりました」

「二度言う程大事なことかな？」

　言っても無む駄だらしいことを即時に悟さとったシオンは首を傾げる。

「出て来られるものならやってみろというレベルで潰してやったから、安心だぞ？」

「そうみたいだね……」

　シオンが手元に持っている書類は、蓮弥が作成したものではなく大公陛下の手の者により作成され、蓮弥の知らないルートでシオンとメイリア宛あてに送られてきたものだ。

　折角大公陛下がそんなルートで送ってきた、おそらくは秘密文書扱あつかいのはずの書類だというのに、メイリアもシオンもあっさりとそれを蓮弥に見せてしまっている。

　国の秘密文書が貴族の一人に筒つつ抜ぬけでいいのか、と蓮弥は危惧するのだが、そもそもの張本人が貴方あなたでしょうにという冷たいメイリアのツッコミを受けてそれもそうかと納なつ得とくしてしまっていた。

　その文章の中身は、先日竜騎兵リアリス以下十数頭のドラゴン達が行った対地攻撃の結果についての報告書のようなものだ。

　ちなみに蓮弥にはさらに別ルートから、希少な存在である竜騎兵を勝手に使わないで下さいという大公陛下からの叱責が書かれた文章が送られて来ていたのだが、その文章にさらに添付されていた手紙には、他の貴族の手前もあるので形式上送っておきます、特に罰則も無いので黙だまって受け取っておいて下さいという大公直筆の文章が書かれていたので、大公というものも大変なのだなぁという同情の念と共に蓮弥はその書面を黙って受け取っている。

　それはともかくとして、報告書の方は一言で言えば「調査継けい続ぞく中」というものだ。

　事が起きた後で、慌ててククリカにいる魔術師達が駆り出されて現地の詳しよう細さいな調査に入ったのだが、地面に対して打ち込まれた竜の息吹の熱量が凄まじ過ぎて防御の魔術を展開した魔術師達でも樹林迷宮の出入り口があった地点に近づけなかったのである。

　それどころか未いまだに立ち込めている熱気にやられて少なくない数の魔術師達がいきなりリタイヤし、仕方なく調査に赴いた魔術師達は熱気が弱まるくらいに離はなれた地点に結界を張って、そこから探査系の魔術や法術によって調査を行ったのだが、詳くわしいことはほとんど分からなかった。

「ククリカの魔術師って結構無能？」

　言った蓮弥の口調と表情に悪気は無いが、シオンもメイリアも盛大な溜ため息いきをついてそれに答えた。

「それ聞いたら、ククリカに住んでる魔術師達、泣くだろうな」

　そもそもが、人が近づいたら死ぬような環境下で調査を行えと言う方が無理だとシオン等は思うのだが、蓮弥には通じない理屈であったらしい。

　近寄れないということは魔術で調査するにしてもまず距きよ離りをなんとかしなくてはならず、目的の場所に届かせるためには当然魔術につぎ込まなくてはならない魔力の量も増える。

　さらにその場所が術者から離はなれれば離れるほど術の精度が落ちていき、術の制せい御ぎよに関しても非常に繊細な技術を必要とされる。

　これら二つのマイナス要素を抱えた状態で、さらにぎりぎりまで近づくために結界の維い持じまで行わなくてはならない魔術師達の苦労は推して知って欲しいところなのだが、こっちも蓮弥には今ひとつぴんと来ない話だった。

「そんな大変か？」

「いえ、そりゃレンヤくらいの魔力があれば出力だけで走査できるのかもですけれども」

　自分と較くらべないでくれと声を大にしたいシオンである。

　蓮弥が保持している魔力は、延々とフラウに供給され続けており、ひたすら魔石を生み出しつつその保有量を増やし続けている。

　シオンやメイリアは専門家ではないので今現在蓮弥の魔力量がどの程度のものであるのかは分からなかったが、こっそりと専門家っぽいエミルに聞いた所では普ふ通つうの魔術師が保有している魔力量と比較して、蓮弥の魔力を百とした場合。

「ほぼ０だねぇ」

「……はい？」

　一いつ般ぱん的てきな魔術師の魔力量の比較値を聞いたのですけれどもと問い直すシオンに、エミルはきっぱりと告げた。

「だからほぼ０。計測不能なほど極小。較べるだけ無駄」

　というやりとりがあった。

　注ぎこむ魔力が膨大で、出力が上がれば多少精度が悪くても結果は出る。

「魔術においてはレンヤって、脳筋と同じ考え方をするよな？」

「それは……返す言葉が無い」

　ちょっとしゅんとした蓮弥にシオンは微び笑しようを浮うかべた。

　他の魔術師が聞いたら卒そつ倒とうしそうな話ではあるが、蓮弥は自分に魔術の才能が無いと思っている。

　適性はあの幼女神様からもらっているので、あることは疑いようがなかったのだが、運用に関する才能がまるでないと蓮弥は思っているのだ。

　どうしても考え方が大出力、大火力、広こう範はん囲いといった大雑把な代しろ物ものになってしまうというのがその理由である。

「それはまぁそれとしてだ。結局この報告書は何が言いたかったんだ？」

「良く分からないけれども、樹林迷宮自体は完全に破壊されたものと思われるって結論が末尾に書いてある」

「それだけ書いとけよ。他の部分無駄じゃないか」

「レンヤは一般的な魔術師に会わない方がいいな。絶対に泣かれる」

　シオンの言葉に、アズならば自分の意見に賛成するだろうになと蓮弥は思った。

　もしこの予想が正しい場合、シオンの言葉から考えるとアズは一般的な魔術師では無いことになってしまう。

「まぁそっちはそれとしてだ。後顧の憂いが無くなった以上、ここから取るべき道筋を考えなくてはいけない」

「道筋？」

「龍人族の国に行くのではないの？」

　蓮弥の傍らに立つフラウが不思議そうに尋ねる。

　シオンとメイリアも同じ意見だった。

　蓮弥達たちがクリンゲにある程度滞在しているのは、蓮弥達が龍人族の国に赴いている間に魔族の襲来があった時に備えてクリンゲの準備を行う為ためであり、準備が終わったのであればそちらに赴おもむくのが当然であろうと思ったからである。

「瘴気の森をな、こうどばーっと広範囲に焼き払はらいたい気分が……」

「気持ちは分かるの。でもあれは魔族の領域との境界の意味合いもあるから無意味に焼き払うのはどうかと思うの」

　蓮弥が危惧しているのは、瘴気の森からの魔ま物ものの襲撃だ。

　瘴気の森の中には、流石さすがに偵察の兵士等を入れておくことができずに、蓮弥は領内の偵察等は森の境界ぎりぎりを周回させるに留めている。

　だが、その偵察兵達が森から出てきた魔物に気づいた時点で、戦いとしては後手に回っていると蓮弥は思っていた。

　なにせその偵察兵が報告を上げる頃には、敵軍はほとんど都市の傍そばまで来てしまっているはずだからである。

　それを防ぐためには、森を大きく焼き払って視界を確保し、視点を高くするために砦とりでのようなものをいくつか建設するという方法があるが、フラウはその焼き払うという行こう為い自体を止めたのだ。

「瘴気の森自体、人族の敵でもないし魔族の味方というわけでもないんです。魔物もあの森を抜けるのにそれなりに被害を受けるので焼き払って土地を開けてしまうと魔族側の侵しん攻こうを助ける結果になりかねない、ということなんですよ」

「何がいるんだあそこ……」

　メイリアの説明は納得できる部分もあったが、納得しかねる部分もあった。

　瘴気の森に生息している魔物が同じ魔物の邪じや魔まをするとは考えにくい。

「あそこの奥には……普通に生き物を食べる植物が生息してるらしいですから……」

「なるほど」

　植物にとっては魔物だろうがその他の動物だろうが食べられればなんでもいいのだろう。

　食べられるものにえり好みするような趣しゆ味みの持ち合わせは無い。

「そうすると……ちょっとこのクリンゲが心配なんだよな」

「キース達だけではやはり心配ですか？」

　メイリアの問いかけに蓮弥は首を左右に振ってその言葉を否定する。

「街の防衛だけならなんとかなると思うんだが……」

「では心配事は一体なんなんだ？」

「一度や二度なら撃退可能だと思うんだが……数を頼みに包囲された場合……いずれ力尽きる」

　キース達の総兵力は五百しかいない。

　この数でクリンゲを防衛できてしまうと言い切る蓮弥の言葉も異常なのだが、それだけ異常なキース達の戦力をもってしても守備一辺倒に徹することでなんとか防げるだろうというだけで、包囲された場合にそれを突破することは流石にできない。

　突破できない以上は包囲された時点でじわじわと弱らせられていき、力尽つきた時点で何もかも終わってしまう。

「俺おれがいればいくらでも突破してやれるんだが……」

「あぁそうでしょうねー」

　五百の兵ができないことをあっさり自分ならできると言ってしまう蓮弥に突っ込む気はその場にいる三人にはカケラも無い。

　これが実際にできてしまうのだから突っ込みようもない。

「龍人族の国でどの程度時間を費やすのか分からないのが不安でね」

「それなら今回はフラウがお留守番するの」

　苦く笑しようした蓮弥の肩かたをフラウがぽんと一つ叩いた。

　全員の視線がフラウに集まる。

　その視線を浴びながら、フラウはくいっと胸を張るとその小さな拳こぶしで自分の胸を叩く。

「マスターが心置きなく龍人族の国で動けるように、クリンゲの防衛はフラウに任せるの」

「いいのか？」

　フラウに都市の防衛を任せるという考えは蓮弥も考えていたのだが、一人だけ残されてしまうということにフラウはきっと反対するだろうとも思っていたので提案しないままでいた。

　蓮弥から離れても蓮弥の拠点であるクリンゲの街にいる限りはフラウは完全に自分の能力を発揮することができる。

「仕方ないの。マスターと別行動になるのは辛つらいけど」

「フラウ、頼めるのであれば非常に助かる。お願いできるか？」

　少し表情にかげりを見せたフラウに、少々悪い気がしながらも背に腹は替えられず、蓮弥が頼み込むとフラウはこっくりと頷うなずいた。

「クリンゲの防衛は任せるの」

「ああ、フラウが残ってくれるなら安心だな」

　どこかほっとしたような表情を見せる蓮弥に、フラウはそっと近づく。

「でもねマスター、お出かけする前にお願いがあるの」

「お願い……」

　以前、似たような状況があった気がして蓮弥は記き憶おくを手繰る。

　その時はミスリルコーティングの鎧を要求され、結果あの暴飲暴食をほしいままにした黒い何かが生じてクルツが生まれた。

　今回は一体なにを要求されるのだろうと、内心冷や冷やしている蓮弥であったが、そんな蓮弥を安心させるかのようにフラウはにっこり笑みを浮かべた。

「大だい丈じよう夫ぶなの。今回はマスター個人へのお願いなの」

「俺か？」

「そうなの。実はね」

　一いつ瞬しゆん、言葉を区切ってタメを作ったフラウは全員の注目を集めたまま、そのど真ん中に爆弾を落とした。

「マスターをちょっと絞らせて欲ほしいの」

「「「はい？」」」

　きれいにそろった疑ぎ問もん符ふなど意にも介さずにフラウは満面の笑みのまま続ける。

「大丈夫、痛くしないの。天てん井じようのシミを数えていれば終わるの。あ、このお城天井もきれいに掃除してるからシミなんて無かったの」

「え？　おい？　ちょっと？」

「それじゃマスターを借りていくの」

　混乱からうろたえ始めた蓮弥の手を握にぎり、半ば引きずるようにしてフラウがどこかへと連れ去っていく。

　きっと自分達が追いかけてもどこかで見失った挙句に見つけきれないのだろうな、と諦めに似た感情を抱いだきつつその後ろ姿をシオンは見送った。

「姉様!?　レンヤさんを絞るって……まさかフラウ……え？　えぇえ!?」

「落ち着けメイリア……多分、貴女あなたが想像しているようなことにはならないから」

　顔を耳から首筋まで真っ赤に染めたメイリアが、頬ほおに両手を当ててあわあわとうろたえるのを何な故ぜか冷静な気持ちで見ながらシオンが窘たしなめる。

　窘められたメイリアの顔色は、さらに赤く染まった。

「そ、想像って姉様!?」

「仮に、貴女が想像しているようなことがこれから起こるとしても。私達には止める術がないしね」

　ただその場合、蓮弥にその気がなければ本気で抵てい抗こうするだろうし、とシオンは思う。

　抵抗しない場合、つまりは蓮弥にその気があるのであれば、自分達が止めに入るのは無粋というものだろう。

「そっち方面に進むなら……仲間に入れてくれないかなぁ……」
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「姉様っ!?」

　ほとんど悲鳴と言っていい声を上げたメイリアに胸倉を掴まれ前後左右に揺らされつつ、さて実際問題として蓮弥の何を絞る気なのだろうということをなんとなくぼんやりと考えるのであった。







「フラウがレンヤのナニを搾り取ると聞いて！」

　開口一番満面の笑えみを浮かべつつ、蓮弥の私室のドアをノックもせずに開けたエミルは、カウンター気味に飛んできた何やら透とう明めいな物体にみぞおちを打たれて声も無く膝ひざから崩れ落ちて床ゆかに蹲うずくまる。

　相当な勢いで打ち込まれたらしく、さすが魔族ということなのか吐はくところまではいかなかったものの、ものすごく苦しげな呻うめき声ごえを上げながら床の上でびくんびくんと痙攣を始めたエミルを、非常に冷たい視線でフラウが見下ろす。

「エミル姉様……何か言いたいことはないの？」

「ご……ごめんなさい。反省しましたので、許してくれないかねぇ……？」

　苦しい息の下から、床に蹲ったままエミルが顔を上げればすぐ近くまで歩み寄っていたフラウが手に何やら子供の頭くらいの大きさのものを両手で保持した状態で立っている。

　おそらくはこれ以上何かしらふざけたことを自分が口にした場合、フラウは躊躇ためらい無くそれを自分の頭に振り下ろす気だろうとエミルは即座に悟った。

　そのエミルの目の前で彼かの女じよが扉とびらを開けた瞬しゆん間かんに、みぞおちを強打した何かがコロコロと転がっている。

　それも同じく子供の頭ほどの大きさがある透明でいびつな玉であった。

　エミルは打たれたみぞおちの辺りを摩さすりながら、涙なみだ目めのままその転がっている玉を見てフラウの顔へと視線を移し、何か信じられないことに気がついたように転がっている玉を二度見する。

　それは形はでこぼことしており格好の良いものではなかったが、かなり透とう明めい度どの高いものだった。

　左手でお腹を押おさえつつ、右手で転がっている玉をとめたエミルは、やがて信じられないといった声を漏らした。

「まさかこれ……フラウとレンヤの子供？」

　尋たずねたエミルの脳天に、ノータイムでフラウが手に持っていた玉を振り下ろした。

　鈍く湿った打だ撃げき音おんと共に、エミルの頭が床へ落ちる。

　その脳天に振り下ろされた玉は衝撃で割れてしまったが、フラウはその破片をきれいに集めると蓮弥の私室の中へと戻って蓮弥がいつもつかっている机の上へとそれを置く。

　その机の上には同じような大きさの玉が無数に転がされていた。

　蓮弥の机は見み栄ばえという点からも、そこそこの大きさを誇ほこっていたのだがその机の天板が見えないほどに透明な玉が積み上げられている。

「フラウ……何の騒さわぎだ……？」

　部屋の中にあるベッドの上から掠れた声で尋ねたのは蓮弥である。

　全身を脱だつ力りよくさせた状態でベッドの上に横たわる蓮弥の服装に乱れは無いが、発した声には力が無く、横たわっている体には動きが無い。

「害虫を駆除したの」

「害虫？」

「おっきな害虫だったの。大丈夫、きちんと頭を潰したの」

「害虫扱いは酷ひどいんじゃないかねぇ!?」

　がばっと上半身を起こしたエミルに、小さな舌打ちをするフラウ。

「当たりが浅かったの」

「きちんと……確かく認にんしないからだぞフラウ……」

「レンヤ!?　君も大たい概がい酷ひどいんじゃない……か……ね……？」

　体を起こしつつ抗こう議ぎの声を上げかけたエミルではあるが、蓮弥がぐったりと仰向けのままベッドの上で微び動どうだにしないのを見て声がすぼむ。

　がっつりと殴なぐられたあたりにたんこぶでもできたのか、頭をさすりながら立ち上がったエミルはベッドへ近づいた。

　ベッドの上に横たわる蓮弥の顔色は悪い。

　いつもは健康そのものといった感じで血色の良い顔色をしているのに、今はまるで脱色でもしたかのように血の気を失って顔が青白い。

　唇くちびるの色が紫色に変色しており、全体的にうっすらと汗ばんで苦しそうな浅い息を繰り返している。

　思わずといった感じでベッドの縁に腰こし掛かけたエミルは、それでも反応を示さない蓮弥の額にそっと掌を当てた。

「熱は無い……みたいだねぇ」

「俺が……病気に……なることは、まず……ない」

　幼女神様からもらった技能の恩恵ではあるのだが、その辺りは蓮弥にとってはなんとも説明しづらい部分だ。

　神様から病気にならない技能をもらっています、などと言って即座に信じる者がいるわけがない。

　もしいたのであれば、知能か常識のどちらかを疑うべきだと蓮弥は思う。

「だったらこの有様は一体どうしたっていうんだよ？」

　尋ねながらエミルはそっと掌に魔ま力りよくを集めて、ほんのわずかにだが掌の温度を下げる。

　いくら熱っぽい感じがしないとは言っても、蓮弥はじっとりと汗をかいてしまっていた。

　それならば少し冷やした方が楽になるだろうとのエミルの判断であったが、それは正しかったらしく蓮弥の呼吸が少しだけ深く落ち着いたものになる。

「ちょっと……フラウが失敗したの」

「ヌき方を!?　あんなの失敗するものかねぇ!?　咥くわえるか上下に擦こすれば適当にって……おっと」

　妙みようなイントネーションをつけて驚おどろいたエミルの顔面目め掛がけて、またあの透明な玉が飛んでくる。

　そこそこ重たい玉であるのに、よくもこんなに軽々と勢いをつけて投げつけられるものだと感心しながらエミルは空いている方の手で飛んできた玉を受け止めた。

　そこでエミルは、受け止めた玉をしげしげと見つめる。

　先ほどはボケたことを口にしてしまい、フラウに撃げき沈ちんさせられたエミルではあったが、改めてその物体を手にし、それを目で調べて一つ溜息をつく。

「まさかフラウ……これ魔ま石せきかねぇ？」

　違ちがうと言って欲しいなと思いながらエミルが尋ねると、フラウはぐっと胸を張る。

「見たら分かるの！」

「うん、そりゃ見れば分かるんだけど……普通の研究者やら魔ま術じゆつ師は自分の目を信じられないだろうねぇこれ」

　エミルも研究者を名乗る者である。

　魔石という素材は常つね日ひ頃ごろから使っている素材であり、見ればなんとなくその品質から価格まで分かるくらいに馴染んだものだ。

　だから蓮弥の机の上に山になっている玉が、魔石であることは見れば直ぐに分かった。

　問題はその大きさである。

　全てが子供の頭部くらいの大きさを誇っているそれらは、常識では考えられない光景だ。

　まず普通に流通しているものではありえない。

「一個いくらくらいになるかねぇこれ？　一体どうしたっていうんだい？」

「それはもちろん、マスターからもらった魔力なの」

「それが全部？」

　蓮弥の机の上に山を形成している魔石の塊かたまりを指差しながらエミルが問えば、ぷるぷるとフラウが首を振る。

　何か間ま違ちがえただろうかと思うエミルに、フラウが訂正した。

「これは一部なの」

　わずかなめまいを覚える言葉を耳にしながら、エミルは手の中にある一つをじっくりと見つめる。

　エミルの目から見て、その手の中にある巨きよ大だいな魔石は品質もかなり高い代物であった。

　内包されている魔力の質と量も、大きさと見た目に比例して素晴らしいものであろうことは容易に想像がつく。

「値段付かないだろうねぇこれ……」

　無む理り矢や理り付ければ付かないこともないだろうが、こんな大きさの魔石を必要とする人が大陸上にいるとはエミルは思えなかった。

　魔術工芸品の動力として用いるには大きすぎる石であるし、魔術師等が予備の魔力として持ち歩くにしてもやはり大きさがネックになる。

　つまり希少価値は高いのだが、買い手が付かないという状態だ。

「適当な大きさに割れば……でももったいないよねぇこれ」

　砕くだいてしまえば多少の損失は発生するだろうが、売り物になる大きさに出来る。

　だが、折角の巨大な魔石を売るために割るという行為にはエミルはあまり賛同したくないのだった。

「どうせ売り物ではないの」

「資金繰りに使うわけじゃないかねぇ？」

「使うトコ見せてあげるの。その前に……」

　フラウはどこから取り出だしたのやら一度濡らして固く絞った清潔な布をエミルの手を外させてから汗ばんでいる蓮弥の額に載せてやる。

　さらに別な布で汗まみれの蓮弥の顔を拭ってキレイにしてやると、使った布をエプロンドレスのポケットへとしまいこんだ。

「マスター、ちょっとやりすぎた感があるの。魔力切れ寸前まで吸いだしてしまったの」

　申し訳無さそうに言うフラウ。

　蓮弥の体調不良の原因は、フラウが言う魔力切れ寸前まで魔力を吸いだされてしまったという行為の結果であるようだった。

「ヤり過ぎ!?」

　相変わらず一度はシモネタ方向に突っ込んでくるエミルの脇腹に肘ひじを入れて黙らせるフラウ。

　そんな二人を、なんとか首だけ傾けて見ていた蓮弥が顔に苦笑を浮かべた。

「ま、気に病むな……俺は回復が早いから……大丈夫だ」

「回復が早いから何発でもイケるとそういうことなの……がふぅっ！」

　肘鉄で足りなかったのを悟ったフラウが、同じ場所に今度はまともに拳を突き入れた。

　明らかに何かが圧へし折おれる音がしてエミルが白目をむき、偶ぐう然ぜんなのかわざとなのか蓮弥の上に覆いかぶさるような体勢で倒たおれていく。

「あ、こら。それはドサマギなの！」

「へっへっへ。今ならレンヤは抵抗できないねぇ！」

　白目状態から即座に復帰すると、覆いかぶさられても逃にげることも引き剥がすこともできない様子の蓮弥に、ぐりぐりと頬等押し付けつつ妙な笑い声など上げ始めるエミル。

　その背後でフラウが、机の上から慌あわてて持ってきた魔石を両手にもって大きく振ふりかぶった。

「マスターから離れるの！」

　硬かたい物と硬い物が激げき突とつする音に、蓮弥は抵抗すらままならない状態でこれはきっと頭蓋骨と魔石の激突音なのだろなぁとぼんやり考えている。

　その体の上へ、エミルの体が意識を失ってぐったりと倒れこんだ。

「マスター、お騒がせしたの」

　倒れこんだエミルの体をぐいと引き起こして無造作にベッドから引きずり落とすと、フラウは蓮弥に折り目正しく一礼する。

「いつものことだ。気にするな。……エミルの方はお手柔らかにな？」

「善処するの」

　答えつつも引きずり落としたエミルの体を無造作に床の上に放ほうり投げる。

　ごとんと床とエミルの頭とが激突する音が聞こえてきたが、フラウは全く気にした様子も無く、今度はせっせと蓮弥の机の上に積んであった魔石をエプロンドレスのポケットへと詰め込み始める。

　どう見ても、一個だけでもそのポケットの容量をあっさりとオーバーするような大きさの魔石ばかりだったはずなのだが、何かの手品のように次から次へとフラウのポケットへ魔石は消えていった。

　やがて、全ての魔石を回収し終わると、フラウはまだ床の上で意識を失ったままのエミルの何故かチューブトップブラの背中側の部分をむんずと掴つかむとそのまま引きずって歩こうとし始める。

「こらこら……それじゃずり上がって丸見えになるだろう……」

　既すでにフラウが掴んだ時点で、やや控ひかえめとはいえしっかりと自己主張しているエミルの胸の下半分の大部分はすっかり露ろ出しゆつしてしまっていた。

　そのまま引きずっていけば頂点から上半分も丸見えになるのにさしたる時間は必要とされないことだろう。

　それに気づいているのか、それとも全く気づいていないのか、どちらにせよそのまま出ていこうとしたフラウを蓮弥が止める。

「気づいているんだろ？　……あんまり……感心しない行為だぞそれは……」

「バレたら仕方ないの。持つ所を変えるの」

　首をすくめたフラウは、一いつ旦たんブラから手を離すと今度は何故だか足の側へと周り、ホットパンツからすらりと伸のびている形の良い右足の足首を掴むとそのまま引きずりを再開し始めたのである。

　意識を失っているエミルの体はちょっとの段差でも連続的に頭を打ち付けてしまうし、わざとなのか偶然なのか、家具や壁かべの角に次から次へと引ひっ掛かかっては鈍にぶい音を立てているのだが、蓮弥に注意されたせいなのか服だけはずり上がったりしない。

　止めるべきか行かせるべきか、蓮弥は一瞬迷った後で黙って二人を見送ることにした。

　きっとフラウとてエミルを再起不能にしたりしたいわけではないのだから多少は状況を酌量してくれるだろうし、エミルとてそこそこの力を持った魔族である。

　床を引きずられたくらいで死にはしないだろうと考えたのだ。

「たぶん、な……」

　そもそも蓮弥はフラウが一体どこに向かっていったのかを知らない。

　蓮弥の居城には蓮弥の知らない場所が何箇か所しよかあるのだ。

　もしも、まるで駄だ目めな場所ならばフラウもあんな持ち方をしてエミルを引きずっていったりはしないだろう。

　そんな根こん拠きよの無い考えで、この一件にケリを付けた蓮弥は少しでも魔力が早く補充されるようにそっとベッドの上で目を閉じるのであった。







エピローグ　北の大陸へ行くらしい







　龍りゆう人じん族ぞくの国へ行くためのルートというものは、人ひと族ぞくも獣じゆう人じん族ぞくも一応は持っていた。

　但しそのルートは非常に限られたものであり、入れるのも龍人族の住む大陸の本当に入り口付近のみ。

　獣人族はその戦せん闘とう狂きようの頭の中身が。

　人族はその金銭に関する執着心が龍人族から嫌きらわれているせいでそうなっているらしいのだが、どちらの種族も蓮れん弥やがシオンやレパードから話を聞く限りは龍人族に較くらべると身体能力が格段に落ちるらしかった。

　それならば、適当に排除できたのではないかと蓮弥等は思うのだが、どうやら龍人族自体それほど数の多い種族ではなく、どうしても人族や獣人族を相手にすると数の暴力というものによって不利とまではいかないものの非常に厄介な思いをさせられることが繰り返された。

　結果として龍人族はその二つの種族との付き合いを非常に浅いものに限定することになったのだが、基本的に争いごとをあまり好まず、さらに金品に対してもそれほど執着心を抱かないエルフだけは例外とされ、龍人族とはそこそこ深い付き合いを続けていたのだ。

「そんなわけですので、エルフの国の転送門は龍人族の国のあっちこっちに経路を持っているんです」

　クロワールがどこか誇らしげに言う言葉に蓮弥はなんとなくといった感じで頷く。

　あまり話を深く聞いていないフリをしているのは、シオンをはじめとした人族勢の女じよ性せい陣じんと、カエデをはじめとした獣人族の巫み女こ達たちの視線が怖こわいからだ。

　これはクロワールが龍人族がいかに二つの種族を嫌っているのかということを過去の実例つきで蓮弥にしっかりと説明したせいだ。

　蓮弥からしてみればあまり関係ないように思えたのだが、言葉の端々にクロワールが妙な毒を織り交ぜてエルフ族が他の二つの種族に較べていかに優雅で上品で平和的であるかということを語るにつれてシオン達の視線の険しさが増していくのを蓮弥は他人事であればいいのになと思いつつ感じていた。

　この辺りがもしかするとエルフ族が高慢で鼻持ちならない種族だと評価される部分なんだろうかとも思っていたのだが、クロワールのエルフ族自慢は止めなければいつまでも続くような気がしたので、蓮弥は頃合を見計らってクロワールの話に割り込む。

「大体理解した。その辺でいいぞ、クロワール」

「そうですか？　このお話について語るのであればそれこそ幾夜を経へてもまだ足りないくらいお話があるんですが、また今度にしましょうか」

　全然語り足りませんと不満げなクロワールであったが、現状がそれほど話に時間を取っても良い状じよう況きようでないことは理解しているようだ。

　彼かれらの周囲では、エルフの兵士や技術者達が忙しげに転送門の準備を行っている。

　結局、蓮弥が普段どおりの体調に戻もどるのにはエミルが蓮弥の部屋を訪おとずれた時から数えて二日ほど必要であった。

　技能の恩恵のおかげで、蓮弥は人並みはずれた回復力を持っているはずであったのだが魔族から見ても膨大としか言い様のない蓮弥の魔力保有量がほぼ枯渇する寸前の状態から元の状態に戻るまでにそれだけの時間を消費したのである。

　ただこれに関しては、蓮弥からフラウへと供給している魔力の流れを遮断しない状態でのことであったので、完全に回復に専念していればもうちょっと早かったのかもしれない。

「体の具合は大丈夫なのかねぇ、レンヤ？」

　疲弊しきっている蓮弥の姿を唯ゆい一いつ目の当たりにしているエミルは、その時の蓮弥の姿があまりに印象的過ぎたのか事あるごとに蓮弥の体調を尋ねてくる。

　心配されているのは蓮弥も承知しているのだが、あまりに何度も聞いて来られるともしかしてこれはなんらかの調査の一環ではないのかという疑念も湧いてくるのであるが、エミルの表情は心配していますと全力で主張しているようなものであったので、あまり邪険にもできない。

「問題ない。もう回復している」

「なら良いんだけどねぇ。そういえば、人の体というものは壊こわれたりすると前よりも丈夫になろうとする機能があるのだけれども、蓮弥の場合どうなのかねぇ？」

「分からない、としかいえないな」

　魔力の保有量というものは使えば使うほど多くなっていく。

　さらに成長限界突破等という技能を持っている蓮弥なのであれば、普通の人族ならば頭打ちになるところがそこを突き抜ぬけて青天井に成長する。

　エミルは蓮弥がそんなチートな技能を持っていることを知らないのだが、蓮弥の魔力保有量が初めて会った時から現在に至るまで成長し続けていることくらいは分かるので、上限がまだまだ上にあるのだろうとは思っている。

　それに答えた蓮弥の言葉も、蓮弥からしてみれば正直な話だ。

「それはどうでもいいんだが、クロワール。龍人族の国への経路を開くのにあとどれくらいかかるんだ？」

　蓮弥の体調が戻り、遠出の支度にさらに一日を費やした蓮弥達一行はクリンゲをメイリアとフラウとキース達に任せてクリンゲの転送門からエルフの国に入っていた。

　フラウだけでもいいんじゃないのかという意見もちらほらとあったのだが、蓮弥はフラウ一人に全すべて任せるのは問題があるとして事務方としてメイリアにも残ってもらうこととしている。

　どうなっているか分からない龍人族の国に行くよりは、クリンゲで待っていた方が確実に安全だろうという蓮弥の意見には全員から賛成が得られた。

　後は任せておくの、と言う心強いフラウの言葉を聞きながら転送門を潜くぐった蓮弥達であったのだが、その先にあったエルフの国の転送門でしばしの足止めを食らうこととなっている。

　これにはきちんとした理由があった。

「なんとも言えないです。みんな頑張ってくれているんですけれども」

　転送門のある部屋に蓮弥達の為にとエルフ達が持ってきてくれた椅い子すに腰掛けた状態でクロワールが言う。

「通常、常時接続になっている龍人族の国への経路はやっぱり切断されていました。おそらくは転送先の設備に問題が発生したせいだと思います。それで今回は竜の巣に近い場所にある転送門への経路を使用するのですが、こちらは常時接続ではなく本来はあちらから接続してもらって使用するものなんですよ」

　竜の巣に近い場所への経路は通常であれば、先に常時接続の経路を使って使用依頼を送り、それが受理されると龍人族の側からエルフの転送門へと経路が接続されて使用可能になるのだとクロワールは言う。

　ただ今回はその手順を踏ふむことができず、エルフ側から経路を開こうとしているのが時間が掛かっている理由であった。

　龍人族も、もしかすると連れん絡らくを取れない状態で転送門を使用しなくてはならない事態が発生することを予想しており、エルフ側からでも経路を開けるようにしてくれてはいたのだが、みだりに使用されても困るからと経路を使用可能にする為に幾いくつもの手順を踏まなくてはいけないような面めん倒どうな仕様になっており、目下エルフ達は技術者総出でその手順を踏んでいる真っ最中である。

「ちなみに、通常時に手続き無しで龍人族の国への経路を使用すると、普ふ通つうに領域侵犯で大問題になりますから覚えておいて下さいね、レンヤ」

「なんで俺だけ名指して注意する……」

　憮ぶ然ぜんとして尋ね返した蓮弥であるが、答えは無かったものの全員の思いは一いつ致ちしていた。

　やるとすればお前しかいない、と。

「今回は一応、父様の許可を得ていますがあくまでもイレギュラーなお話なんです」

「あぁ、いたな、皇こう帝てい陛下」

　蓮弥達たちが人族の領域からエルフの領域への転送門を潜った直後、転送門の前で待ち構えていたのが皇帝陛下だった。

　どうやら久方ぶりに娘むすめとの再会を、とでも思っていたようなのだが別れ際の印象が悪すぎたのか、それとも現在の状況が悪すぎたのか皇帝陛下はクロワールに全く構ってもらえず、そればかりか龍人族の領域への経路の使用許可をさっさと出してくださいと詰め寄られた挙句に、用が済んだら帰れと言われてすごすごと引き下がっている。

　扱あつかいがあまりに酷すぎるので、少々口を挟もうとした蓮弥ではあったのだが、クロワールの視線に制された上でグリューンにまで引きとめられていた。

「気にすることは、ない。あぁいう扱いを受けるだろうことを理解した上で来ている」

「父様ですからそうでしょうね。娘に邪険にされるのを喜ぶなんて、どこの変態ですか」

　自分なりにフォローを入れているつもりのグリューンであるが、クロワールへ新たな火種を提供するだけの結果に終わっている。

「そうは言うが、たまには元気な顔くらい見せてやれよな？」

　食材素材の類たぐいはクロワールの身み柄がらを世話している対価、と言えなくも無いのだが一応はある程度蓮弥も皇帝陛下の恩恵は受けているのでフォローに回る。

「善処します……」

　しぶしぶといった感じのクロワールの肩を蓮弥はぽんぽんと叩たたく。

　クロワールがどこまで本気なのかは蓮弥にも判断の付かない部分ではあったが、やはり蓮弥からしてみれば皇帝陛下とクロワールは仲が悪いよりは良い方が心情的にも好ましかった。

　気を使わずに済むという一点において、ではあるが。

「それはそれとして、あとどのくらいかかりそうなんだ？」

　シオンに尋ねられたクロワールは近くにいた技術者の一人を捕つかまえて状況を聞きだす。

　捕まった技術者は、相手が皇帝の娘であるクロワールであることを見て取ると恭しく礼をした後で、小声で状況の説明を始めた。

　その声は非常に小さく、すぐ近くにいる蓮弥達にすら聞こえない程度の声であったのだが、耳の良いエルフには十分すぎる声であったようで、クロワールはしきりに頷いている。

　技術者はクロワールへの説明を一通り終えると、また礼をしてから自分の作業へと戻っていく。

「作業は順調なようです。ただ、龍人族さんの方が徹てつ底てい的てきに面倒な手順を用意されていたので」

「非常時の経路なのであれば仕方ないのだろうけども、随分と用心深い種族なのだな、龍人族って」

「まぁなんといいますか、色々とある種族ですし」

　色々というところが非常に気になる蓮弥であったが、それについてクロワールに尋ねようとした時に別の技術者が声を上げた。

「処理終しゆう了りようしました。経路開きます」

　普通ならば、単に門の間に真っ黒な空間が開くだけの転送門が通常と異なる作動をしているのか淡あわく青い光を放つ。

　その色もさることながら、低く唸るような作動音が部屋中に響ひびき渡り、蓮弥達を不安にさせる。

「通常処理ではありませんので、いつも使われている状態と違うとは思いますが……」

　エルフ族を除いた全員の表情に気がついたのか安心させるように技術者が言うが、いつもと異なる状態での転送という状況に安心できるわけもなく、自然と視線が蓮弥に集まる。

「いや、俺おれを見られても困るんだが……」

「大丈夫です。私は何度かこれを見ていますから。さ、レンヤ行きましょう」

　とにかく誰だれか潜ってくれないことには、後続も無いだろうとクロワールは判断したのか、蓮弥の背後に回ると両りよう腕うでで蓮弥の背中を転送門の方向へと押し始める。

　力負けするような蓮弥ではなかったが、ここは押されるがままに行った方がいいだろうと抵抗もしないでいると、その左ひだり腕うでにシオンがしがみついた。

　蓮弥の腕うでをぎゅっと自分の胸むな元もとで抱きしめるようにするシオンの行動に、蓮弥はまぁ不安ならば致いたし方があるまいと考えてされるがままになり、蓮弥からは見えない背後でローナとクロワールがほぼ同時にしまった、というような顔でシオンを見ている。

「なにが起こってんだこれ？」

　状況が分からないレパードに、カエデが答えた。

「ここはシオンさんが一ポイント取った、ということでしょうか」

「は？」

「分からなければ分からないままで。それよりレパード、私も少し不安ですので、先導してください」

「おう、わかった」

　頷うなずいたレパードは、シオンをしがみつかせたままクロワールに押されて転送門の中へと消えていく蓮弥を追いかけた。

　その背後にはぴったりとカエデが寄り添い、それらを追いかけるようにして他のメンバーも転送門を潜ることになったのである。







幕間　メイドたちの日常らしい







　クリンゲという街において、最も大きな建物は何かと街の住民に問いかければ、おそらくは誰だれもが口を揃そろえて、レンヤ＝クヌギ伯はく爵しやくのお城です、と答えることだろう。

　伯爵に付き従う、幼い容よう貌ぼうの妖よう精せいと、うら若き研究者という二人の女性によって設計され、瞬またたく間に建設されたといわれているその建物の中には、城の主あるじであるクヌギ伯爵の他に、政治や軍事を司つかさどっている武官や文官。

　そしてクヌギ伯爵が一いつ介かいの剣けん士しであった頃ころから付き合いがあるという仲間達たちや、外からその城を訪おとずれている勇者達などが住み込んだり逗とう留りゆうしたりしている。

　そんな城であるのだが、他の貴族達の例に漏もれず、クヌギ伯爵もかなり大人数のメイド達を雇やとい入れ、城の雑事などを任せていた。

　これはそんなメイド達のお話である。







　クヌギ伯爵の居城に住み込みで働いているメイド達の朝は早い、ということはない。

　大体、クヌギ伯爵と起き床しよう時間は同じくらいである。

　メイドがそれでいいのか、とメイド達本人ですら思ってしまうのだが、別段メイド達がだらけきっているというわけではなく、クヌギ伯爵の起床時間が早すぎるのだ。

　しかもその目覚め方が変わっている。

「朝なのーっ！」

　お前は鶏にわとりか、と問いただしたくなるような大声が城中に響ひびき渡ると、メイド達はそれぞれが様々な反応を示しながらも自分の寝ね床どこの上で目を覚ます。

　あまりに全員が綺き麗れいにそろって目を覚ますものだから、もしかすると自分達は何かしらの処置を受けているのではないかと心配したメイドが何人か出ていたのだが、日中に心身ともに疲つかれ果てるまで仕事をしているせいで、夜中に起き出すような者はおらず、朝はこの一声が何な故ぜだかとんでもなく背中に冷たいものを走らせるので、全員が一いつ斉せいに起き出してしまうという、ただそれだけのことだ。

　それにしても、かなりの広さを誇る伯爵の居城の隅すみ々ずみまで声が響き渡るというのは、一体どういう仕し掛かけなのかと、いつもメイド達は首を捻ひねっている。

　朝の掛け声を発するメイド長である、フラウという少女は見た目は幼い少女であるのだが、伯爵曰いわくシルキーと呼ばれる家屋等に出没する妖精であり、もしかするとその妖精の力かなにかかという見方もされていたのだが、それだけでは声を聞くだけで背中に走る冷たいものの説明がつかない。

　メイドの募ぼ集しゆうによって集められ、メイド長やその他伯爵の周辺にいる女性達の審しん査さを受けてようやく就職が決まったメイド達も、最初のうちはこの何かしら説明のつかない寒気のようなものに、気の弱い者などはひきつけを起こしたりして、一ひと騒さわぎすることが多かったのだが、これも時間の経過で慣れていくもので、しばらくするとそういった騒ぎも生じなくなっていた。

「それでも、目だけはきっちり覚めるから不思議よねー」

　支給されているメイド服に着き替がえ、身だしなみを整えつつそんなことを言うメイドに、別のメイドがうんうんとうなずきながら応じる。

「お仕事に遅れることがないから、助かるといえば助かるのですけども」

「そうだよねー、でもあの背中にぴりぴり走るものは、一体なんなんだろーねー？　慣れちゃったけどさー」

「私、最初は何度か目を覚まして即そく、気を失ったりしてました」

「え、それってなんかヤバいことになってんじゃないの？」

「お医者様の見立てでは、極度の緊きん張ちようによるものだろうって。ですが、自分のことで恐きよう縮しゆくなのですけれども、私は一体何にそんなに緊張してしまっていたのでしょう？」

「さーねー？　慣れない仕事を前にして、ってやつじゃないのかなー？」

　クヌギ伯爵の屋や敷しきに勤めているメイドの出自は、多様性に富んでいた。

　本来、貴族の屋敷に勤めるメイドというものは、それなりの家いえ柄がらの女性から選ばれるもので、市し井せいの民たみなどではなりたくてもなれるものではない。

　これは雇い主の品位を損そこなわないために、メイド側にもある程度の教養や礼れい儀ぎを求められるせいだ。

　しかし、クヌギ伯爵とその周辺の人達というものは、そういった貴族社会の決まりごとに疎うとかったのか、募集したメイドの資格に家柄を一切考こう慮りよに入れていなかった。

　そのせいで、きちんと受け答えができ、ある程度一般常識を備え、それなりに家事ができればあっさりと雇ってもらえるという貴族らしからぬ状じよう況きようが発生していたのである。

　もっともこれは、新興の家柄であるクヌギ伯爵が、他の貴族達のような横のつながりをほとんど持っておらず、家柄を備えたメイドを雇う伝つ手てがなかった、という現実的な問題もあったのだが。

　そういった事情を知らない者達が、クヌギ伯爵が出したメイド募集のお触ふれを見た時に感じたのは、ここの領主は手当たり次し第だいなのか、というなんとも情けのないものであった。

　貴族が、メイドに手をつけるというのはそれほど珍めずらしいことではない。

　むしろ、それを目的として見目の良いメイドばかりを集める貴族もいるくらいである。

　貴族の家にメイドとして雇われるのは下級の貴族の次女、三女といった政略結けつ婚こんをさせるのにもやや憚はばかられ、かといって一般市民に嫁とつがせるのには家柄や両親の見み栄えが邪じや魔まをする、といった微び妙みような立場の女性が多く、雇い主の貴族に見み初そめられ、妾めかけとしてでも囲ってもらえるならばそれはそれで、という考えで奉ほう公こうに出たりしているので、雇う側と雇われる側の考えが一致していなくもない。

　つまり、家柄を考慮しないというクヌギ伯爵の募集条件は、見目さえ良ければなんでもいいのか、という伯爵本人が聞いたら悶もん絶ぜつして凹へこむか、抜ばつ刀とうして斬きりこんで来るかのいずれかを選択しそうな見られ方を最初はしていたのだ。

　それが一変したのは、この都市を作った一人であるという噂うわさの若い研究者が、メイドを募集している就労案内所へ二人の美女を引き連れて現れ、高らかにこういったせいである。

「うちのマスターは、この二人が夜よ這ばいを仕掛けても手をお出しにならなかったくらい、身持ちのしっかりとした方です」

　この後、ほぼ晒さらし者にされた二人の美女の手によって、この若い研究者はボコボコにされるのだが、その結末は脇わきへどけておくとしても、つれて来られた二人の美女は誰が見ても美女である、と判断できる容貌の持ち主であり、これに夜這いを仕掛けられてそれを跳はね除のけたのならば、本当によほどしっかりとした貴族なのだろう、という評判へと変わり、希望者が殺さつ到とう。

　それこそ貴族の娘から農家の娘まで、多種多様な者がメイドとして採用されるに至ったのだ。

　一応、扱あつかいはメイドといっても本来その中にはれっきとした身分差というものが存在するはずであった。

　しかし、クヌギ伯爵はそれを「面倒」の一言で片付けてしまっており、基本的にクリンゲのクヌギ伯爵の居城内においては、貴族の出身であろうが町民の出身であろうが、農村の出身であろうが扱いは全て等しく、そして同じように振ふる舞まうようにという言いつけがなされている。

「我々は公国なので貴族の自領内においてはその貴族の裁量が重視されるからなんとかなってますが、これが王国とかだったら、身分制度の崩ほう壊かいを招きかねないって理由で、大騒ぎになってる話ですからね？」

　何故なのか理由までは分からないが、クヌギ伯爵領内の文官達を取りまとめている、現在の大公の娘であるメイリア＝ファム＝ファタールが頭を抱かかえながらそんなことを伯爵にいったらしいが、伯爵は聞く耳を持たなかったようである。







　それはともかくとして、メイド長の号令一下、目を覚ましたメイド達はすぐさま自分の仕事に取り掛かるのかといえば、そんなことはない。

　これも貴族社会では異例でしかないのだが、メイド服に着替え、身み支じ度たくを整えたメイド達がまず行うことというのは、メイド達用に備え付けられている食堂に一堂に会して、朝食を摂とることであった。

「毎回思うんだけど、これだけの人数の食事、誰が用意してるんだろ？」

「仕込みは前日の夜に、料理担当の子達がしてるみたいだけど、実際の調理は誰がしてるんだろねー？」

「伯爵様やそのお仲間達のお食事も、もう用意されているんでしょう？」

「朝食は、全員一いつ緒しよに、というのが伯爵様のお考えみたいだからねー」

　メイド達に供されている食事は、朝は白いパンに何らかのスープ、生野菜のサラダと卵料理が一品つくくらいのものなのだが、たまに「おにぎり」なる白い粒つぶを握にぎって固めたものや、エルフ豆を原料として作られた調味料を溶かし込んだ「みそしる」なるスープが出ることもあった。

　その場合は必ず、塩しお漬づけにした魚を焼いたものと、軽く塩に漬け込んだ野菜の盛り合わせがつくこととなっており、あまりトライデン公国においては見られない料理の数々に、最初は驚おどろかされたメイド達も、こちらも数をこなせば慣れるもので、今ではパンの朝食よりもおにぎりを希望する声まで出始めていたりする。

　ちなみに、メイド達が食べている朝食と、伯爵が口にする朝食に違ちがいはない。

「伯爵様は吝りん嗇しよく家かなのかなー？」

「地味に品質のいいものを使っていらっしゃるようですから、お金は相当かかっているかと。むしろこれをメイドに食べさせているのですから気前がよろしい方なのでは？」

　受け取り方は様々であるが、当の伯爵本人からしてみれば、食事の品質に手を抜ぬくくらいなら、他を削けずってでも美う味まいものが食べたいというのが本音であるし、自分が美味いものを食べる以上は周囲にも同じ物を食べさせなくては、なんとなく心ここ地ちが悪い、というだけのことである。

　朝食が終わればようやくメイドの仕事、かと思いきや一いつ般ぱん的に考えられるメイドの仕事というものは、まだ始まらない。

「ねぇ、私達って伯爵様のお屋敷付きのメイド、のはずですよね？」

　その手に握らされているのは、掃そう除じ用具でも洗せん濯たく道具でもなく、硬かたい木材から削り出して作られた訓練用の木剣である。

「そのはずっ！　だけどもっ！」

　鎧よろいを着せられたかかし相手に、木剣を打ち込むたびに甲かん高だかい音が響き渡る。

　リズミカルにかかしへ打ち込んでいく姿は、中々さまになっているような気がしないでもないが、少なくともそれはメイド服姿の少女達が行うような作業ではない。

「どうして、かかし相手に木剣の打ち込み訓練があるんでしょう？」

「それはっ！　伯爵様にっ！　聞いてほしいかなっ！」

「……貴方あなた、馴な染じんでますのね」

　何故か屋敷に住み込みで働いているメイド全員が中庭に集められて、そこに用意されているかかしに向って木剣を振り回すという訓練を、クヌギ伯爵の所に厄やつ介かいになっているらしい、トライデン公国第一公女であるシオン＝ファム＝ファタールが監かん督とくする中で行わされる。

「無む駄だ口を叩たたいている暇ひまがあったら、一回でも多く打ち込め。打ち込めば打ち込んだ分、上達するのだから、とにかく打ち込め」

「あの公女殿でん下か？　私達はその……メイドのはずなのですが」

「知らない。レンヤがやれっていうんだから、黙だまって従うのがメイドの仕事だと思う」

「は、はぁ……」

　釈しやく然ぜんとしないやり取りをする傍かたわらで、ものすごい勢いで洗濯を済まされた無数の洗濯物が、目にもとまらぬ速度と、わずかばかりのズレすら許さない正確さでもって物干し台へと次々にかけられていっている。

　それを行っているのは一人の幼い外見をした少女であるというのだから、その光景を見ているメイド達は、何かしら悪い夢でも見ているような気分になってしまうのも、無理からぬことではあった。







　打ち込み訓練が終わると汗だくになったメイド達は、仕事にとりかかるのかと思いきや、城の一角にある巨大なお風ふ呂ろで汗とホコリを流すことを求められる。

　トライデン公国は、というよりは人族の大陸において風呂というものは一般的ではない。

　そもそもが大量の水と、それを沸わかすための燃料を消費する贅ぜい沢たく品であり、一般家庭ではそれを行うということは考えられないことであり、相当に裕福な商人や、貴族の位にある者でも、風呂の設置に関しては及び腰になってしまう、というくらいの金食い虫なのだ。

　だからこそ基本的には、濡ぬらした布で全身をこすり、最後にざっと洗い流すくらいが一般的な体の清め方であったのだが、クリンゲでは他の地方では考えられないことなのだが、ほとんどの家庭に風呂が設置されていたりする。

　なんらかの理由で設置できなかった家のために、街の中には公衆浴場が設置され、クリンゲの住民はほぼ全てがこの贅沢品であるはずの風呂を、ほとんど常習的に利用していた。

　それらはクヌギ伯爵の指示で造られたものであり、その指示を飛ばした伯爵の城にも、当然のように複数の風呂が設備として備え付けられており、メイド達はその中でも最も巨大な広さを誇ほこる風呂を、毎日のように使わせてもらっていたのである。

「これだけの水と、それを沸かす燃料……伯爵様は一体どれだけのお金をこれに費ついやしていらっしゃるというのでしょうか」

「すごいよねー、あたしここに来るまで風呂なんて入ったことなかったんだけどさー、使ってみたら気持ちいいしー、しかも毎日使えるしー、一日二回も入れるなんて、ここすごいよー」

「実家にも、お風呂はあったのですが……こんな、何十人も一度に入れるようなお風呂は、大公陛下のお城にだってないと思いますよ？」

　クリンゲの全域に風呂という設備がこしらえられたのには、伯爵の趣しゆ味み、という点を除けば衛生面における問題の解決や精神的な娯ご楽らくといった意味が強かった。

　これらを住民に説明するのは面倒だと誰かが思ったのか、クリンゲにおいては「風呂は気持ちがいいのだから、とりあえず毎日入れ」というお触れが出ていたりする。

　いくらそのようなお触れが出ていたとしても、一般的な住民がそれを実行に移せるわけがない、と考えるのが普通なのだが、クリンゲにおいては風呂というものは、備え付けの蛇じや口ぐちを捻ればいつでも大体お湯が出る、という信じられない設備がセットになっており、一月いくらかの使用料を支払うだけで住民だれもがそれを利用できることから、そのお触れは何の問題も無く受け入れられていた。

「このお湯が出る設備、一体どうなってるんでしょう？」

　クヌギ伯爵の城のお風呂の場合は、さらに大掛かりな仕掛けになっており、元もと栓せんを締しめない限りは風呂場の壁かべに彫ほり込まれている各種彫像から滔とう々とうとお湯が流れ落ちる仕組みになっていた。

　もちろん、一般の住民の家に供給されているお湯とは比ひ較かくにならないほどの大量のお湯がそこで消費されているわけで、誰もが疑問に感じても不思議ではない。

「メイド長がいうには、不思議な現象は大体魔力と魔術で説明がつくらしいけどー？」

「……考えないようにいたしましょう」

　仮にそのメイドが言うように、全てが魔力で解決されているのだとすれば、とんでもない話であった。

　造水を行う魔術や、お湯を沸かすような魔術というものが存在しないわけではない。

　しかしそれを都市単位で、しかも全域に行き渡るように行うには、一体どれだけの魔力が必要とされるのか、考えるだけでめまいがしそうな話である。

「お風呂が終わったら、次は何をするのでしたでしょうか？」

「次はー、お待ちかねのお昼ご飯だね！」

「……私達、メイドのはずなのですが……」

　昼食は、やはりメイド達には伯爵が口にしているものと同じものが出される。

　朝食とは異なり、昼食は肉を中心としたかなりお腹に重く溜たまるような料理が出されるのだが、午前中一杯を訓練に費やし、疲ひ労ろうした状態でお風呂に入り、さっぱりとしたメイド達の食欲は旺おう盛せいであった。

　瞬く間に食い尽つくされていく肉料理と、数を減らすパンの山を見ながら、メイド達は午後からの予定について話し合う。

「一班はお城各所のお掃除。二班は街で仕入れ作業。三班は……引き続き剣術訓練だそうです」

「あたしとあんたは？」

「私達は二班ですから、街へ出て食材や雑貨の仕入れですね。一班はともかく、三班はどうしてまた剣術の訓練が継けい続ぞくなのでしょう？」

「さー？　とにかくメイド長様の指示なんだから、従っとけばいいんじゃない？」

「釈然としません……」

　そうはいうものの、ようやくメイドらしい仕事が回されれば、メイド達とて張り切って仕事にとりかかる。

　貧びん乏ぼうくじを引かされた三班のメイド達は、引き続きシオン監督の下で、半泣きになりつつも剣術の訓練に没頭させられていた。







　街へ出て買い物するという作業を割り当てられたメイド達は、伯爵の居城の倉庫から、台車を引っ張り出してくると、それを引きずりながら城下へと赴おもむく。

　一口に買い物、といってみても城で消費されるものであり、その量はとてもではないがメイドが両手に抱えることができるような量ではない。

　メイド服姿で台車を引っ張る少女の集団、というものは傍はた目めから見れば非常に奇異に映るはずの存在であったのだが、クリンゲにおいては毎日恒こう例れいのイベントとなっていたので、不思議がるような住民はいなかった。

　最初のうちこそ恥はずかしそうにしていたメイド達も、今では周囲の目など気にすることなく、本来それは馬やら牛やらに曳ひかせるものなんじゃないだろうかと思わせる台車を、ごろごろと引きずって歩く。

　その光景はクリンゲの住民達からしてみれば、既すでに珍しくもなくなった日常の光景の一つでしかなかったのだが、その日はメイド達にとっては不幸な事にその光景をいつものものと思わない者達がクリンゲの街にいたのである。

「お？　こりゃ可愛かわいいメイドさんじゃねぇか」

「そんなもん引きずって、どこ行こうってんだ？　ちっとオレ達に付き合ってくれよ」

　メイド達にそんな絡からみ方をしたのは、くたびれた装備に身を包んだ数人の男達であった。

　クリンゲはまだ出来たばかりの街であり、しかも瘴しよう気きの森もりという魔物が多数生息している地域にほぼ隣接するような土地柄であり、魔物の討とう伐ばつや素材採集の依頼に事欠かない。

　そんな豊富な仕事を求めて、クリンゲへは多数の冒険者達が足を運ぶようになっていたのだが、それだけの数の人間が出入りするようになってくると、どうしてもあまり素行のよろしくない類の人間も、その中に含まれるようになってきてしまう。

　メイド達がその日絡まれたのは、そういった類の冒険者達であった。

「お止めください。私どもはクヌギ伯爵閣下付きのメイドです。不ふ埒らちな真ま似ねをされますと、ただでは済まされませんよ！」

「伯爵付きだと？　へっ、好きモンの伯爵に囲われた奴やつらか」

「どうせ伯爵に食われんだ。オレらがここで味見したってわかんねーだろう」

　人の噂にはタイムラグがあるようで、未だにクヌギ伯爵が体目当てにメイドを囲っているのではないかという噂を信じている者達がいたらしい。

　伯爵本人の耳に入れば、何が起こるか分からないくらいの暴言を口にしてせせら笑う冒険者達の背後では、トラブルに気がついた衛兵達が、あわただしく動き出している。

　だがそれはメイド達の救出、というわけではなくこの暴言を吐いている冒険者達の言葉が、絶対に伯爵に気がつかれないように根回しをするため、でありメイド達は一いつ旦たんその状況下では捨て置かれていた。

「おら、こっち来いよ！」

　我が慢まんができなくなったのか冒険者の一人が対応に立ったメイドの腕うでを掴つかんで自分の方へ抱き寄せようとし始めたのだが、腕を掴まれたメイドはそれに抵たい抗こうし、その場から動こうとはしない。

　冒険者として体は鍛きたえているのであろう男につかまれ、引っ張られているというのにまるでそちらへ引き寄せられることのないメイドの隣となりでは、別のメイドが目を怒いからせながらスカートの裾すそを翻ひるがえすと、その下に吊つるされていた木剣を抜き放つ。

「汚い手で、触るんじゃないっ！」

「あ？」

　気合一発、全力で振り回された木剣は、間抜けな声を上げた冒険者の頬ほお骨ぼねにがっつりと食い込んだ。

　そのまま勢いを殺すことなく振りぬかれた木剣は、冒険者の男の頬骨を景気のいい音と共に粉ふん砕さいするだけでは飽あき足らず、その男の体を地面へと一いち撃げきの下に打ち倒してしまう。

　その明らかにメイドが放ったとは思えない一撃に、色めきだつ冒険者達を見ながら、腕を掴まれていたメイドは地面に倒れて意識を失った男の手から逃れると、自分も最初のメイドと同じようにスカートの下から木剣を取り出しつつ、全員に号令を飛ばす。

「全員抜剣。業務に支障をきたす存在を、死なない程度に打ち倒して差し上げましょう」

「え、いや、ちょっと待て。なんでメイドがっ!?」

「それは、伯爵閣下にお尋たずねくださいなっ！」

　自分だってなんでこんな訓練を受けてきたのか分からないのだからと内心で付け加えつつ振り下ろされた木剣は、事態が飲み込めないまま立ち往生していた冒険者の脳天に正確に振り下ろされると、鈍にぶい音をさせて額から一筋の血が流れ落ち、意識を失った冒険者の体はまるで棒きれのように地面へと倒れて動かなくなる。

　それを皮切りに、次々に冒険者達へと襲おそい掛かるメイド達の向こうで、衛兵達が大声で騒ぎ立てていた。

「クリンゲの住民はこっちに来るな！　メイド隊に巻き込まれるぞ！　手の空いているヤツは施せ術じゆつ院いんにいって誰か借りて来い！　急がないと死人が出るぞ！　あ？　メイドの心配？　見当違いも甚はなはだしいぞ！　ここで心配しなきゃいけないのは冒険者側の命だ！」

「気持ちは分かるがお前らそれくらいにしておけ！　動けるやつなんてもう一人もいねぇぞ！　そこのヤツなんて腕が蛇腹みたくなってるし、そっちのやつは頭がジャガイモみたいじゃないか！　殺す気か!?　え、そうですって、お前ら怖いわっ！　死なない程度にボコるって話はどこいった!?」







「派手だな」

　街の中で起こった騒動を、クヌギ伯爵の居城の屋根の上から目を細めて眺ながめているのは、誰あろうその城の主たるレンヤ＝クヌギ伯爵その人であった。

　暇そうに屋根の上に寝転がりつつ、城下を観察していたのだが、今はその一角で沸き起こった騒ぎに注目している。

　その隣でやはり暇そうに寝転がっているのはメイド服姿の幼い少女であるフラウだった。

「腕力の方は、それなりに鍛えてあるし、毎朝フラウの威い嚇かくで目を覚ましてる子達なの。今更街のチンピラ相手にびびるようなヤワな精神はしていないの」

　恐怖というものは身を縮めさせ、動きを阻害する感情である。

　これに囚とらわれれば、どれだけの技量を持っていたとしても、それを生かすことができなくなってしまう。

　だが、レンヤの城に勤めているメイド達は、毎朝フラウがレンヤを起こすために行っている軽い威嚇に常日頃から晒されているので、それ以下の威嚇や恐怖に関しては、これを感じないくらいに慣れきってしまっていたのである。

　そのせいで、うら若き女性が冒険者等に絡まれれば本来は身がすくんでしまうような場面であるのが、いきなり得物を引き抜いて即座に殲せん滅めつに移るような行動をとることができたといえた。

　もちろん、それが良いことなのか悪いことなのかは、この際考えても仕方がない。

「それにしても、うちの家事はフラウ一人で本来はできるものなんだろう？　無理して他のメイドを雇わなくても本当はいいんじゃないか？」

　手が足りないと言われれば、いくらでもメイドを雇うつもりのレンヤではあった。

　しかしフラウはメイド達を雇った後も、朝食昼食に関してはほとんど一人で作ってしまっているような状態であるし、その他の作業についても多少の手助けは受けたりするものの、大体はフラウ一人だけで片付けられてしまう。

「フラウが良くても、周囲の目というものがあるの、マスター」

　仮にも伯爵という位にある者が、メイドの一人も雇うことなく、広い城を持て余すようなことをしてしまっては、他の貴族達に示しがつかないのだとフラウは言う。

「だからといって、メイド達を武装集団に仕立て上げる必要はないんじゃないか？」

「メイドさんはお城を守る最後の砦とりでなの。主君を守るために武器を手にとって、敵の首級をあげるの！」

「そんなメイド聞いたことないな。そもそも、主君ってこの場合、俺おれになるんだろうが、俺、守られる必要あるか？」

「……コメントを差し控ひかえるのー」

　レンヤ＝クヌギ伯爵がクリンゲの主である間は、武装メイドに出番が来ることはなさそうだとフラウは肩を落とす。

「それでも！　子孫の代にはきっと役立つの！」

「まぁそのなんだ。がんばれ？」

　周囲の目を気にして雇ってはみたものの、不慣れなメイド達に城内のことを任せてしまうのは、シルキーたるフラウからしてみれば、見過ごすことのできない話である。

　しかし、雇いました仕事がありませんでは、タダ飯食らいになってしまう。

　どうしたものかと考えて、仕事に慣れさせつつ、武装化して平時でも有事でも、役立つメイドの集団を作り上げようとしているフラウの意図は分かるので、蓮れん弥やもそれ以上は突っ込む気になれなかった。

「この後の予定は？」

「夕食の仕込みと、料理。洗い物が終わったら明日あしたの朝食の仕込みなの。それが終わったらお風呂に入ってお休みなの」

「ちょっとはあの子達にも家事をやらせてやれよ？　いつまでもフラウ頼みじゃ、困ることだってあるだろうからな」

「善処するの」

　うなずいては見せたフラウであったが、すぐに顔に満面の笑みを浮かべると、こう言い放つ。

「でも、マスターのお世話を一番上手にできるのは、フラウなのは変わりがないの」

「……それはそうだろうな、頼りにしてる」

　ここは素直な言葉をかけてやるべきだろうと、蓮弥がフラウの頭を撫なでてやるとフラウはくすぐったそうにそれを受け入れながら、さらに幸せそうな笑顔になるのであった。




　こうしてクリンゲに集められ、普通ではないメイドとしての生活を送ることとなった少女達であるが、後々彼女達は後進を育て、その後進がさらにまた後進を育てということを繰り返していくうちに、クリンゲ自体がトライデン公国内における武装メイドの発はつ祥しようの地として認識されるに至るようになるのであるが、それはまだまだ後の世のお話である。

　余談ではあるが、この武装メイド達は戦闘能力に関しては折り紙つきではあったのだが、家事能力については個人差が激しかった、ということを付け加えておく。







あとがき







　初めましての方は初めまして、そうでない方はお久しぶりです。

　初めての方のために自己紹介を致しますと、私はまいんと申しましてＷｅｂ上の「小説家になろう」にて本作品を連載しております、そろそろ物書きを名乗ってもいいのかな？　どうなのかな？　という程度の者でございます。

　今、貴方様が手に取られているこの本は八作目に当たる代物です。

　一作目から始まりまして七作目までが既刊となっておりますので、本巻ともども、手にとっていただき、そのままレジをくぐって頂ければ、感謝感激あめあられでございます。

　皆様のご愛顧と、幸運と、ご縁と、ホビージャパン様の計らいと、ちょっぴり私のがんばりにより、今回「二度目の人生を異世界で」第八巻刊行の運びとなりました。

　まずは前巻までを読んで頂き、支持支援してくださいました読者の皆様に溢れんばかりの愛、は皆様から断固として受け取り拒否されそうなので、代わりに贈れる限りの感謝を贈らせて頂きたいと思います。




　早いものでもう八巻です。

　ここまで隔月発行という、他の作者さんからも、まいんさんてどっかおかしいんじゃないかと言われるような速度で駆け抜けて参りましたが、まいんさんどこもおかしくありません。

　好きこそもののなんとやら、ということもありますし、なによりまいんさんは「文章を書く」のが趣味と化している人なので、空き時間は大体何か書いているか、設定をぼんやりと考えているか、という状態にあるだけです。

　ちゃんとプロフィールにも、文字を生産することを最優先タスクとしている、って書いてありますし、皆様にお付き合い頂けている限りはこのまま走るつもりでおります。




　それにしても八巻です。

　もしも、誰かに「二度目の人生を異世界で」シリーズのうち、現時点までにおいて一番お勧めの巻数はどれ？　と尋ねられたのならば、ボクは躊躇うことなくこの八巻を推すでしょう。

　最新刊だから、ではありません。

　ここを読まれている方の中に、本編に目を通さないままにあとがきから読んでますという方はいらっしゃらないと思うのですが、もしいらっしゃったのならば、すぐに本編を読んでみてください。

　これまでもちらほらと、シオンさんやらローナさんやらエミルさんの、肌色シーンがあったりなかったりしたのですが、今回のこの本にはがっつりと全員のお風呂シーンがカラーで入っている上に、挿絵にもお風呂シーンが挿入されているのですよ。

　この挿絵と口絵だけでも、購入する価値はあると断言しますね。

　なんとか作者権限で、湯気なしブルーレイ版とか、腕をどけた年齢制限版とかを入手する方法はないものでしょうか、ホビージャパン様。

　七巻に引き続き、八巻現在でも特に皆様にお知らせするようなこともないから、私欲丸出しな終わり方してますよ、この本の作者。

　そんなんでいいのか、まいんさん。

　たぶん、いいのだと思います。




　それはさておき。

　ホビージャパンの編集部の皆様、そして校閲の方や営業の方やデザイナーさん。

　毎度毎巻、素晴らしいイラストを描いて頂きましたかぼちゃさんに、常時お世話になっております、担当Ｋさん。

　本当にありがとうございました。

　また、「小説家になろう」にて本作品を読んでくださった方々、並びにいつも感想を書いてくださる方々や誤字脱字の指摘をしてくださる方々。

　それから、ツイッター等でお付き合いさせて頂いてます皆様方。

　そして本作品を手にとって読んでくださった読者の皆様全てに、心よりの感謝を申し上げて結びとしたいと思います。

　またお会いできますように。
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